
        
            
                
            
        

    


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　ＩＮＤＥＸ






3rd episode　死体の恋

4th episode　ずっとかくれんぼ

epilogue　『君の死体』に『未来』とルビを振る。
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　　　　　　１




　人類最強と呼ばれた鬼おに崎ざき暦れきが死んでから三日後。

　旧千せん里り道どう大学第三校舎の屋上にある天体観測ドームからもう星は見えなくなっていた。昼夜の区別がない。白いメルヘンな空に覆おおい隠かくされてしまったからだ。

「あなたを、ください」

　その空の下で、ホワイトノワゼットは白い頰ほおを朱しゆに染めながら、岳たけ哉やに言った。

　突とつ然ぜんの言葉に、岳哉は何も返すことができずに、ただ息を止める。いや、正確には、ホワイトノワゼットの言葉にではない。

　目の前の少女の存在に圧あつ倒とうされているのだ。

　岳哉は半ば信じていなかった。彼女が人の魂たましいを喰くわない魔ま法ほう少女であることを。人間を救おうとしていることを。そんな都合のいい魔法少女がいるわけがないとの思いは、どうしても変わらなかった。

　だけど、たった一目その姿を見ただけで、それまでの疑念は弾はじけ飛ぶ。

（違ちがう……。この魔法少女は、他ほかとは違う）

　純真無む垢く。

　その言葉を体現したようなその姿に、岳哉は根こん拠きよもなく信じてしまう。

（ホワイトノワゼットは、噓うそなんて吐つかない）

　さっきからずっと、体に弱い電流を浴びせられているようだ。心地ここちよい痺しびれが、岳哉の価値観を根っこから揺ゆるがしている。

（この少女は人を謀たばかるなんてことをしない。悪に染まるなんてことはあり得ない。僕ら人間が正しい道を進んでいれば、彼女は自動的に味方をしてくれる）

　震ふるえる手で、自分の顔を覆う。

（今まで僕は、彼女が信用できるかどうか、見極きわめようとしていた。──とんでもない！　僕らは彼女を値ね踏ぶみする立場じゃない。逆だ。信しん頼らいに値あたいするか、僕らが彼女に見極められる立場だ。正しさは、彼女にあって、彼女の中に内包されている）

　どうしてだろう？

「う……」

　岳哉はわけも分からず、涙なみだを流していた。

（な、なんだこれ……!?　でも、止まらない……！）

　謝罪をしたい。

　彼女を敵だと思い続けたことが、恥はずかしくてしょうがない。

　理性では、魔法少女である彼女を敵だと見なしたことは、無理もなかったと思っている。

　けれど、頭の先ではなく、自分の中にある深い部分がそれを許さない。彼女のような存在を敵対視してしまったことを許さない。

　それだけ、絶対的な、無む垢く。

　疑えない、純白。

　──ホワイト。




「岳たけ哉やをくれ？　それってどういう意味よ？」

　押し黙だまっている岳哉の代わりに、口を開いたのはリリィだった。リリィは眉まゆを寄せてホワイトノワゼットを見、視線をそのままウサコロと藤ふじ崎さき乃の乃の──とそれまで名乗っていた魔ま法ほう少女、ポイズンモンブランへと移し、敵意をそれぞれに向ける。

「そう言って岳哉を利用する気？」

　リリィは岳哉と違ちがい、ホワイトノワゼットに絶対的なものを見いだしてはいないようだった。それどころか、二人っきりでいたところを邪じや魔まされたことが不ふ愉ゆ快かいとでも言わんばかりにホワイトノワゼットを睨にらんでいる。

「岳哉をレッドザーネとの戦いに駆かり出すつもりなの？　あの最悪魔法少女と岳哉を戦わせるだなんて正気？」

　レッドザーネ。

　空そら殻からファームの襲しゆう撃げきを命令し、空殻市の住民をさらわれた人間を含ふくめて、約四分の一にまでした張本人。特定魔法少女クレヨンズの中でも最も残ざん虐ぎやくと呼ばれる、魔法少女。

「……確かに、レッドザーネはわたし一人ではどうにもならないよ。岳哉くんの力を借りたいと思ってるよ」

「……具体的に何をさせるつもりなのよ？」

「それは……言えない」

「はあ!?」

　リリィは目をつり上げる。

　しかしホワイトノワゼットは、それ以上説明する気はないようで、リリィから目を逸そらしている。

「……なんなのその態度……」

　今にも殴なぐりかかりそうなリリィを、二人の間に入って止めたのは、もう一人の魔法少女だった。

「落ち着いてくださいです、リリィさん。これからわたしが、岳哉さんへ頼たのみたいことを言いますから。それはホワイトノワゼットの提案ではなく、わたしの提案なのですけれど……」

　かわいらしい衣い装しようとはあまりに不ふ釣つり合あいなガスマスクをかぶった魔法少女──ポイズンモンブラン。リリィは、ホワイトノワゼットから彼女へと視線を移す。

　しかし眼光の鋭するどさはそのままだ。

「乃の乃の！　あなたにも腹が立つわ。あなたはホワイトノワゼットと同じように、魔ま法ほう少女のくせに人間のフリをずっとしていたのね！」

　そう、それで思い出した。ホワイトノワゼットは、第十八クラスの誰だれかなのだ。しかし、こんな圧あつ倒とう的な純真無む垢くさを持つ仲間はいない。ホワイトノワゼットは意識的に、自分の正体がばれないように隠かくしている。

「あなたは、あたしたちをずっと騙だましていたのよ！　マスクの下では仲間を嘲あざ笑わらいながら、ずっとみんなを──」

　吐はき出す言葉の残ざん忍にんさに一度口を止め、しかし言い放つ。

「みんなを──仲間たちを、食べていたのね！」

「…………」

　ポイズンモンブランは答えない。リリィの言葉が応こたえているのか、そうでないのかは、ガスマスクで顔が覆おおわれているから当然分からない。

「今はわたしの話を聞いてください……」

　まだ怒いかりは治まらないようだが、話を聞かなければ埒らちが明かないと思ったのだろう。リリィは口を真ま一いち文もん字じに結んで押し黙だまった。

「あなたたちはレッドザーネと三ヶ月後に戦うことを決めました。その意思にわたしたちも従うつもりでいます。ですが、どうやって、レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーの中に入るつもりでいますですか？」

　岳哉は答える。

「……特定魔法少女クレヨンズなら他ほかの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに入れるって聞いているよ。それぐらいはホワイトノワゼットが協力してくれるって思っていたけど」

「その話は、正しいですが、間ま違ちがってもいますです」

「というと？」

「他の特定魔法少女クレヨンズの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに、自由自在に割り込ませることはできません。それでもホワイトノワゼットの魔力が通常通りなら、ここにいる生徒を大勢送り込むことはできました。でも、ホワイトノワゼットは人の魂たましいを食べるのをやめ、これからも食べるつもりはありません。おかげで魔力が弱まっていますです」

「それはウサコロから聞いてるよ……。……つまり、今のホワイトノワゼットの魔力では、レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに入ることができない、と？」

「そんなことはないよ」

　ホワイトノワゼットは口を開く。

「でも、今のわたしの魔力だと、入れられるのはせいぜい二、三人なの」

「何？　それじゃあ二、三人で特定魔法少女クレヨンズのレッドザーネを倒たおせって言うの？　無茶言わないで！」

「無茶でもそれが現状なの」

「倒たおすのはレッドザーネだけじゃないのよ！　彼女に従う、他ほかの魔ま法ほう少女も相手にしなくちゃいけないの！　魔法少女一人だって倒せるか分からないのが現状なのに、二、三人でどうしろって言うのよ！」

　リリィの言っていることはもっともだ。例えばセイバーレザンこと安あん楽らく朽くち苗えを、鬼おに崎ざき暦れきの犠ぎ牲せいなしに岳たけ哉やたちが倒せたとは思えない。それぐらい強力な敵が、レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーの中では、またいつ立ちはだかるか分からないのだ。この街の戦力をすべて集結しても分ぶの悪い戦いなのに、二、三人でレッドザーネの戦力に挑いどむなんて、無茶にも程ほどがある。

　臆おく面めんもなく言い放ったホワイトノワゼットの代わりに、ポイズンモンブランが口を開く。

「聞いてください。もしかしたら、わたしともう一人の人間で、どうにかできるかもしれないのです」

「……もしや、その一人っていうのは、僕なのか？」

　さっきまでの会話から推すい測そくし岳哉が言うと、ポイズンモンブランはこくりと頷うなずいた。

「あり得ない。僕に何ができるっていうんだ」

　岳哉自身が、自分の特とく殊しゆな点を敢あえて挙げると、空そら殻から市を統治する【ファミリー】の当主になったことくらいしか思い浮かばない。しかもそうなったのも、皆みなに認められたわけではなく、もういない前当主の伊い集じゆう院いん麗れい歌かに最も近しい人間だったからだ。戦せん闘とう能力も、低くはないが、人類最強と呼ばれた暦どころか、生徒会役員のレイラや斬ざんたちにも劣おとる。

　特別な人間ではないと、少なくとも岳哉本人は思っている。

「どうして岳哉さんか、それは説明しますです。……わたしに付いてきてください。おそらくまだやっています」

「やっている？　どこに行くつもりだよ？」

　ポイズンモンブランは答えた。

「映画館です」











♥♥♥♥♥






　きゃっほー！　みんな元気？　ちゃんと恋してる？

　今日もわたしの自じ慢まんの玉座からお送りするよ？　え？　ここに転がってる家か畜ちくの首？　粗そ相そうしたの粗相っ！　わたしは紅茶には角砂糖四コって決めてるのに、こいつ三個しか入れなかったの！　これはもう死罪だよね！

　あ、自己紹しよう介かいまだだったね！　改めまして──

　ばばーん！（胸を張って）

　──レッドザーネちゃんだよ！　

　え？　まだこのノリについて行けてないって？　テンション高すぎ？　うーん、でもお、無理矢理にでもアゲアゲした方がいいことあるよ。人ってね、楽しいから笑ってるんじゃなくて、笑ってるから楽しくなってくるものなの。だから笑え顔がおを絶やさず生きよう！　おお、わたしいいこと言う！　まあわたしは人じゃなくて魔ま法ほう少女だけどね。きゃは！

　あ、セイバーレザンとの戦い見たよー。すごいよねえ。鬼おに崎ざき暦れきがいたとはいえ、よくセイバーレザンを倒たおせたよねえ。

　ん？　なんで知っているかって？　……ええと、前に映像を操作できるコがいるって言ったよね？　ってか、あなたたちが今見ているこの映像も、そのコのおかげだって前に言ったよね？

　で、そのコをね、実はセイバーレザンに付けていたの。暴走することは分かっていたからねえ。

　うん？　そうだよ。分かっていたよ？　わたしね、セイバーレザンの扱あつかいをどうするか、すごく迷ってたの。だって彼女、魔法少女か人間か、すごく判別が難しいじゃない？　魔法少女だったらお友達だから自由にさせてあげたいし、人間だったら家畜にしないと。

　だからあ、今回の行動で、どっちに分ぶん別べつするか決めることにしていたの。ということで、ビジョンラスクちゃんを付けて、セイバーレザンの行動を撮とってきてもらったの。

　結果は、残念！

　裏切られた気分だよ。落ち込みザーネちゃん……。よよよ。

　セイバーレザン、家畜決定っ！

　……だけどその前に死んじゃったね。

　セイバーレザンの行動はショックだったなあ。わたしの意思を無視するなんて、そんな魔法少女いちゃいけないよ……。

　でも、ポジティブポジティブ！　悪いことばかりじゃないって思わなきゃ！　実際、いいこともあったんだよ。ラスクちゃんが撮ってきた映像を見ていたら、素す敵てきな殿との方がたを見つけたの。わたしは気け高だかいお姫ひめ様だけど、やっぱり年とし頃ごろの女の子。カッコイイ男の子にトキメキもするの。

　恥はずかしいけど、その人の名前、口にしちゃうね。




　水無月岳哉くん。




　わたしの王子様になってください。きゃっ！（頰ほおを照れくさそうに押さえながら）

　あなただけは、わたしの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに入れてあげるから、一人で来てね。でなかったら悲しくて、あなたたちの街の人たちを全員殺しちゃいそう。あ、噓うそじゃないって見せないとダメかなあ。ちょっと待ってて！　ほら、ラスクも付いてきて！　撮さつ影えいは続行中だから。

　移動の間に、何か話さないとつまらないよね？　何のお話しよう……。んーと、そうだなあ、この機会にホワイトノワゼットに宣告しとくね。

　──あなた絶対殺すから。

　人間側がわに立つとか、気持ち悪すぎる。生理的に無理。吐はきそう。臭くさそう。舐なめたらカマドウマの味しそう。なんでのうのうと生きてるの？

　とか言っている間に、家か畜ちく小屋に着きましたー。ぶっちゃけ家畜臭いです。撮さつ影えいのためとはいえつらいです。ひー。

　そうだなあ、どうせなら岳たけ哉やくんの知り合いがいいかなあ。はい、岳哉くんの知り合いは手を上げて！

　……は？　なんで上げないの？　ふざけてるの？　全員燃やし尽つくしてもいいんだよ？　……お、ようやく一人小さな女の子が手を上げてくれました。勇気あるー。

　あなた、名前は？　年ねん齢れいは？

「お、鳳おおとり花か香こです。九歳です」

　岳哉くんとの関係は？

「い、命の恩人です。お兄ちゃんと一いつ緒しよに餓うえ死じにしそうなところを、岳哉さんに拾ってもらって、【ファミリー】に入れてもらいました。【ファミリー】に入ってからも、いつも気に掛かけてもらっていました」

　そっかそっか。きっと岳哉くんもずっと自分が助けた命は、気き掛がかりだったんだろうねえ。

　じゃあ、はい。髪かみの毛から少しずつ燃やします！

「あ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　うるさいけど、ゆっくりゆっくり燃やし尽くします。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　…………はい、炭クズになりました！

　さて、わたしが本気だって分かってくれた？　この映像を見た人は、岳哉くんを説得して、ここに連れてきてね！

　それじゃあ、今回はこのへんで、バイバーイ！





♥♥♥♥♥












「花か香こ……！」

　岳たけ哉やは燃えた少女の名を呼び、歯を食いしばる。街の捜そう索さく活動をしたあとでも花香が見つかっていないことは知っていた。だから死んでいたり、捕とらわれていたりも覚かく悟ごはしていた。

　だが、だからって、こんな無む惨ざんに殺されていいわけじゃない。

　怒いかりに視界は真っ赤になる。しかし同時に冷静な自分もいた。岳哉はこの手の不条理に、すっかり慣れてもいる。

　この怒りは消えるものではない。けれど感情を自分の奥底に沈しずめて、表面的に冷静さを取り戻もどす方法なら、岳哉は心得ている。

　岳哉は一度大きく息を吸い、吐はく。花香のことを、魔ま法ほう少女に殺された他の仲間たちと同様、一時的に忘れる。忘れる。……忘れる。

　真っ赤になっていた視界が元に戻ると、岳哉はポイズンモンブランを真まっ直すぐ見つめた。

「僕が作戦に指名された理由は分かったよ」

　レッドザーネに気に入られるなんて、想像もしていなかった悪夢だ。だが冷静に考えると、それはチャンスだろう。そこに突とつ破ぱ口こうがあるように思える。

　おそらくポイズンモンブランも同様に考えた。だから同行者に岳哉を選んだのだ。

「岳哉さんがいれば、他の魔法少女に襲おそわれることなく、レッドザーネの元にたどり着けるかもしれません。それは事実です」

「たどり着いたところでどうする？　レッドザーネのところにたどり着けば、何かしら手があるというのか？」

　岳哉の問いに、ポイズンモンブランは頷うなずく。

「わたしの魔法が使えます。わたしの魔法は二種類。【凝固猛毒どくどくクツキー】と【猛毒粉塵どくどくフラワー】です。【凝固猛毒どくどくクツキー】はわたしの指を対象の口内に入れて、毒により即そく死しさせるものです」

「ずいぶんと物ぶつ騒そうな魔法だね」

「けれど、レッドザーネ相手には、実行不可能かと思いますです。あくまでこの魔法は、相手の口の中に指を入れる、そこまでして発動するものです。普ふ通つう以上の戦せん闘とう力のある魔法少女相手には、口の中に指を入れる前にわたしではやられてしまいますです。ですので、今回使うのはそちらではなく、【猛毒粉塵どくどくフラワー】になります」

「その魔法はどんなものなのよ？」

「はい。半径十メートルに毒の粉を飛ばす魔法です。使うと半径十メートルにいる対象すべてを無差別に侵おかし、それからきっちり十分で全員が死にます。解げ毒どく手段は、たった一つしかありません。わたしを殺すことです」

　岳たけ哉やは顎あごに手を当てる。

「つまり、僕とポイズンモンブランでレッドザーネに接近する。接近できたら、【猛毒粉塵どくどくフラワー】を使って、十分間逃にげ切る。そうすれば、特定魔法少女クレヨンズであるレッドザーネといえども死亡する」

「です」

「でも、レッドザーネは僕一人で来てって、そう言っているけど？」

「安あん楽らく朽くち苗えへの対応を見ても分かるとおり、レッドザーネは魔ま法ほう少しよう女じよに対しては甘いです。ホワイトノワゼット傘さん下かのわたしに対しては分かりませんが、接近程度なら許してくれる可能性が高いのです」

「いや、どうかな？　君の【猛毒粉塵どくどくフラワー】のことを知っていたら、レッドザーネは当然警けい戒かいするよね？」

「レッドザーネも、この魔法のことは知らないはずです。【猛毒粉塵どくどくフラワー】は対象を選べないせいで、使いどころが難しく、見せたことがほとんどないのです」

　確かに、これだけ周囲を巻き込む魔法を使う機会は、ほとんどなかっただろう。

　魔法少女は圧あつ倒とう的強者故ゆえに、警戒心は強くない。レッドザーネも、接近を許すことは十分にあり得る。

　そう考えるといい作戦だ。少なくとも、何の策もなく、生徒全員で全面戦争を仕し掛かけるよりはマシだろう。

　だが。

（──つまりそれは、）

「……待ちなさいよ」

　口を開いたのは、リリィだった。

「あなたの魔法がレッドザーネを倒たおし得るものだって分かったわ。でも、岳哉を連れて行くってことは、さすがに岳哉抜ぬきで、レッドザーネに近づけるとは思っていないってことよね？」

「はい」

「じゃあその、『無差別に近くにいるすべての対象を殺す』魔法を使うときに、岳哉をわざわざ別の場所に遠ざけたりしないわよね？」

　リリィは言う。

「なら、岳哉も死ぬわよね」

「…………」

　ポイズンモンブランは答えない。

　レッドザーネを倒すチャンスはそうないだろう。レッドザーネが射程距きよ離りに入った時点で、岳哉が側そばにいるかいないかは考こう慮りよせずに、ポイズンモンブランは【猛毒粉塵どくどくフラワー】を使うだろう。レッドザーネ一人だけが、【猛毒粉塵どくどくフラワー】の射程距離内に入る状じよう況きようを望むのはさすがに虫が良すぎる。

　岳たけ哉やはこの作戦に乗った時点で、死が確定するのだ。

「なにそれ……ふざけないで！　岳哉は絶対に殺させやしないわ！　……それだけは、それだけは絶対に許さないわ！」

　岳哉も当然死にたくはない。こんなに自分を想おもってくれる人がいるのに、自ら死地に赴おもむくのは、その人を裏切ることにもなる。

　だけど──

（この作戦ならば、レッドザーネを殺せる？）

　岳哉は紐ひもに通し、首に掛かけているシルバーリングを見る。

（麗れい歌か姉さんを殺した元げん凶きようを殺せる？　なら──）

　それは麗歌にプロポーズをしたときに渡わたした、岳哉が自分で作った、不細工な形の指輪だ。




（──僕の命を賭けるだけの価値がある）




「岳哉くん」

　咎とがめるようなタイミングでのホワイトノワゼットの言葉に、思わず岳哉は彼女を見る。

　しかしホワイトノワゼットは心配そうな顔をするだけで、それ以上は何も言わなかった。

　気にはなったが、岳哉は気を入れ直して、ポイズンモンブランへと向き直る。

「率そつ直ちよくに答えてくれ。レッドザーネに接近するのは、期待できると思う。だけどその後、君は十分間逃にげ切れるのか？」

「た、岳哉！　なんでその気になっているのよ？」

　リリィと視線を合わせず、岳哉はポイズンモンブランに「答えてくれ」と問う。

　ポイズンモンブランはしばらく躊躇ためらったが、答えた。

「……正直難しいのです。わたしの戦せん闘とう力は、魔ま法ほう少女の中ではかなり低い方です。特定魔法少女クレヨンズのレッドザーネ相手に、十分間も逃げ切るというのは想像できません」

「つまりおそらく、僕は犬死にして、君も死ぬ」

「……そこまでは言いませんけど」

　言葉を濁にごすが、分ぶが悪いのは間ま違ちがいないだろう。

　しかし、岳哉を説得しなければいけない今、ポイズンモンブランが無む謀ぼうだと認めたのは意外だった。

　だが、それ以上の疑問がある。

「分からないな。君は魔法少女だよ？　どうして僕たち人間のために、自分の命を賭かけられる？」

　ガスマスクをかぶっているから顔は見えない。しかしその質問に、明らかに彼女は戸と惑まどっている様子だった。

　しばらくして、ポイズンモンブランは答えた。

「……それは、わたしが培養魔法少女イラストだからです」

「培養魔法少女イラスト？」

　それは岳たけ哉やが初めて聞く単語だ。

「特定魔法少女クレヨンズ以外の魔ま法ほう少女を、培養魔法少女イラストと言います。培養魔法少女イラストは、自分が従っている特定魔法少女クレヨンズ──わたしの場合は、ホワイトノワゼットに刃は向むかうことはできませんです。特定魔法少女クレヨンズは、培養魔法少女イラストの魔力を完全に奪うばうことができます。ホワイトノワゼットは、いつでもわたしを消せるのです」

「つまりホワイトノワゼットの命令だから従うと？　死ぬかもしれないけど、従わないと消されるかもしれないから？」

「……です」

「しないよ」

　ホワイトノワゼットが割り込んで答えた。

「そんなことしない。そもそもわたし、そんなこと頼たのんでないよ」

「…………」

　ポイズンモンブランは押し黙だまる。

「……理由は消えたみたいだけど？」

　しかし、ポイズンモンブランは、「じゃあ、やめる」とは言わなかった。考え込んでいるのか、マスクを着けた顔をうつむかせている。

　なぜ噓うそを吐ついたのかは分からない。けれど、その噓は致ち命めい的だ。

「……さすがにそれじゃあ、この案には乗れない」

「困ります、です……」

「そんなことは知らない」

　弱々しい声を上げるポイズンモンブランに冷たく言い放つ。

「……待ってください。もう少し話を聞いてください。……わたしも、覚かく悟ごを見せます」

「覚悟？　何を見せてくれるんだ？」

　ポイズンモンブランは躊躇ためらいを見せた後に、口にする。

「素す顔がおです」

　そう言って、ポイズンモンブランは、ダイヤモンドに似た透とう明めいな宝石が嵌はめられている指輪──夢幻円環マジカルレシピリングに手を掛かけ、外した。

　一いつ瞬しゆんだけ彼女の全身が発光する。しかし異様だったのはそれだけで、案外あっさりとポイズンモンブランの変身は解けた。煌きらびやかだった紫むらさき色の衣い装しようから、見慣れた制服へと変わった。

　魔法少女は基本的に変身を解くことはない。だから当然、変身を解く姿を、岳哉は初めて見た。

　ポイズンモンブランは、変身後でもまだ着けていたガスマスクにも手を掛かけ、外した。

　その素す顔がおは──

　かなりの美人だった。まつげが長く、目鼻立ちがはっきりとしている。色素が全体的に薄うすく、儚はかなげな印象を抱いだかせた。

　おどおどとした口調とは裏うら腹はらに、まるで感情が見えない無表情で、何を考えているかは読み取れない。

　確かに印象深い顔だ。

（──だけど、これがなんだ？）

　例えば知り合いの顔だった、そんなことでもあれば、驚おどろきもあるかもしれない。だが、その素顔はただ、印象深い美人というだけだ。ポイズンモンブランにとって素顔を晒さらすのはタブーなのかもしれないが、それは彼女自身の問題であって、岳たけ哉やにはまるで関係ない。

　そのはずだった。

　だが──

（──な、なんだ？）

　顔を見てすぐには何も感じなかったのに、心臓が我を忘れたように飛び跳はねる。手が震ふるえ始めると、止まらない。なんてことのないはずの彼女の顔を、どういうわけか直視できない。

　胸には、狂くるおしいほどの寂せき寥りよう感。

「ど、どうしたのよ、岳哉？」

　しかもそれは岳哉だけのようだ。リリィは特に何も感じてはいない。

　ホワイトノワゼットも岳哉の反応は予想外だったのか、目を丸くしている。

（一体、俺はどうしたんだ……？　だけど……なぜか嫌いやな感じじゃない）

「わたしたち魔ま法ほう少女には、どうしても耐たえられないことがありますです」

　岳哉の異変を、ポイズンモンブランは敢あえて無視して、無表情のまま話し始める。

「わたしたち魔法少女は、少女のままで居続けたい本能を植え付けられているのです。歳としを重ね、老ふけていく様に耐たえられないのです。わたしたちは不老と言われていますが、厳密には違ちがいます。変身しているときの姿こそ肉体は不変ですが、人間の姿に戻もどると、きちんと歳を取っているのです。このように」

　確かに彼女の外見は少女というには大人びている。おそらく二十歳前後だろう。

　ポイズンモンブランは、両手で自分の顔を覆おおい隠かくす。

「見るに、堪たえないです」

　相当の美人である彼女の素顔が、見るに堪えないもののわけはない。しかしそれは、岳哉たち人間の感性だ。

「本来はガスマスクは魔法少女の装備です。人間の姿のときは着けなくてもいいのに、わざわざ用意してかぶっていたのは、不意に目まの当あたりにしてしまう、自分の老いた顔に耐たえられないからなのです。きっと怪あやしまれていたでしょうね」

「どうしてそこまでして、第十八クラスに？」

　まだ素す顔がおを見たことでの動どう揺ようが残っているが、岳たけ哉やは尋たずねた。

「ホワイトノワゼットにそうするよう、命令されたからです」

　ポイズンモンブランは、ホワイトノワゼットにわずかな批ひ難なんの視線を向ける。

　岳哉は確かめるように、ホワイトノワゼットを見た。何しろポイズンモンブランには、先ほどの噓うその前科がある。

「それは本当だよ」

　ホワイトノワゼットは、批難の視線には気き後おくれする様子なく答える。

「老いを実感する。それは拷ごう問もんでした」

　まだ十分に若い彼女のその感覚は、共感できない苦しみだ。しかし、ポイズンモンブラン特有のものではないのかもしれない。岳哉が倒たおしたアイスマドレーヌも、断だん末まつ魔まに老いていく自分を拒きよ絶ぜつしていた。

（もしかしてそんなことが、魔ま法ほう少女が変身を解かない理由なのか？　魔法少女は歳としを取りたくない。成長したくない。その場に留とどまりたい。同じままでいたい）




（──変化をしたくない）




　思考をしているうちに動どう揺ようはだいぶ消えてきた。まだ荒あらい呼吸を整えるために、大きく息を吐はく。

「歳を取ることに耐えられない。その主張は分かったよ。でも、それで僕に何を訴うつたえたいんだ？」

「ある事実を言えば、わたしの話に少しは耳を傾かたむけてくれると思うのです」

「……ある事実、というのは？」

　ポイズンモンブランは、意を決した様子で再びガスマスクをかぶり、言い放った。

「わたしも人間時代の記憶を取り戻しました」

　岳哉は目を見開く。

　だけど岳哉はその事実以上に、驚おどろくことがあった。

　それは、ホワイトノワゼットも、ポイズンモンブランの告白に、岳哉同様に驚いていたことだ。







　岳哉たちは旧空そら殻から学園のある教室に入った。そこは岳哉が一年間を過ごした、第十八クラスの教室だった。

　教室にはまだ生々しい血の痕あとが残っている。一年間を共に過ごした、家族ともいえる仲間の流した血だ。生なま臭ぐさい血の臭においが、まだわずかに漂ただよっている。

「ホワイトノワゼットは実験していたのです」

　ポイズンモンブランは、相変わらずホワイトノワゼットの方を見ようとせず、言った。

「……実験？　ずいぶんと不ふ穏おんだけど、それはどんな？」

「人間の姿にし、人間の中に入れることで、どんな変化を及およぼすかの実験です。おそらくわたしが記き憶おくを取り戻もどしたのは、その実験の結果だと思います」

　岳たけ哉やはホワイトノワゼットを見る。

「そうなのか？　仲間である魔ま法ほう少女を、実験台にしたのか？」

「実験って言葉は正しいと思わないの。けど、そうさせたのは本当」

「他ほかでもないポイズンモンブラン本人が、実験されたって言ってる」

「変身を解いて、人間の姿に戻すのはそんなに酷ひどいこと？」

　……どうなのだろう？　しかし、ポイズンモンブランが苦しんだのは事実だ。

「わたしは絶対に、それをしなきゃならなかったの」

　けれどおそらくそのせいで、二人の間には亀き裂れつが入ってしまったように見える。今だって、ポイズンモンブランはホワイトノワゼットに視線を合わせない。

　彼女はしゃがみ込み、床ゆかにこびり付いた赤黒い色に触ふれる。

「魔法少女のプライドもあって、なかなか認められずにいましたが……いえ、まだ完全に認められずにいるのですが、わたしはクラスメイトの仲間になれたのが、ちょっとうれしかったです」

　赤黒い染しみから手を離はなし、立ち上がる。

「その仲間たちが目の前で殺されました。一年間を一いつ緒しよに過ごしたクラスメイトが死にました。そのときわたしは──」

　岳哉も興味があった。魔法少女はそのときどう思うか？

「──とても、悔くやしかったです」

　それは、真っ当な感情だった。

「そして、それをきっかけに、人間時代の記き憶おくが戻りました。わたしは、仲間たちを殺した、レッドザーネを許せない想おもいです」

　つまりポイズンモンブランはこう言いたいのか？

「……だから無む謀ぼうでも立ち向かうっていうのか？　仲間たちの復ふく讐しゆうをしたいがために、自分の命を賭かけられると？」

「そう、だと思いますです」

「だけど、それだけじゃないよね？」

　ポイズンモンブランの動きが止まる。ホワイトノワゼットが初めて、彼女に言葉を向けたからだ。

「あなたは少女とはいえない自分の肉体に失望して、自暴自じ棄きになってる。そんな軽い命だから賭かけられる。そうじゃないの？」

「……違ちがいますです」

「ホワイトノワゼット。そんな言い方ないんじゃないか？　そういう部分があったにしても、僕らの無念を晴らそうとしていることに変わりは──」

「岳たけ哉やくん」

　ホワイトノワゼットは、言う。




「魔法少女を信じないで」
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　その言葉はおかしい。ポイズンモンブランを信じるなということだろうが、この発言の張本人もまた、魔ま法ほう少女なのだから。

　いや、おそらく、そこにはいつまでも正体を明かさない自分も含ふくまれているのだ。

「わたしはポイズンモンブランの思おも惑わくすべてを分かるわけじゃない。クラスメイトが死んで悔くやしかったのは本当だと思うよ。……でも、明らかにおかしい。なぜか岳哉くんに異様に執しゆう着ちやくしているように見えるの。ポイズンモンブランは、噓うそも真実もまぜこぜで、岳哉くんを自分と一いつ緒しよにレッドザーネの元に向かわせるための言葉ばかり並べているの。前までの彼女とは、別の思考をしてる」

「……さっき言っていたように、人間の記き憶おくを取り戻もどしたからじゃないか？」

「その過去を彼女は話そうともしない。たぶん、それも噓うそ……ううん、噓が混じってる」

　ホワイトノワゼットは一いつ旦たん目を伏ふせる。

「わたしに分かるのは、ポイズンモンブランの復ふく讐しゆう心が本物だってこと。復讐で動く人は、わたしが望まない方にしか動かないこと」

「……君は、僕にどうして欲しいんだ？」

　協力して欲しいようなことを言っているのに、ポイズンモンブランの策を否定する。自分を含ふくめた魔ま法ほう少女を信じるなと言う。

「それは──」

　ホワイトノワゼットは歯切れ悪く答える。

「その……岳たけ哉やくんが気付いて……」

「なんだそれ？　……僕は、君を味方だと思っている。けれど、いつも肝かん心じんなことは隠かくしたままじゃないか。それじゃあ僕は君の望むようには動けないよ」

「……分かってる。でも、岳哉くんは間ま違ちがってるの」

「何がだよ」

「だって岳哉くんは──死を望んでいる」

　押し黙だまる。

「自分の命を投げ出すほど全力を尽つくした復讐。それができれば、岳哉くんは満足してしまう……」

「そんなことは──」

　ない、と思っている。死にたいとは思っていない。

　けれど、どうしてか力強く否定はできない。

「それじゃあ魔法少女を打ち倒たおす事なんてできないよ。奇き蹟せき的にうまくいっても、レッドザーネを倒せるだけで終わり。そんなのは嫌いや」

　ホワイトノワゼットは泣きそうな顔で言う。

「麗れい歌かさんの敵かたきを取ろうとは思わないで」

　それは真っ当な言葉だった。

　誰だれもが、岳哉に掛かけるべき言葉だった。

　しかし岳哉はその言葉で、心の奥が凍こおっていく。冷たさが理性を奪うばっていく。




『私は、いつだって、君と一いつ緒しよに死んであげるわ』

（僕は麗歌のために生きると決めた。何よりも優先すると決めた。たとえそれが、魔法少女を倒たおすことの弊へい害がいになったとしても、変えられない）




「ねえ、何を悩なやんでるの岳たけ哉や？」

　リリィが岳哉の前に回り込み、力強く肩かたを摑つかむ。

「あたしから言わせれば、ポイズンモンブランの策なんて論外よ。確率がどうとか、そんなことを考えるのさえ間ま違ちがっているわ。自分が死ぬことを前提にした策なんて、そもそも策ですらない。絶対に、絶対に、間違っているのよ」

「リリィ……」

　リリィが言っていることはよく分かる。もしこの場でリリィと立場が逆なら、岳哉も同じことを言うだろう。

「麗れい歌かのことが気に掛かかるのは分かるわ。岳哉にとって、麗歌は何よりも大切だったって、散散思い知ってるわ。……でも岳哉が命を賭かけたら麗歌が喜ぶの？　麗歌だって、岳哉には生き延びて幸せになって欲しいはずよ。死んで復ふく讐しゆうを遂とげることを望んではいないわよ！」

（僕が死ぬことを望まない。きっとそうなんだろうな……）

　ならば、岳哉が命を賭けて麗歌の復讐に臨のぞむ必要はない。

　そう思うのに。

（……どうしてだ？）

　岳哉の心にはリリィの正論が響ひびかない。

（麗歌姉さんは復讐を望んでいない？　本当にそうか？　姉さんはそんな月つき並なみな考え方をする人だったか？　姉さんが天国から声を掛けるとしたら、むしろ復讐を──）

「復讐を、望んでいます」

　そう断言したのはなんと、二人の関係を深く知るはずもない、ポイズンモンブランだった。

　岳哉は驚おどろき、ポイズンモンブランを凝ぎよう視しする。

「麗歌さんは、自分や仲間たちを殺した魔ま法ほう少女たちを、根絶したいと思っています」

「……あ、あなたに岳哉と麗歌の何が分かるの!?」

　しかしポイズンモンブランは発言を撤てつ回かいしない。ガスマスクをかぶった顔を、真まっ直すぐ岳哉に向けている。

「そうですよね、岳哉さん？」

（リリィの言うとおりだ。こいつに麗歌姉さんのことなんて分かりはしない。僕は分かったようなことを言う、ポイズンモンブランに怒いかりを感じるべきだ）

　しかし岳哉は、湧わき起こる悪お寒かんを止められない。

（それなのにどうして、ポイズンモンブランの発言が正しいなんて思うんだ！）

　わけが分からない。

　混乱し、この場に居たたまれなくなる。リリィも、ポイズンモンブランも、ホワイトノワゼットも、今は見たくない。

　何かに導かれるように、岳たけ哉やは教室を飛び出した。

　その廊ろう下かは、自分の腕うでが弾はじけ飛んだ廊下だ。残ざん虐ぎやくな青い蝶ちようが頭にちらつく。血と肉に溢あふれた殺さつ戮りくの風景が蘇よみがえる。幻げん覚かくを振ふり払はらいながら、岳哉は一階へと下りる。

「姉さん…………」

　落ちるように階段を駆かけ下りているせいで、膝ひざが痛む。けれど構わない。

「麗れい歌か姉さん…………」

　他ほかの場所よりも一層、赤黒く染まった廊下にたどり着き、立ち止まった。

　そこは──麗歌の死体があった場所。

　リリィたちは焦あせったように、岳哉に付いてきた。




『大だい丈じよう夫ぶよ。君を一人にはしないわ。永遠に』




　内臓を地面に落とした麗歌がもし、あのとき口を開けたら、復ふく讐しゆうなんてしなくていい、そんな言葉は言わない。

　きっと岳哉にこう言うのだ。




『一緒に来て』




「ポイズンモンブラン」

「はい」

「僕は君の作戦に乗るよ」

「岳哉……！」

　リリィが叫さけぶ。しかしもう、岳哉はリリィの希望通りに動くことはできない。

　ポイズンモンブランを見据すえる。どうしてこの中で最も麗歌と無関係に思える彼女が、一番近い答えを出せたのかは分からない。

　だが、その解かいを出した時点で、岳哉の行動は決まってしまうのだ。

「君と共に、命を失う覚かく悟ごが僕にはある」

　ガスマスクをかぶっているから分からない。

　しかし岳哉には、ポイズンモンブランが喜んでいるように見えた。




「う、う、う…………」

「──ホワイトノワゼット……？」

　ホワイトノワゼットは涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにしながら、嘆なげき呟つぶやく。

「どうして岳たけ哉やくんは、わたしを受け入れてくれないの……？」

（受け入れる……それはどういう意味だよ？　ちっとも分からない）

　けれど岳哉に襲おそいかかる。刃は物もので貫つらぬくように鋭するどい罪悪感。その刺し激げきはあまりにも痛い。

　でも、受け入れられない。麗れい歌かを否定する彼女をどうしても受け入れられない。過去の自分を捨てることはできない。

（そういえば……）

　ここは麗歌が死んでいた場所だ。だが、それと同時に、ホワイトノワゼットに初めて会った場所でもある。そのことを思い出した。

　──何かあのとき、大切なものを得た。

　それに従えば、何もかもがうまく行くような気もする。

　けれど。

　岳哉は手を開き、その手を眺ながめる。

（この手には、もうそれはない）




　　　　　　２




　第一校舎三階の女子トイレには、ボムホーニッヒが縛しばり付けられている。そうされてからすでに八日間が経過した。

　魔ま法ほう少女の身体能力は人間の約七倍だ。万が一にも脱だつ出しゆつができないように、手足を厳重にいくつもの錠じようで拘こう束そくされている。閉じた便座の上に座らされている彼女の体には、雷らい連れんレイラのサーベルが何本も貫かん通つうしている。

　しかし彼女の惨さん状じようは、あまりグロテスクではない。血液の出ない魔法少女からは生々しい痛みは感じ取れない。魔力によって服装も常に清潔で真新しい物になっているから尚なお更さらだろう。

　それどころか、非現実的なこの光景には、ある種の美しささえあった。まるで高価な値段で取引されている、ピン留めされた昆こん虫ちゆう標本のような。

「ふん！」

　だが、その美しい顔にまた、新しいサーベルが突き刺さる。ボムホーニッヒの頭を貫通し、その端たん正せいな顔が崩くずれる。

　魔法少女は基本的に不死だ。

　だが痛覚はある。頭を貫つらぬく痛みは相当のはずだ。しかし、ボムホーニッヒは悲鳴さえ上げなかった。

「……う。もうやめてくれよ。副会長」

　口元を押さえながらレイラに言うのは、岳哉たちと同じ第十八クラスの生徒、和わ谷や塁るいだ。

　塁は、生徒会長になった岸きし波なみ斬ざんに指示され、ボムホーニッヒの監かん視し役に当たっていた。

　レイラは塁るいを一いち瞥べつこそするが、すぐにボムホーニッヒへと視線を戻もどしてしまう。

「私はもう副会長ではありません。ただの一生徒会役員です」

　頭を貫つらぬいたサーベルを抜ぬく。

　すぐまた、サーベルを突つき刺す。今度は右の眼球。

「拷ごう問もんは必要でした。その証しよう左さに、拷問によって、新たに魔ま法ほう少女の情報が手に入りました」

　レイラはぶつぶつと塁に聞かせるわけでもなく呟つぶやく。

「魂たましいを一週間与あたえなければ魔力が尽つき、魔法は使えなくなる。一週間程度の絶食では魔法少女の姿は解かれない。魔力が減少すると、体の回復速度は遅おそくなる。髪かみや爪つめは伸のびない。処女膜まくも回復する。血液はないが、唾だ液えきはある。唾液の色と味は人間と同じ。蚊か、蜂はち、蛇へび等の生き物の毒は効かない。目を潰つぶしても、視界は消えない。普ふ通つうの食べ物を食す必要はないが、空腹感はある。再生前の肉体に物質を埋うめ込むと、そのまま取り込む。魔法少女がどのような状態でも、魔法少女に変身するための指輪、夢幻円環マジカルレシピリングに人間は触ふれてはならない…………」

　レイラは口元を歪ゆがめる。

「拷問をし続ければ叫さけび声を上げなくなる」

　塁は唇くちびるを嚙かみ締しめる。

（そこまで痛めつけられれば、魔法少女じゃなくてもそうなる！）

「善人ぶるのは不ふ愉ゆ快かいなのでやめてください。分かっていますよね？　これは必要な作業です。かつて人間は魔法少女を捉とらえたことはない。絶好の機会なのです。今、魔法少女の生態について調べなくて、いつ調べるのですか？」

「それは分かるけど……もう十分調べ尽くしただろ？　これ以上はただの私し怨えんだ！」

「私怨だとしたら何か問題があるのですか？」

「え？」

　レイラは言う。

「これは、魔法少女ですよ？」

　二にの句くを継つげない。

　その言葉に納なつ得とくしたわけではない。そう言うレイラの瞳ひとみが、あまりに深い闇やみに覆おおわれていたからだ。

（この人は……そんなに鬼おに崎ざき暦れきが死んだことが許せないのか……！）

「それに、いくら調査しても足りません。私たちは会長を失いました。とびっきりの戦力を失いました。より手段を選ばず、残ざん酷こくにならなければ、魔法少女相手に勝てるわけがありません。そうですよね？」

　レイラは、今度はサーベルを、ボムホーニッヒの口内へと突き刺す。それもまた相当の苦痛のはずだが、ボムホーニッヒはびくんと一いつ瞬しゆん跳はね上がるだけで、ほとんどリアクションは見せない。

「……味はしますか？」

　問いかけに答えないボムホーニッヒの胸を、レイラは蹴ける。

「ボムホーニッヒ、味はしますか？」

「……鉄の味がする」

　吐と息いきのような、小さな声。

「そうですか。なら、それがあなたの流した血液の味だと思い込んでください。あるいはあなたが魔ま法ほうによって殺した、人間たちの血の味だと思ってください。しっかりと舐なめて、罪と罰ばつの味を嚙かみ締しめなさい」

　抵てい抗こうすることなく、言われるがまま、虚うつろな目をしたボムホーニッヒはサーベルを舐める。どこか淫いん靡びなその光景に、レイラはかすかな、歪ゆがんだ笑えみを浮かべる。

「もっと自分が拷ごう問もんされている感覚を味わってください。あなたが苦痛を感じることこそが、苦しんで死んでいった者たちの供く養ようになるのです。すべてはあなたが招いたことです。自分がどうして、こんな目に遭あっているか考えてください。あなたは自殺もできません。終わりの見えない苦痛を与あたえ続けられます。それがあなたに与えられた罰。自らが犯おかした罪に気付き、呪のろい、絶望してください」

　レイラはボムホーニッヒの体を刺さし続ける。

「絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ絶望しろ」

　頭、腕うで、脚あし、指、首、腹──心臓以外のすべての箇か所しよを何カ所も刺し続ける。

（酷ひどい……）

　塁るいは目の前の光景に、目をつぶるしかなかった。

「もういいんじゃないかな？」

　新たに登場した者の声で、レイラの手が止まる。

「ボムホーニッヒは意識を失っているじゃないか。これ以上やっても意味がないよ」

　現れたのは同じ第十八クラスの海かい良ら秀しゆう平へいだった。

　気が弱い秀平は声を震ふるわせていたが、その発言は塁とは条件が違ちがう。

「それ以上横暴だと、斬ざんくんに言って、担当を外してもらうよ」

　それは、【ファミリー】の一員であること──すなわち、今や空そら殻から市の権力を握にぎっている、岳たけ哉やや斬の仲間であることだ。

　レイラは秀平を睨にらみ付けるでもなく、目を見開いて凝ぎよう視しする。しばらくそうしてお互たがい見つめ合っていたが、レイラはサーベルを持つ手を下ろした。

「……まあいいでしょう。私も腕が疲つかれてきたところです」

　言うと、塁には目もくれず、女子トイレを出て行く。

「……はぁ…………」

　塁るいは憔しよう悴すいして目をつぶり、壁かべに上体を預ける。

「ご苦労だったね……」

「ああ、秀しゆう平へい助かったよ。俺じゃ止められなくてさ」

「僕だって止められないよ。やめたのはたぶん、本当に腕うでが疲つかれてきたからだと思う。斬ざんくんのことなんて関係ないよ」

「さすがにそんなことはないと思うけど……」

　けれど今のレイラの魔ま法ほう少女への憎ぞう悪おを見ると、断言まではできない。

「それにたぶん……訴うつたえても斬くんは、雷らい連れんさんを無理に止めたりしない」

　塁は首を傾かしげ、顔をしかめる。

「仲間を殺した魔法少女が痛めつけられてる。そのことは、今まで散々魔法少女にやられてきた空そら殻から市の住民たちの、ガス抜ぬきになっているからね。それを分かっているから、斬くんは動かない」

「じゃあ、ボムホーニッヒはこのまま……」

　塁はボムホーニッヒを見る。この少女は仲間たちを虐ぎやく殺さつした憎にくき相手だ。攻こう撃げきされても仕方ないとは思う。

　だけど、監かん視し役として彼女をずっと見ていて分かったことがある。

（この少女には悪意はないんだよ。悪人じゃない。子供みたいに善悪の区別がついていないだけなんだ）

　塁は歯を食いしばる。

（だから、いたいけなこの少女が痛めつけられる様を、これ以上見たくない！）

　それが塁の本音だ。この惨さん状じようを見れば、涙なみだだって浮かぶ。

「……塁くん」

　その声に、塁は目を見張った。ボムホーニッヒが自分を呼んでいた。

「な、名前、憶おぼえてくれたの？」

　魔法少女が人間の名前を憶えようとしないことを、塁は知っている。

「うん。だっていつも心配そうにしてくれるから……」

　そう言うボムホーニッヒは無表情だ。元々感情豊かだった彼女の心は、拷ごう問もんですり切れてしまっている。

「……でも、俺はレイラさんたちの拷問を止められてない。君に何もできていないよ」

「しょうがないよ。あたし、分かってきたの。あたしは人間たちに、これだけのことをされてもおかしくない、酷ひどいことをしてきたって」

　その言葉は塁だけでなく、秀平をも驚おどろかせた。

「自分が悪いことをしたって、分かるんだ？」

「……悪いこと……とは違ちがうかも。でもあたしがやったのは、人間にとっては残ざん酷こくなことだって、それは分かったの。これまであたしは、人間がどう思うかだなんて考えもしなかった。けど、こうされて初めて考えるようになったの。そうして分かった。人間のことを、あたしはものすごい苦しめたんだ」

　ボムホーニッヒは、溜ため息いきを吐つくように言う。

「……やめればよかった、あんなこと。こんなに人間を苦しめるなら、やめればよかった」

「じゃ、じゃあ、もう魔ま法ほうで人間を殺す気はない？」

「……分かんない。人間を食べなきゃ魔法は使えないから、それはしちゃうと思う。でも、進んで殺したくない。それは……嫌いやだって思う」

　塁るいにはそのきれい事だけでない言葉は、酷ひどく正直に思えた。

「あのときあたしは、誰だれよりも人間を殺してやるって、はりきっていたの。……どうしてだろう？　みんなに認められたかったのかな？　あたし、魔法少女の中でもバカにされてたし……。多くの人間を倒たおす力があるって示せれば、すごい魔法少女なんだって、みんな思ってくれると考えていたのかな？」

　小さな声で言う。

「狭せまいあたしの世界には、あたしを褒ほめてくれる人なんていなかったし」

　狭い世界。

　ボムホーニッヒは自分たちのいた場所を、そう表現した。

（……狭い？　人間を支配しているのに？　……あ、いや……よく考えてみると、確かにそうかもしれない）

　魔法少女は人間を支配している。閉じ込められている自分たちとは違って、自由に過ごしているように見える。だから狭い世界にいるだなんて発想は出てこなかった。

　だが、よくよく考えれば、魔法少女のほとんどは閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーから出ない。しかも増えているといっても、人間よりは絶対数がかなり少ない。その上、全員が同年代だ。親もいない。家族もいない。繫つながりは魔法少女同士という、浅いものだけ。

　箱庭。

　そう、魔法少女のいる世界は箱庭めいている。

（この少女はかなり偏かたよった価値観の中を生きてきた。だから善悪の区別があまりできなかった。なら、人間の世界に触ふれれば、簡単に改心できるんじゃないのか？）

　塁には、この少女が、言って分からない相手だとは思えない。言い聞かせれば子供のように吸収し、自分たちの考えを分かってくれる気がする。

「どうして僕たちにそんなことを言うのかな？　もしかして、同情を誘さそっているの？」

　秀しゆう平へいが顔を強こわばらせ言う。やはり、他ほかの人は塁ほど彼女に甘くない。

「反省しているから逃にがして欲しいって言いたいわけかな？」

「……逃にがしてくれるなら逃がして欲しいよ。当たり前だよ。でも、無理だって分かってるよ」

　ボムホーニッヒはうつむいて言う。

「……でも、やっぱり、誰だれかに優やさしくして欲しい。そう思ったから言ったのかも。それっておかしい？」

　ボムホーニッヒはそう言うと、静かになった。

（優しく……それぐらいなら俺が……）

　そう塁るいが考えていると、ぼうっとした目でボムホーニッヒが自分を眺ながめているのに気が付いた。

「な、なに？」

「……あの、魔ま法ほう少女の頼たのみなんて聞いてくれないって分かってるけど……一応、頼むだけ頼んでいいかな、塁くん」

「え、ええと……」

　戸と惑まどう塁に言う。

「あたしに触ふれて」

「──ど、どうして……？」

　思わず声がうわずってしまう。

「……だから、誰かに優しくされたいの……人間でもいいから……」

　動どう揺ようが広がってくる。

（だ、だって魔法少女だけど、彼女の見てくれは、すごくかわいい女の子だ）

　そんな女の子が触れて欲しいと言っている。塁は心臓が高鳴るのをどうしても抑おさえられない。

「ええと……秀しゆう平へい、いいと思う？　俺は、してあげてもいいかなって。……ほ、ほら！　これ以上追いつめて、おかしくなっても気分悪いしさ！」

「……うーん、なら、いいんじゃないかな？　あ、でも、魂たましいを食べる気かもしれないから、それは気を付けて」

「魂を食べるには、人間の頭に手のひらを二秒以上載のせなければいけないんだろ？　大だい丈じよう夫ぶさ」

「……うん。そうだね」

　あまり快くは思っていないようだが、秀平は納なつ得とくした。

「さ、触さわるって、どうすればいい？」

「……頭、撫なでて欲しいな」

「そ、そっか」

　塁は恐おそる恐る、ボムホーニッヒの頭に手を伸のばす。

　柔やわらかい髪かみの毛に触れる。

　頭を優しく撫でる。

　心臓の鼓こ動どうは、さらに早まって止められない。

「こ、これでいいのかな？」

「うん」

　ボムホーニッヒはくすぐったそうに、目を細くした。しばらく何も言わずに、頭を撫なでられる感かん触しよくを楽しんでいた。

　そうして、口元をわずかに弛ゆるめた。
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「ありがとう」

（……あ、これまでずっと無表情だったのに……）

「もしかしたら、魔ま法ほう少女になって初めて、頭を撫でられたかもしれない」

（……うう、くそう）

　どくん、どくんと、心臓が跳はね上がっている。頭がゆだっている。自分がこの少女に笑えみを取り戻もどさせたことが、うれしくてしょうがない。

（……ああ、ダメだ）

　塁は、この少女を一目見たときから感じていることがある。

　それを認めてはいけないと思っていた。異常な感覚であると自分に言い聞かせて抑おさえ込んできた。

　だけど、限界だ。

　もう、認めるしかない。

（俺は──ボムホーニッヒが、好きだ）




　代わりの監かん視し役の生徒が来ると、塁るいは秀しゆう平へいを連れて、大教室に行った。誰だれかにボムホーニッヒのことを話さなければ、彼女への感情の行き場がなかったのだ。

　旧千せん里り道どう大学の校舎において、比ひ較かく的きれいに残っている広い教室だ。ここが大学として機能していた頃ころのまま、長机と椅い子すが所ところ狭せましと並んでいる。

　だが今は、椅子が使われることはほぼなく、この大きな教室に人が入ることもほとんどない。本来の役割を果たせない教室は、ずいぶんと寂さびしそうだ。しかし塁にはむしろ、こんな場所に生徒が群がり、役に立つかも分からない授業が行われていたときの方が想像できなかった。

「ええと、ボムホーニッヒのことだけどさ──」

　さすがに塁も、魔ま法ほう少女への恋こい心ごころを口にするつもりはない。それはいくら親友と呼べる秀平であっても、聞き過ごせないことだろう。黙だまっているわけにもいかず、斬ざんたちに知らせ、その結果ボムホーニッヒの監視役も外されることになる。

　塁だって、この恋心が異常なものだって分かっている。罪悪感もあれば、自分への嫌けん悪お感もある。捨てられるならさっさと捨ててしまいたい。

（だけど、そう思えば思うほど、気持ちは大きくなるんだ）

　塁は自分の恋心を受け入れるしかなかった。なら、もう拷ごう問もんをただただ見過ごすのはやめたい。ボムホーニッヒの待たい遇ぐうを、少しでもよくしてあげたい。

「子供みたいなボムホーニッヒなら、改心することもあると思うんだ」

「改心か……」

　話を聞いた秀平は、顎あごに手を当てて考え込んだ。

「だって、ボムホーニッヒって、割と俺たちの言うことも受け入れそうだしさ。で、もし改心したら、結構大きくない？　ボムホーニッヒが味方になってくれれば、かなりの戦力になるじゃんか！」

「……仲間だった魔法少女を殺そうとするかな？」

「……た、確かにそれはちょっと難しいかもな。でも、前会長が死んだ以上、一考する価値のあることだと思うけどな」

　秀平は、希望的観測を口にする塁のことを、じいっと見つめる。

「い、いや……別に単なる思い付きでさ！　べ、別に深い意味は──」

「あのさ」

　秀平は取り繕つくろう塁を気にせずに、深刻な表情で口にする。

「僕はこんな風に考えたことがあるんだ。魔法少女は自然発生した存在じゃなくて、人じん為い的に作られた存在じゃないかって」

　聞いたことのない説に、塁は眉まゆを寄せる。

「世界の終焉ヒユーマンイールド初期、人類の敵は魔法少女じゃなくて、知的生命体BZだった。魔法少女はBZを根絶した。あのとき誰だれもが思ったはずだよ。魔ま法ほう少女はBZを倒たおすために生まれた救世主だって」

　知的生命体BZは、現存している生物によく似た、しかし身体能力が元の動物の数倍あり、知能も高い、謎なぞの生き物だ。発生した理由は不明。分かっていることは、不死であり、人間を喰くい荒あらしたこと。

　けれど知的生命体BZは今や、絶ぜつ滅めつしたと言われている。

　魔法少女が滅ほろぼしたからだ。

「だけど、BZを倒すために人類が進化したと考えるには、あまりに魔法少女の登場が早すぎる。魔法少女は、BZが登場してからたった二年で現れた。進化って、そんな急激に起こることじゃないよ」

「だから誰かが作ったって？　……いや、無理あるだろ。人間が、魔法少女のようなデタラメな存在を作れるとは思えない」

「でも、すぐ近くにサンプルがあるとしたら？」

「サンプル？」

「あのさ、BZって、魔法少女に似ていると思わない？　BZは元の動物より身体能力が高くて、知能も高く、そして何より魔法以外では不死だ。魂たましいを食しよく糧りようにする点まで同じだ。魔法が使えることは大きな違ちがいと言えるかもしれないけど、でも、僕には根っこが同じに思えるんだ」

「ええっと……どこかの誰かがBZを参考に魔法少女を創つくった……？　……いやいや、人じん為い的に作られたものだとしたら、魔法少女は人間を襲おそったりしないだろ？」

「それは、創造主の計算外だったんじゃないかな？　まさか人間から生まれた魔法少女が、人間に牙きばを剝むくとは思っていなかった、とか」

　なるほど。なかなか面おも白しろい説だと思う。

「でも、どうして今、そんな話をするんだ？」

　話の流れと関係ない。そう思い、塁るいは尋たずねた。

「魔法少女が改心する、そんな話を塁くんがしたからだよ」

　意味が分からず、塁は秀しゆう平へいの目を覗のぞき込む。

「ええとね……魔法少女には人間と同じ知能があるよね？　姿も人間と変わらない。普ふ通つうに考えれば、人間を殺すのに抵てい抗こうを覚えるはずだ。でも魔法少女は、平気で人間を襲う。人間の命なんて顧かえりみない。それがどうしてか、僕は考えてみたんだ」

　秀平は眉まゆをひそめながらも、続けるよう頷うなずく。

「なぜ平気で人を殺せるのか？　それは人間の魂が、魔法少女の唯ゆい一いつの食糧だからじゃないかな？　食糧に感情移入して食べられなくなったら、魔法少女という種しゆは滅んでしまう。だから魔法少女は、人間に感情移入できないようになっている。そうだとしたら、人間を無む慈じ悲ひに襲うのは、魔法少女の構造的な問題かもしれない。本能からそう仕組まれている」

「……そうすると、ボムホーニッヒは……？」

「僕はこう考えているよ」

　秀しゆう平へいは、特に表情を変えることなく、塁るいに告げる。

「改心なんて絶対にしない」

　強い言葉。

　確信しているような表情に、塁は唾つばを吞のみ込む。

（あ、ダメだ……。この意見を受け入れちゃボムホーニッヒは救えない！　は、反論しないと！）

　けれど秀平の話より説得力のある言葉は出ない。塁が口を開くことしかできないでいると、教室の扉とびらが開いた。

「秀平いたわね！」

　声の主は金きん髪ぱつの少女。走ってやってきたらしい彼女は、息を切らしながらも強い視線を秀平に向けていた。

「何日がかりで岳たけ哉やを説得してもダメ！　ホワイトノワゼットとは会えないし、斬ざんもダメ！　もう頼たよれるのはあなたしかいないわ！」

「リリ──瀬せ戸とさん、どうしたの？」

　リリィは唇くちびるを嚙かんで、口にする。

「岳哉が死ぬつもりなの」

「ど、どういうこと!?」

　そうしてリリィは秀平に、乃の乃のことポイズンモンブランが、岳哉を犠ぎ牲せいにする作戦を立て、それに岳哉自身が乗るつもりだということを話し始めた。秀平は、自分の命を捨てようとしている岳哉が許せない様子で、歯を食いしばってその話を聞いている。

　リリィは塁に視線をちらちら向け、気にしている様子は見せるものの、構うことなく秀平に向けてだけ事情を話していた。

（クラスメイトが決死の覚かく悟ごで、戦いに挑いどむ。もちろん他ひ人と事ごとじゃない。クラスメイトは家族のように親しい間あいだ柄がらだ。俺にとっても岳哉くんは大切な人だ。……そのはずなのに俺は、この話題には入れない）

　塁は、自分を必要としていない空気を察して、二人から離はなれる。途と端たんに、教室が異様なまでにだだっ広く思えた。

　二人との、異様なまでの距きよ離り感。

　孤こ立りつ。

　自分たちの未来を決める戦いに、塁は含ふくまれていない。

（……別に今に始まったことじゃない。岳哉くんが初めに、魔法少女と戦うことを決めたときもそうだった。岳哉くんの強い意志に、俺は従うしかなかった。反対意見を出すような、そんな強い意志なんて俺は持っていなくて、ただただ自分たちが死ぬであろうことに賛成するしかなかった）

　塁るいは視界の端はしで、リリィを見る。熱弁している彼女を見ると、塁はコーヒーを直接胃にぶち込まれたような、気持ち悪さを感じる。

（リリィ。岳たけ哉やくん。やっぱりこの二人は、特別だ。この世界でも生きている。真まっ直すぐに前を向いて、自分の考えを持って、俺たち死んだような人間の道を決める。きっと物語の主人公になれるのは、ああいった生きている人間なんだ。死んでくれと言われて、納なつ得とくしてしまう俺たちじゃない）

　そうなりたい。その気持ちがないと言えば、噓うそになる。

　だが、そうなるには、塁はこれまで大きな力に左右されすぎた。どんなに抵てい抗こうしても、何もできなかった経験をしすぎた。自分たちがいかにちっぽけで無力か思い知っていた。大きな力には、流されるだけだと、体が覚えてしまっていた。

　塁はこう思っている。

　──どうせいずれ、抗あらがえない死の渦うずに吞のまれ死ぬ。

　リリィの顔を見る。

　その顔に、ボムホーニッヒの顔を重ねる。

（でも俺はそれでいいんだっけ？）

　どういうわけだろう？

　魔ま法ほう少女に襲しゆう撃げきされ、為なすすべなく逃にげ惑まどうときだって、恐きよう怖ふ以外は感じなかったのに。

　今、塁は、拳こぶしを握にぎりしめ、怒おこっている。




　　　　　　３




　必死に息を整えている岳哉は、手入れはされているが、所々にしかない天然芝しばのグラウンドの上で、大の字になって倒たおれていた。斬ざんと戦せん闘とう訓練をしていて、倒されたからだ。

「弱いな。そんなんでよく、単身乗り込む気になれるものだ」

　斬の嫌いや味みはもっともだ。さっきからほとんど斬にやられっぱなしでいる。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　仰あお向むけになった岳哉の目には、白いメルヘンな空が映っている。必死に唇くちびるを嚙かみ締しめるが、体力は尽つきていて、一人では立ち上がれない。

　斬が岳哉の手を摑つかみ、立ち上がらせる。投げ飛ばされたときの背中の痛みに耐たえながら起き上がると、その視界に秀しゆう平へいが入った。

「何を考えているんだよ岳哉くん！」

　いきなり岳哉は怒ど鳴なられた。穏おだやかな秀平らしくなく、肩かたを高く張って、怒いかりを露あらわにしている。

「僕は絶対に反対だよ！　岳哉くんが犠ぎ牲せいになる作戦なんて！」

「ああ、そのことか……」

　おそらくリリィが話したのだろう。

「そのことか、じゃないよ！　岳たけ哉やくんがいなくなったら、【ファミリー】はどうなるんだよ！　岳哉くんがいないと、【ファミリー】は回らない。崩ほう壊かいしてしまうんだよ！　それだけは僕ら【ファミリー】は絶対にしちゃいけない！　そうでしょ！」

　岳哉は困った顔で、隣となりにいる斬ざんと顔を見合わせる。

「【ファミリー】という組織を何より優先する。それが麗れい歌かさんの下もとに集つどった僕らのはずだ。岳哉くんはそうじゃなかったの!?」

「……あのさ、秀しゆう平へい。僕だって【ファミリー】は大切だよ。僕をここまで生かしてくれたのは、麗歌姉さんが作った【ファミリー】だって自覚もしてる」

「じゃあ──」

「だからって僕が命を賭かけずに、のうのうと生きている理由にはならないよ。僕の存在は絶対に必要なわけじゃない。当主が必要なら僕の代わりを用意すればいいだけだ」

　秀平は大きく首を振ふる。

「分かってない！　岳哉くんの代わりなんていない！」

「僕を過大評価しすぎだよ。僕は麗歌姉さんじゃない。まだ時間はあるし、きっちり引ひき継つぎをすれば、【ファミリー】は維い持じできるって考えてる」

「過大評価なんかじゃないよ！　当主が誰だれの反対もなく岳哉くんに決まったのは、それが岳哉くんだからだよ。岳哉くんは自分の価値を分かっていない！　岳哉くんがいないと【ファミリー】は立ち行かないんだ。……ねえ、斬ざんくんもそう思うよね？」

　話を振られた斬は、腕うでを組む。

　顔を強こわばらせたまま答える。

「……どうかな？　混乱は免まぬかれないだろうが、次期当主の候補はいなくもない。それよりも、ポイズンモンブランとの作戦の優先度が上回っている」

「斬くん！」

「考えてもみろ。他ほかにこんな少ない犠ぎ牲せいで、レッドザーネに勝ち目のある作戦があるか？」

「でもその犠牲が岳哉くんだ！　岳哉くんの代わりはいない！」

「ああ、お前の主張は分かった。なら根こん拠きよを具体的に説明してくれ」

「う──」

　秀平は言葉を詰つまらせる。しばらく押し黙だまって考えていたが、岳哉たちを説得するほどの言葉は出てこなかったのだろう。「もういい！」と叫さけぶと、秀平は肩かたを怒いからせたまま行ってしまった。

　岳哉はその背中が遠ざかるのを見守る。

「…………はぁ……」

　そして深い溜ため息いきを吐つく。自分を必要だと言ってくれる友人を振ふり切って、死地に赴おもむくのはあまりにも苦しい。

「リリィにも秀しゆう平へいにも愛されているな」

「こんなときにからかうのはやめてよ」

「……そうだな。すまん」

　しばらく喋しやべる気はしなかったので、岳たけ哉やはグラウンドへと目を向けることにした。

　グラウンドでは生徒たちが、以前と違ちがい自主的に『授業』という名の戦せん闘とう訓練に励はげんでいる。レッドザーネを倒たおすという目標があるために、誰だれもが真しん剣けんそのものだ。

　岳哉は、自然とリリィの姿を捜さがしていた。

　すぐに彼女の姿は見つかった。背中に仰ぎよう々ぎようしい機械を付けているからだ。最近のリリィは、刹せつ那な廉れん早さ、砦とりでゆうすけと共に、高速駆く動どう装置『烈れつ』を扱あつかう訓練をしていた。

　リリィはエンジンを吹ふかせて、時速八十キロで直線に進む。姿勢を崩くずすことなく、用意したマットへと突つっ込んでいく。唯ゆい一いつ『烈』を使いこなせる廉早によると、筋はかなりよく、実戦でも使えそうとのことだ。

　リリィを始めとして、武器を使った危険な訓練を行えるのは、ホワイトノワゼットの【全能への集約マシユマロを膨らます】のおかげだ。【全能への集約マシユマロを膨らます】により回復能力を得た生徒たちは、怪け我がを恐おそれずに訓練できる。

　しかし、ホワイトノワゼットに実際会った岳哉には、新たな不安が生まれていた。

（こんな大規模な魔ま法ほうを使っていて、ホワイトノワゼットの魔力は保もつのか？）

　ホワイトノワゼットは、今にも倒れそうな華きや奢しやな体だ。その体にまとっているオーラは、儚はかなげで今にも消え入りそうだった。その姿を知っているので、余計に頼たよりなく感じる。いくら教会に夢幻円環マジカルレシピリングを置くことでリスクを高め、能力を上げていても、魔力が尽つきてしまえばどうしようもないのではないだろうか？

「岳哉。ホワイトノワゼットは、本当に人を喰くわないままでいると思うか？」

　同じようなことを考えていたのだろう。斬ざんがリリィの姿を見ながら、尋たずねてくる。

「斬も、ホワイトノワゼットとポイズンモンブランに会ったんだよね？」

「ああ」

「それを踏ふまえて、どう思う？」

　斬はわずかに考え、答える。

「……まあ、喰わないだろうな」

「同意見だよ」

　正確には──喰えない。人間を対等以上の存在と思っているホワイトノワゼットは、もう人間を喰うことはできない。

「正直なことを言うと、適当に喰ってくれた方が、魔力が維い持じできて安心できるんだがな。前のように、ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーが弱まってしまえば、敵の魔ま法ほう少女に侵しん入にゆうされ、大勢の死者が出る」

「滅めつ多たなことを言うなよ。人間を喰くってもいいだなんて思ってはダメだ。それに僕らには、誰だれを生いけ贄にえにするべきかなんて決められない」

「……俺は、いざとなったら選ぶがな」

「え……？」

「お前も本当は選ばないといけない。それが人の上に立つことになった、俺たちの責任だ」

　冷れい酷こくな言葉に反論しようとした。

　しかしいくつか考えて、それがきれい事や理想論に自分でも思えてしまって、岳たけ哉やは押し黙だまる。間ま違ちがっているとは思っても、納なつ得とくさせられるだけの言葉は出てこない。

「それにしても、ホワイトノワゼットは誰なんだろうな？　第十八クラスの女子なんだろう？」

「それらしい人は……いないよね」

「器用に噓うそを吐つくタイプにも思えないが、目め星ぼしもつかない。いまだ俺──はともかく、岳哉にも明かさないということは、よっぽど言えない事情があるんだろう」

「レッドザーネたち敵の魔法少女に気付かれてはまずいって、ウサコロは言ってたけど……理由はそれだけじゃなさそうだよね」

　いずれ正体は知らなければならないと思う。でも、最優先事じ項こうではないだろう。それに──

（その前に僕は、死んでしまうかもしれないしね）

「……ねえ、斬ざん。そういえばどうして、ポイズンモンブランの作戦を支持したの？　あの作戦は、ポイズンモンブラン自身が命を賭かけて、戦ってくれると信じていないと支持できない。斬は、魔法少女を嫌きらっているはずじゃ……」

　口に出してみると、より不思議に思った。魔法少女に妹を殺され、自身も虐ぎやく待たいされた過去を持つ斬が、魔法少女を信しん頼らいするというのは、本来あり得ない。

　その問いに、斬は一いつ旦たん押し黙ってしまう。

「……我ながら不思議に思っている。俺が魔法少女を信用するなどあり得ないことだからな。だが、それでも自分の感覚を否定できない。俺の感覚はこう言っている」

　斬は苦々しい表情で言う。

「ポイズンモンブランは、信頼できる」

　何も根こん拠きよはない。斬はそう言っているも同然だ。

　しかし岳哉はそれに、ある意味安あん堵どした。

「僕も似たような感覚だよ」

　そう、あの魔法少女は信頼できる。

　麗れい歌かの心情を当てたのは確かに岳哉の心を動かした。だがそれだけではない気がするのだ。そしてその理由がまるで説明できない様は、根拠がないのに等しい。

「彼女の素す顔がおを見るまでは、こんな風に思わなかったんだがな」

「僕もだ」

　少なくとも彼女が、藤ふじ崎さき乃の乃のとしてクラスメイトでいた間は、こんな感覚は抱いだかなかった。

「お前の中ではもう、策を実行することに迷いはないようだな」

　岳たけ哉やは頷うなずく。

「さて、そろそろ今日もリリィと話すことにするか」

「……うん。説得しないとね」

　その言葉に、斬ざんはいつものシニカルな笑えみを浮かべる。

「は。お前は自分たちの立場をまだ自覚していないのか。説得だなんて生ぬるいことじゃない。俺たち三人が話し合う。それはもう──」

　斬は言う。

「首脳会議だ」




　以前空そら殻からファームの拠きよ点てんとして使っていた旧空殻学園校舎には、ホワイトノワゼットの魔ま力りよくによって作られた部屋があった。許可された者しか入れない生徒会室は、玩具おもちやのような真っ赤な扉とびらからしか入ることができない。中に入ると、境さかい目めの見えない、一見楽しげに見える白い空間が広がっていた。

　その生徒会室と同様の魔法によって作られた部屋が、旧千せん里り道どう大学校舎にもある。

　図書館二階の奥。そこに玩具のような配色の赤い扉があった。岳哉、斬、リリィが身に着けている、星型のマークが入ったバッジがないと開けることができない扉だ。デフォルメされた魚や小鳥のいる白い部屋には、星のマークが描えがかれたピンク色の円えん卓たくが置いてある。

　岳哉たち三人は、話し合いをする場合、この部屋を使っていた。岳哉は【ファミリー】のトップであり、斬は生徒会のトップで、リリィは空殻市の象しよう徴ちよう的存在だ。それぞれの発言は影えい響きよう力を持つようになってしまった。会話が漏もれて、話に尾おひれが付けば、些さ細さいな会話でも大きな問題になりかねない。

（まさか僕らがそんな立場になってしまうなんてね）

　暦れきや麗れい歌かがいるときは、想像だにしなかった。自分たちは特に目立つところのない、一生徒に過ぎない。そう思っていた。

　岳哉と斬は白い丸椅い子すに座る。

　しかしリリィは立ったまま、円卓を力強く叩たたいた。

「何度でも言うわ！　あたしはポイズンモンブランの作戦を認めない！」

　感情的なリリィとは対照的に、斬は落ち着いた口調で答える。

「いい代案があれば、検けん討とうする」

「あ、あるわよ！　……岳哉じゃなくて、あたしがレッドザーネの元に行くわ。あと一週間もすれば、あたしは『烈れつ』を使いこなせる。岳たけ哉やより戦えるはずよ！」

「岳哉が選ばれたのは戦せん闘とう力が理由じゃない。レッドザーネに気に入られているからだ。仮にお前が鬼おに崎ざき暦れきほどの戦闘力を身に付けても、他ほかの魔ま法ほう少女に阻はばまれ、レッドザーネまでたどり着くのは難しいだろう。岳哉なら、一気に奴やつに近づける可能性が高い」

「……そんなことは分かってるわよ！　分かってるけど……じゃあどうしたらいいって言うのよ！　……なら、せめて、あたしも一いつ緒しよに行かせなさいよ！　それならいいでしょ！」

「魔法少女であるポイズンモンブランはともかく、お前のことをレッドザーネが許容するわけがない。よって却きやつ下かだ。新しい案を考え直すんだな」

「ぐ……！」

　リリィはことごとく否定され、ついに押し黙だまる。まだ何かを言いたそうにしていたが、悔くやしそうに歯を食いしばったままようやく席に座った。

「それに俺からすればリリィ、お前こそ失うわけにはいかない」

　目をつり上げたまま、リリィは斬ざんを見る。

「……どうしてよ？」

「俺は生徒会、岳哉は【ファミリー】のトップにはなったが、それは麗れい歌かさん、鬼崎暦の、あまりに力不足な代役に過ぎない。だがお前は、自分の手でその地位を摑つかんだ。俺たちの代わりはいても、リリィ、お前だけは代わりはいない」

「あたしは別に、なりたくてこんな立場になったわけじゃないわ」

「お前の意志は関係ない。俺たちは否いや応おうなく空そら殻から市の中心になってしまったと自覚しろ」

　リリィは口を尖とがらせる。そう、現実問題、リリィは空殻市の住民の、心の支えになっているのだ。例えばリリィが心折れてしまえば、多くの人が絶望し、魔法少女への反逆を諦あきらめるだろう。リリィが煽せん動どうしようとすれば、住民は従ってしまうだろう。

「しかしこの、俺たち三人が中心にいる現状も長くは続かない」

　斬の言葉に、岳哉は静かに頷うなずく。

「【ファミリー】は、麗歌姉さんだから成り立っていた図式を、僕が当主になってもそのまま引き継ついでいる。このまま僕が同じように権力を握にぎっていると、必ず無理が出る」

「生徒会も鬼崎暦がいなくなり、生徒が従う理由を失っている。今はまだ生徒たちは俺の指示に従ってくれるが、わずかな綻ほころびで機能しなくなるだろう。そのとき、俺は必要ではなくなる」

　斬はシニカルな笑えみを浮かべて言う。

「それに岳哉は死ぬかもしれないしな」

「斬！　あなたね！　冗じよう談だんで済むことと済まないことがあるのよ！」

　リリィの怒いかりに、斬は冷ややかに返す。

「お前が一番重要だとは言ったが、このように、世界より一人の惚ほれている男の方が重要なリリィも、本来権力者の器うつわじゃない。周りがいつ辟へき易えきするか分かったものではない」

「ほほほ、惚ほれてるって何よ!?　あたしはただ、岳たけ哉やが、その…………」

　赤面しているリリィを無視して斬ざんは話を進める。

「俺たちには、レッドザーネたち魔ま法ほう少女と戦う以前の問題として、危機が迫せまっている。トップとして不適格な三人は、住民たちをまとめきれず、空そら殻から市は内部から崩ほう壊かいする。【ファミリー】誕たん生じよう以前の、混こん沌とんとした状態に街が戻もどってしまう。このままではな」

　そのことは残念ながら容易に想像ができた。下手すれば魔法少女の脅きよう威い以上に、目の前に迫るリアルな危機だ。

「じゃあどうすればいい？　他ほかにトップとして適している人間を見つけるのか？」

「そんなのが都合良く見つかるとは思えない。だが俺には、住民たちをまとめる案がある」

「それは？」

　斬は一呼吸し、答えた。

「英雄を作り上げる」

　うさんくさい言葉に、岳哉は首を傾かしげ、リリィは眉まゆをひそめた。

「岳哉。俺がポイズンモンブランの策を実行したい理由は、レッドザーネを打だ倒とうできる確率の高い策だから、というだけではない。リリィはセイバーレザンに一歩も引かなかったことで、この地位に祭り上げられた。それと同じことをすればいい。もしお前がレッドザーネを倒たおせば、それは伝説になる。伝説を手にしたお前は、一部の不満を押し殺せるほど、圧倒的な支持を取り付けられるだろう。お前が英えい雄ゆうになれば、空殻市をまとめ上げることができるんだ」

「……僕が英雄？」

　確かにレッドザーネを──魔法少女を倒せれば、その人は英雄になるかもしれない。それは人類最強と言われた鬼おに崎ざき暦れきが、その人格に問題があっても支持を集めていたのと同じ理由だ。

　だけど。

「……はは、無理があるよ」

　岳哉には自分がそうなるイメージは湧わかない。英雄と自分はあまりに乖かい離りしている。

「そうかな？　ならどうして、ホワイトノワゼットはお前をあそこまで気に掛かけているんだ？　おそらくホワイトノワゼットは、岳哉の英雄としての資質を見抜ぬいている。事実、お前は英雄としての片へん鱗りんも見せている。暦の力を借りてはいたが、家か畜ちくとして一生を終える覚かく悟ごをしていた生徒たちを立ち上がらせ、魔法少女と戦わせようとした」

「でも、結局間ま違ちがっていたし、力不足だった」

「だが、お前以外にはそれができなかった」

　その視線があまりにも真まっ直すぐで、岳哉は思わず押し黙だまる。

　斬は、本気だ。

「だから岳哉、お前に空殻市は懸かかっている」

　斬は岳哉を死にに行かせる気はなかった。斬は岳哉が生き延び、英雄になれるとそう信じて、戦場に送り出す気なのだ。

「岳たけ哉や。戦え。戦って、生き延びろ」




「そして──英えい雄ゆうになれ」










　　　　　　４




（もし俺が水み無な月づき岳哉だったら、こんな状じよう況きようも乗り切れるのだろうか？）

　塁るいは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。

「う、うああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　女子トイレには、甲かん高だかい女の悲鳴が響ひびいている。

　拷ごう問もんにも悲鳴を上げなくなったはずのボムホーニッヒが、涙なみだを流し、泣き叫さけんでいる。

　耐たえられないほどの凄せい惨さんな拷問を受けた？　──そうではない。

　ボムホーニッヒの姿は、魔ま法ほう少女のものではなくなっていた。捕つかまってから二週間。その間、人の魂たましいを食べられなかったボムホーニッヒは、ついに変身を維い持じするための魔力が尽つき、人間の姿に戻もどってしまったのだ。

　遥はるか以前に、魔法少女になったとき着ていたであろうワンピースは、量産店で売っていそうな安物だ。癖くせ毛げのある黒く長い髪かみに、顔は頰にそばかすがあり、太めの眉まゆの下には一ひと重え瞼。ボムホーニッヒの元の姿は、神秘性の欠片かけらもない、どこにでもいそうな、垢あか抜ぬけない十六歳程度の女の子だった。

　その姿を直視することが、ボムホーニッヒには、どんな拷問より耐えきれない。

「いや、いやあああああああああああああああ!!　こんなのあたしじゃないあたしじゃないあたしじゃないいいいいいいいいいいいいいいい!!　早く！　早く元に戻もどして！　ひらひらのスカートが似合うあたしに戻して！　うわああああああああああああああああああああああ」

　ボムホーニッヒの慟どう哭こくを呆ぼう然ぜんと聞くしかなかった塁は、ようやく我に返る。

「お、落ち着いて、ボムホーニッヒ！」

　塁はボムホーニッヒを抱だきしめ背中に手を回し、頭を撫なでる。一度彼女に頼たのまれてから塁は、監かん視し役が来る度たびにそうしてきた。彼女もその度にうれしそうにしていた。

　しかし今は、いくら愛情を込めて頭を撫でても、悲鳴は止まりそうもない。

　それだけ魔法少女の姿が解かれたことが、ボムホーニッヒにとって苦痛なのだ。

（ど、どうすればいい？　どうすれば涙を止められる？　好きな女の子がこんなにも苦しんでいるのに、俺は何もすることができないのか？）

「も、元の姿に戻もどれればいいんだよな!?　どうすれば、また魔ま法ほう少女に変身できる？」

「う、うぐ……！　ひぐっ！　ひ、人を食べれ、ば……！」

（……さすがにそれは許すわけにはいかない。食べていい人を選ぶなんて、俺にはできない。ならどうすれば？　俺は彼女に何ができる？　俺ができるのはせいぜい──）

「ボムホーニッヒ」

　塁るいは言う。

「俺を食べるか？」

　自分の発言に驚おどろいた。これまでそんなこと微み塵じんも考えたことがなかったのに、自然と口からその言葉が出た。

　だけど、いざ口にしてみると、こう思ってしまうのだ。

（それでも、全然構わない）

　塁は自じ嘲ちようする。

（どうせ俺の人生には価値がない。ここで終わってもなんの影えい響きようもないんだ）

　塁の本気に、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、ボムホーニッヒは泣き静まった。

「…………食べ…………」

　しかしすぐに、また大声で泣きじゃくる。

「……食べ、ない！　食べられないよう!!」

「ど、どうしてだよ？　いいよ……俺は、それでもいいんだよ！」

「だって……だって……！」

　駄だ々だっ子このように首をブンブン振ふって、言う。

「塁くんを食べちゃったら、誰だれがあたしの頭を撫なでてくれるの？」

「え…………？」

「嫌いやだ……誰も構ってくれないなんて嫌だあああああ!!」

　それは──

　衝しよう撃げきだった。かつて味わったことのない、頭から足の指の先まで稲いな妻づまが駆かけ巡めぐる感覚。

（俺が、女の子に、必要とされている……？　しかも魔法少女の女の子に）

　世界の色が変わっていく。

（好きな女の子に）




　和わ谷や塁の人生。

　それはすべてを諦あきらめる人生だった。

　世界の終焉ヒユーマンイールド中に、父親以外の家族を失った。元々空そら殻から市に住んでいた塁は、街が崩ほう壊かいしていく様を、間近で見てきた。家族は死んだ。親しん戚せきも死んだ。友人のほとんどが死んだ。その都つ度ど、塁は無力で何もできなかった。空殻市が【ファミリー】に支配されても、それは変わらない。時にあった、統治のための【ファミリー】の過激な争いも、塁るいは関かかわらずに生きた。塁は麗れい歌かを、自分とは違ちがう、遠くの世界の住民だと分類し、ただ従っていた。自分で考えて行動することはなかった。ホワイトノワゼットにより空そら殻からファームが作られたときもそうだ。生いけ贄にえ制度があって、自分の命が危険に晒さらされていても、その生き方は変わらなかった。

　声を上げず、従う。隷れい属ぞくする。

　岳たけ哉やのホワイトノワゼットへの反逆にも特に思うことなく従った。足並みを揃そろえることしか自分にはできず、自分のような人間が乱してはいけない。そう思っていた。

　もちろん感情はその都度色々な想おもいを抱いだいた。泣きもしたし怒おこりもしたし笑いもした。だけど、塁を支配している想いは、いつも同じだ。

　──どうせ近いうちに、魔ま法ほう少女に殺されて、死ぬ。

　そういう緩ゆるやかで、しかし確実に心を削けずり、蝕むしばむ、絶望。

　無味無む臭しゆうで、一見無害にさえ思える、二酸化炭素に空気中が満たされるような、絶望。

　そう、ようやく自覚した。

（俺は、絶望していたんだ）

　だが、和わ谷や塁は、恋をした。

　そうして変わった。

　目の前には自分を必要としてくれる女の子がいる。

「う、く……」

　塁の口から嗚お咽えつが漏もれる。

（いいのか？）

　自問自答する。

（俺は希望を抱いていいのか？　自分の考えで動いていいのか？）




（水無月岳哉みたいに生きていいのか？）




　希望を持ちたかった。でもそれはいつも小さすぎて、指の隙すき間まから簡単に落ちていった。巨きよ大だいな敵と戦える岳哉やリリィを理解できなかった。憧あこがれてはいた。しかしその距きよ離りは、途と方ほうもなく遠かった。

　岳哉たちは主役であり、自分はモブだった。読者に誰だれかも覚えてもらえないうちに死んでしまう、名前のないキャラクターだった。

　でも、今、変わった。

（いいんだ。俺も希望を持っていいんだ）

　まるで地面から力を吸い上げているように、足あし下もとに力がみなぎってくる。

（俺も、岳哉くんと変わらないんだ。この絶望的な世界で希望を抱く。それにはたった一つ条件があればいい）

　ボムホーニッヒを強く抱だきしめる。

（大切なものがあること）

　その真実に気付いたとき、塁るいの世界は急速に収束し、原色が大量に混じり、カラフルになる。自分の指先と世界が連動している感覚。地面にしっかりと足が着いている。永遠に得られないと思っていた輝かがやきを、この手中に収めることができる。




（俺は、君のためなら、なんでもできる！）




「塁く、ん」

　恋している女の子が、塁に救いを求めている。

「塁くん」

　それなのにこれ以上、何を迷うことがあるのだろうか？

「ボムホーニッヒ！」

　叫さけんだ。

　塁の全身に、赤い血が駆かけ巡めぐる。体温が上じよう昇しようして沸ふつ騰とうしそうだ。

　生きている。

　生きている！

　塁はボムホーニッヒの手て錠じようを外す。それが絶対にしてはいけない命令違い反はんであっても、もう気にしなかった。

　ボムホーニッヒも塁を抱きしめる。お互たがいの体をきつく抱きしめる。

　いつでもボムホーニッヒは魂たましいを食べられる状態だったが、塁に恐きよう怖ふ感はまるでなかった。

「う……う……う……」

　抱きしめ合っていると、ようやくボムホーニッヒの泣き声が収まってくる。

　塁は優やさしく語りかける。

「ボムホーニッヒ。何か……何か、人を喰くう以外に元に戻もどる方法はないのか？　俺はなんでもする。できることならなんでもする」

「ホ、ホワイトノワゼットの…………」しゃくり上げながらも伝える。「ホワイトノワゼットの夢幻円環マジカルレシピリングを使って、彼女の培養魔法少女イラストになれば戻れるかも……」

「本当か!?　でもそれって、どうすればできるの？」

「ホワイトノワゼットに頼たのむしかないよ……」

「それって……レッドザーネを裏切って、俺たちの味方になってくれるってことか？」

「うん。元の姿に戻れるならなんでもいい……」

　塁は抱きしめていたボムホーニッヒをゆっくりと離はなす。

　ボムホーニッヒの瞳ひとみを覗のぞき込む。

「分かった！　俺に任せろ！　すぐ元の姿に戻してやるから！」

「ほんと……？　ほんとに……？」

「ああ！　ホワイトノワゼットに頼たのんでくる！」

　塁るいは自信満々に微ほほ笑えんだ。

「……ありがとう……」

　ボムホーニッヒはまた、ぐちゃぐちゃに顔を歪ゆがませ涙なみだを流す。

「……ありがとう……!!」

　その言葉だけで命を賭かける価値がある。本気でそう思えるのだ。

（ああ、これは実はすごいことじゃないのか？　ボムホーニッヒが味方になる。そうしたら、すべての作戦が変わる。岳たけ哉やくんたちも犠ぎ牲せいにならなくて済む。自分の行動が未来を変えるかもしれないんだ！）

　廊ろう下かへと飛び出す。

（それをもう、俺は恐おそれない！）

「ウサコロ！」

　塁はホワイトノワゼットに会ったことがない。ホワイトノワゼットに伝えるには、ウサコロを介かいする以外ない。だから叫さけんだ。

「ウサコロ！　出てきてくれウサコロ!!」

　今ならなんでもできる気がした。

　世界を救うことさえもできる気がした。

「なにかな？」

　叫び続けてしばらくして、ようやく廊下にウサギのぬいぐるみのような生き物は現れた。

「ウサコロ！　ホワイトノワゼットに、ボムホーニッヒに会ってくれるよう伝えてくれ！」

　ウサコロは不思議そうに小首を傾かしげる。

「ボムホーニッヒは俺たちの味方になってくれると言ってくれた！　だからホワイトノワゼットの傘さん下かに彼女を入れてくれ！　できるんだろ!?」

「ボムホーニッヒを　みかたに？」

　ウサコロは驚おどろいたようだった。構わず塁は続ける。

「ああ。そうすれば、何もかもうまくいく！」

（この空そら殻から市を救うのは、俺とボムホーニッヒになる。主役は岳哉くんではなく俺になる。俺がみんなを、ボムホーニッヒを救──）




「いらないなあ」




　塁るいの思考はウサコロの発言で否いや応おうなしに止められる。

「……え？」

　思わぬ言葉に、塁の頭は空っぽになった。

「聞こえなかった？　いらないって　言ったんだよ？」

「え？　あ……」

　まだ混乱は消えない。

「……い、いやどうしてだよ！　魔ま法ほう少女が味方になってくれれば、大きな戦力に──」

「いらないなあ。ごめんね　力になれなくて」

　そう言ってウサコロは行ってしまう。

　取り付く島もなかった。

（……どういう……ことだ？）

　ウサコロはまったく聞く耳を持たなかった。ここまでつれない反応なのだ。おそらくホワイトノワゼットが、ボムホーニッヒを絶対に味方にする気がないと、ウサコロは分かっているのだろう。

（どうして？　わけが分からない！）

　塁はウサコロが見えなくなるまで、その場で突つっ立っていた。

　だが、いつまでも落ち込んではいられない。塁は自分の頰ほおを叩たたき、気を入れ直す。

（甘かった……俺が変わるだけで、何もかもうまく行くような気がしていた。そんな簡単に行く世界だったら、そもそも絶望なんてしないってのに）

　でも、諦あきらめない。

　塁の目の光は消えない。

　ボムホーニッヒの涙なみだを止められるのは、思い上がりではなく、自分だけだ。魔法少女を助けようとする奇き人じんが自分以外にいるとは思えない。ここで塁が動かなければ、ボムホーニッヒは魔法少女の姿に戻もどることなく、絶望して、精神を壊こわすだろう。

（考えろ。好きな女の子を助ける方法を……考えろ！　何かあるはずだ。それを今の俺なら考えつくはずだ）

　歯を食いしばり、考える。

（ホワイトノワゼットは、ボムホーニッヒを味方にする気はない。それはよく分かった。だったら……味方にせざるを得ない状じよう況きようにする。それしかない！　ボムホーニッヒに害はないと説得するのは、あの様子じゃ難しいだろう。だから、取引をする。対等な……いや、こちらが優位に立てる取引を）

　こめかみを押さえつけ、考える。

（俺でもホワイトノワゼットの優位に立てる方法は何かないか？　考えろ……考えろ考えろ考えろ！　ホワイトノワゼットだって万能じゃない。俺たちを味方だと思っている以上、油断もしているはず。油断。そう油断して何かを──）

「あ！」

　──ある。あった。見つけた。

　それはリスクを上げるために教会に放置している重要アイテム。

「──夢幻円環マジカルレシピリング！」
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　人々の強い結束。

　そのために斬ざんは、岳たけ哉やに英えい雄ゆうになれという。

　結束とはどんなときに崩くずれるものだろう？　要因はいくつもある。このまま絶対的リーダーが不在なら崩れるし、魔ま法ほう少女の戦いで負け続ければ士気が落ちて崩れる。いくらでも要因はある。

　だけど現状、岳哉が最も危き惧ぐしているのは、一つ。

『魔法少女を敵と見なさない』人間の出現。

　魔法少女たちに、散々身近な人間をむごたらしく殺されているのだから、心配は無用だと思われるかもしれない。しかし、魔法少女たちは、グロテスクな怪かい物ぶつではなく、いたいけな少女の姿なのだ。見た目は人の心を動かす大きな要素である。彼女たちが悲しそうに泣き喚わめけば、同情心を抱いだくのが人間の本質だ。

　ましてやホワイトノワゼットのように、例外的に味方になってくれる魔法少女がいることが、混乱を招くこともあるだろう。

　そうなると現れる可能性がある。

　──魔法少女は敵じゃない。

　そう声高々に、主張する人間が。

　その主張は人の弱みにつけ込む。少女の姿をした生き物を殺さなくていいのだから、心情的に楽だ。なおかつ、命を賭かけて戦わずに済むのだから、そっちを選びたくもなる。人間は楽な方に流れる。声高々に『魔法少女は敵じゃない』と主張する人が現れれば、引っ張られ、その勢力は増える。岳哉はそう見越こしている。

　みんなが敵の方向のみ見ているうちは人はまとまる。しかし敵かどうか分からなくなれば、見る方向が一人一人バラバラになる。意見はまとまらず、不平不満が生まれ、そこに結束などなくなる。

　一つの集団になれなければ、魔法少女たちに勝つことはできないのに。

　とはいえ、魔法少女は残ざん虐ぎやくの限りを尽つくしてきた。簡単には憎にくしみは消えず、見誤ることはないだろう。

　しかしこんなことがあればどうだ？

（その見た目に騙され、恋をしてしまう奴が現れたら？）

　恋をしている人間は必死だ。盲もう目もくになり、客観的視点を失う。その間ま違ちがった情熱で、集団にとって不都合なことをし出す。

　岳たけ哉やはそこまで考え苦笑した。

（考えすぎかな。そんな変質者は、さすがにいないよ）




　だが岳哉の懸け念ねんは当たっていた。塁るいは魔ま法ほう少女に恋をしてしまった。

　ボムホーニッヒの変身が解けてから二時間が経たった。図書館二階奥の、魔法で作られた赤い扉とびらの会議室に、ウサコロはある報告をしにやってきた。

「夢幻円環マジカルレシピリングが　ないよ！」

　ウサコロは取り乱して、手をバタバタさせている。

「ない？　誰だれかに盗ぬすまれたってことか？」

　向かい合っている斬ざんとリリィも、不安そうにこちらの動向を見ている。

「そうだと思う。どうしよう　ノアが変身できなくなっちゃうよ」

「まずいのは分かるけど、それってどれくらい危険なの？」

「かなりきけんだよ！　てーきてきに変身しないと　閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーが弱まっちゃうんだ！　今日中に変身しないと危ないんだよー」

「……今日中だって!?」

　閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを突とつ破ぱされてしまえば、レッドザーネたち敵の魔法少女に襲しゆう撃げきされる。

　こちらの策がない状態で襲撃されれば、待ち受けているのは、今度こそ滅めつ亡ぼうだろう。

「ぬ、盗んだって一体誰よ？　空そら殻からファームにいる誰か……？　でも、メリットが何もないわよ？」

　リリィも焦あせった様子でウサコロを問い詰つめる。

「教会には　生徒いがいは　入れないよう」

「盗んだのは生徒だっていうの？　どうしてわざわざ自分を危険に晒さらすのよ！」

「そんなの知らないよー」

「リリィ、今は動機を考えても仕方ないよ。とにかく夢幻円環マジカルレシピリングがなくなった。それが事実なんだ」

　岳哉の言葉を受け、リリィは神しん妙みような顔で頷うなずく。

「どうする斬？　生徒会長権限で全生徒を集めて、取り調べをする？」

「今日中だろ？　生徒全員を取り調べるには時間が足りるかどうか……。……それに、夢幻円環マジカルレシピリングが盗まれたことを公表するのは、できるだけ避さけたい」

「……そうか、パニックになって収拾が付かなくなるかもしれないね」

「それもあるが……これだけのことをしてしまった犯人が発覚すれば、犯人を処しよ刑けいすることでしか示しが付かなくなる」

「……そうだね……処刑なんて避さけたいよね」

　大きな混乱を招く相手を裁く責任が今の岳たけ哉やたちにあるとしても、平然とこなせるわけではない。仲間を殺すことはできる限りしたくない。

「ぐ……どうやらあたしたちで捜さがすしかないようね……。他ほかに協力できそうな、信しん頼らいできる人いる？」

「秀しゆう平へいだけは安全だろう。それ以外には黙だまっていた方がよさそうだ」

「そうね」

「まずは教会に行って様子を確かく認にんしよう」

　返事を待たず、斬ざんは扉とびらの前へと向かって動き出した。斬に続いてリリィも立ち上がる。

　岳哉も立ち上がろうとした。

　しかし──

（な、なんだ？）

　──吐はき気けを催もよおすほどの、違い和わ感。頭の中で線せん香こう花火をやられているような、ちりちりとした痒かゆみに近い痛み。首から肩かたに走る、岩を載のせられたような鈍どん痛つう。

（この感覚、なんだ？）

「……どうした岳哉？」

　斬が異変に気付き、尋たずねてくる。

　岳哉は答えられない。この感覚の原因がまるで分からないからだ。

（これは『予感』か？　それも、とびっきりの悪い予感。こんなのが現れるってことはたぶん僕は──いや、僕らは）

　脂あぶら汗あせを拭ぬぐいながら、思う。

（すでに何かを失敗した）

　だが、悪い予感があったところで動かないわけにはいかない。答えが出ないことを考えている暇ひまはないのだ。岳哉は斬たちに続いて、すぐに教会に向かうしかなかった。

　だが、扉を出てすぐに、斬の背中にぶつかった。

「──っと！」

　斬は立ち止まっていた。当然、立ち止まらせる要因がある。

　そこにはある人物がいた。

　──雷らい連れんレイラ。

　彼女は明らかに自分たちを待ち構えていた。しかし問題は、その表情が明らかに焦あせっていることだ。

（鬼おに崎ざき暦れきが死んでから、彼女はほとんど表情を変えることがなくなった。それなのに、今の彼女は……！）

　レイラは簡潔に、最悪の事態を口にした。

「ボムホーニッヒがいません」

「な！」

　夢幻円環マジカルレシピリングがなくなったことは、一日とはいえ、まだ解決するために時間的猶ゆう予よはある。しかしボムホーニッヒがいなくなったことに猶予はない。現時点で危険が迫せまっているのだ。

（拷ごう問もんされたボムホーニッヒが、人間を許すはずない……！）

　殺さつ戮りくが起こる。……いや、最悪、すでに起こっている！

「……それは、確かなのか？」

　焦あせってしまいそうなところだが、斬ざんはあくまで冷静な口調で尋たずねた。

「間ま違ちがいありません。全身に付けていた錠じようが、女子トイレに落ちていました」

　斬はそれを聞いて、額に手をやった。

「……ま、待って。じゃあ塁るいは大だい丈じよう夫ぶなの？　この時間の担当は塁だったよね!?」

　ボムホーニッヒが脱だつ走そうした。そうなると当然、監かん視し役の人間をどうにかしたことになる。

「和わ谷や塁ですか……。そういえばいませんでしたね。それらしい死体もありませんでした」

　死体……。いやな響ひびきだが、脱走した以上、殺されているのが自然だ。

「あ！」

　突とつ然ぜん、ウサコロが大きな声を上げる。

「どうしたウサコロ？」

「あのね　岳たけ哉やくん。さっき　塁くんによばれて　へんなことを言われたんだ」

「変なことって？」

「うん。ボムホーニッヒを　ホワイトノワゼットの傘さん下かにいれてほしいって」

「なんだって？」

　岳哉の頭を、先ほど考えていたことがよぎる。

　それは『魔ま法ほう少女を敵と見なさない』人間の出現。

「ウサコロはちゃんと断ったよ。ボムホーニッヒが　人間のみかたになれるわけないもん」

　そう、味方になるわけがない。

　けれど塁がそれを見抜ぬけず、強行したとしたら……？

（ボムホーニッヒは逃にげたのではなく……塁に逃がされた？）

「そういえばあの少年は、魔法少女に情が移っている様子でした」

　レイラが岳哉の考えを肯こう定ていするようなことを言う。

　だが、斬は首を振ふる。

「塁がボムホーニッヒを逃がした？　考えにくい。そんな大だい胆たんな行動ができないと踏ふんで、塁に監視役を頼たのんだのだからな」

　それには岳たけ哉やも同感だ。しかし、現に塁るいはボムホーニッヒと共に姿を消している。

（…………まさか）

　その塁がここまで危険で大だい胆たんな行動を取るとしたら、岳哉にはこれしか思い浮かばなかった。

　それは人間を狂くるわす、最大の懸け念ねん事じ項こう。

（魔ま法ほう少女への恋）

「……斬ざん、とにかくボムホーニッヒを捜さがそう」

「そうだな。殺さつ戮りくを始める前にボムホーニッヒを止めなければ。……くそ！　見つける前に取り返しがつかなくなることだけは止めてくれよ！」

　嘆なげきながらも、斬は走り始める。

　岳哉は斬の後ろに付いていきながら、先ほどの懸念事項について考えていた。

（もし、僕の予想が当たっているとして、塁を説得できるか？　……できると思えない。恋に狂って魔法少女を逃にがしたほどなんだ。じゃあ──）

　岳哉は、思う。

（僕たちはクラスメイトの塁を、殺すことになるのか？）

　歯を食いしばって走り、そして願う。

（お願いだ。何も起こさないでくれ！）
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　しかし、事件はすでに起きていた。

「…………どうして…………」

　塁は嘆く。

　魔法少女の姿に戻った、ボムホーニッヒに嘆き叫さけぶ。

「どうしてノブを喰くったんだよ、ボムホーニッヒ！」

　ボムホーニッヒの足あし下もとには、第十八クラスの生徒だった、大おお河原かわらノブの死体が転がっていた。

　事の顚てん末まつは簡単だ。塁たちは廊ろう下かでノブとすれ違ちがった。ノブは見慣れない女子をいぶかしみ、人間姿のボムホーニッヒに声を掛かけた。するとボムホーニッヒは、いきなり彼の頭に触ふれて、魂たましいを喰ってしまったのだ。

「今まで自分が人間にしてきたことを反省しているって、そう言っていたじゃないか！　それなのにどうして！」

「……だ、だって……」

　ボムホーニッヒはばつが悪そうに、塁の叱しつ責せきを受けている。

「人間の姿のままでいたくなかったんだもん……」

「少しぐらい我が慢まんできなかったのか！　これからホワイトノワゼットと交こう渉しようするってちゃんと言っただろ！」

　ノブの死体を見て、唇くちびるを嚙かむ。

「ノブは俺のクラスメイトなんだぞ！」

　仲が良かったとは言えない。秀しゆう平へいと自分を『ジミーズ』と呼び、バカにもしていた。

　でも、だからって、殺していいわけがない。

「……でも、知ってるでしょ？」

　ボムホーニッヒは目を潤うるませる。

「そいつ、あたしを拷ごう問もんした」

　目を大きく開いて、塁るいに訴うつたえる。

「何回も何回も何回も！　痛いって言ってるのに拷問した！　楽しそうに！　あたしが泣いてもうれしそうに！　こいつ酷ひどい奴やつだよ！　……そんな相手さえ食べちゃいけないの？　それじゃああたし、誰だれも食べられなくなっちゃう！」

　塁は押し黙だまる。ボムホーニッヒからすれば、自分を拷問した相手を憎にくむのは当然だ。

　だけど、それでもここは、我が慢まんしなければいけなかった。

（こんなんで誰がボムホーニッヒが改心したと納なつ得とくしてくれる？　無理だ。誰も納得しやしない。ホワイトノワゼットの培養魔法少女イラストになる作戦はもう失敗だ。俺が逃にがしたことの正当性も、これで完全に消えた。危険なのはボムホーニッヒだけじゃない。俺だってどういう罰ばつを受けるか分からない）

　落らく胆たんし、塁はボムホーニッヒを力なく眺ながめた。

「……ごめんなさい」

　塁が本気で困っているのを分かって、ボムホーニッヒは謝罪した。けれど、自分がやらかしたことの意味は分かっていなくて、ただ塁の様子に謝っただけに見える。

「もう俺はここにはいられないよ」

「え？　どうして？」

　塁は黙った。説明しても、分かってくれる気がしなかったからだ。

「えっと？　それならあたし、ホワイトノワゼットの培養魔法少女イラストにならなくていいの？　もう魔法少女に戻もどれたし」

「……そうだね」

　力なく返事をする。

　塁は廊ろう下かの壁かべに上体を押し付けて座る。首を垂たらしたままで、口を開く。

「ボムホーニッヒ。これから俺はどうすればいいと思う？」

　まともな解決策を期待して言ったわけではなかった。ただ困り果て、漏もらしてしまった言葉だ。

　けれど、ボムホーニッヒはすぐに答えた。

「ここにいられないんでしょ？　じゃあ一いつ緒しよにレッドザーネのところに来ればいいよ！」

　甘美なその言葉に、塁るいは思わず頭を上げる。

「そんなことできるのか？　レッドザーネに俺は殺されるんじゃないのか？」

「平気だよう。レッドザーネも、気に入った人間の奴ど隷れいを側そばに置いてるし、他ほかの魔ま法ほう少女にも許してるよ？　わたしが頼たのめば、塁くんを側に置くことをレッドザーネは許してくれるよ」

「そっか、俺は君の奴隷になるのか……。いいかもな」

「塁くんは奴隷じゃないよ」

　ボムホーニッヒは大きく口を開いて、笑え顔がおを見せる。

「それよりずっと、大切だから！」

　塁は──

（ああ、俺は、バカだなあ）

　それだけで、ボムホーニッヒがしたことを許してしまうのだ。クラスメイトを殺したことさえ許してしまうのだ。

　塁は立ち上がる。もう落らく胆たんはない。足はさっきまでのように、力がみなぎっている。

「よし！　それじゃあ、この空そら殻からファームから出よう！」

「おー」

　ボムホーニッヒは楽しそうに拳こぶしを上げる。釣つられて思わず塁は微ほほ笑えんでしまう。

　だが、クラスメイトが死んでいる横で、楽しそうにじゃれ合う様子は見られていた。

「…………何をやってるの、塁くん？」

　固まる。

　自覚している。ボムホーニッヒを連れ回し、ましてやじゃれ合っているような行こう為いを、誰だれも認めてはくれない。

（どうする？　……場合によっては、ボムホーニッヒに殺してもらうしか……）

　そんなことを考え、ゆっくりと振ふり返る。

「……秀しゆう平へい」

　それは『親友』と言っていい相手だった。

「塁くん……」

「見逃のがしては……くれないよな」

　クラスメイトの死体がこの場にあるのに、見逃す奴やつはいない。そんなことをしてしまえば同罪だ。

　秀平は答えなかった。代わりに、視線を落としながらこんなことを口にした。

「……塁くん。僕らが初めて口を利きいたときのこと、覚えている？」

　塁は脈みやく絡らくのない質問に戸と惑まどいつつも、問いに応じる。

「ああ、俺にとっては強きよう烈れつだったからな」

　それは空そら殻からファームが始まる初日のことだった。塁るいを含ふくむ生徒たちは全員、ウサコロの命令で、旧空殻学園の体育館に集められた。

　最前列に並んだ塁の隣となりにいたのが秀しゆう平へいだった。

　秀平は塁のことを知らなかったが、塁は秀平の顔と名前を知っていた。街をまとめている【ファミリー】の一員の顔と名前は、街の住人ならほとんど把は握あくしている。

　岳たけ哉やや斬ざんとは違ちがい、【ファミリー】の中で、秀平は目立たなかった。しかし塁は、秀平のことがやけに印象に残っていた。【ファミリー】は権力者で、しかもほとんどのメンバーが若い。メンバーには、自分たちが街を支配していることで、どこか傲ごう慢まんさのある人たちが多かった。その中にあって、秀平にはそういった様子がまったくなく、むしろ自信がなさそうに見えた。

　体育館のステージ上では、鬼おに崎ざき暦れきが取り仕切り、これからのことを説明していた。まだ生徒会長ではなかったが、彼のことを知らない人間はなく、仕切っているのも自然だった。

　だが、まだ彼の性質までは知られていなかった。だから事件は起きた。一週間に一人魂たましいを捧ささげる生いけ贄にえ制度を聞いたとき、憤いきどおってステージに男子生徒が駆かけ上がったのだ。暦は、当然のごとくその生徒の首を、容よう赦しやなく刎はね飛ばした。

　男子生徒の頭は、前列にいる秀平と塁のすぐ手前に落ちた。

　塁は突とつ然ぜんのことに、声さえ上げられなかった。しかし秀平は、悲鳴が飛び交かう体育館の中でさして表情も変えず、小さくぼそりとこう呟つぶやいた。

『僕も、死体みたいなものだよね』




「『どういう意味だ』って俺は尋たずねたんだったな。それが初めての会話だ。秀平は聞かれたことに『しまった』って顔をして、でもはぐらかしきれないと思ったのか、苦々しそうに言ったよ。『僕は人生で、自分の意志で物事を動かしたことがないんだ。ただ誰だれかに従って生きてきた。それって死体みたいだなって、ずっと思っているんだよ。……たぶんだけど、君も同じだよね』」

　秀平は黙だまったまま、小さく頷うなずく。

「正直、初めは少しむかついたよ。勝手に一いつ緒しよにすんなって。だけどよくよく考えると納なつ得とくしちゃったんだ。その通りだって。俺も誰かに従うだけの人生だったって。そして、秀平が自分と同じだって失礼を承知でわざわざ言ったのは、俺が分かってくれると直感的に思ったからなんだろうって」

　塁は微ほほ笑えむ。

「だから次の日、俺は言ったよ」

「『死体同士、仲良くしよう』」

　秀平は先回りして、かつての塁の発言を口にする。塁は口こう角かくを上げて頷うなずく。

　それから塁るいと秀しゆう平へいは、親友と呼べるほどに仲良くなった。波長が合うことは初しよ見けんで分かっていた。生いけ贄にえ制度で、前の日まで過ごしていたクラスメイトが、次の日いなくなることがあっても、秀平といれば平気だった。自分たちはどうせ死体だと励はげまし合えば、生贄に選ばれ死ぬことも怖こわくなかったからだ。

　さて、秀平にはもう一人親友がいた。【ファミリー】では上司に近い役割だという、水み無な月づき岳たけ哉や。岳哉の方が上の立場でも、彼に偉えらぶったところはなく、二人は純じゆん粋すいに仲が良かった。

　しかし塁は気付いていた。秀平の岳哉を見る目は、自分を見る目とは明らかに違ちがう。塁とは同士として接するが、岳哉を見る目には憧どう憬けいが感じられる。

『どうして岳哉くんをそんな目で見るんだ？』

　塁はそう尋たずねたことがある。すると、秀平は目を細めて、こう答えた。

　──岳哉くんは光だ。

　同年代の男子を表現するには妙みような言葉だが、塁は言われてすぐに納なつ得とくした。その端はし々ばしから、水無月岳哉には自分たちとの違いを見て取れた。全身から溢あふれているエネルギーが違う。魔ま法ほう少女への反逆を諦あきらめていない目をしている。それは、自分たちとは違う生きた目だ。時折、ぞくりと背筋が凍こおるほどの。

　それから瀬せ戸とリリィも同じだ。岳哉と同じ輝かがやきを持っていた。だから、二人が惹ひかれ合ったのは必然に思えた。塁もリリィに密ひそかに好意を寄せていたことがあったが、絶望的な隔へだたりに気付いて、すぐに諦めた。

　自分たちと岳哉たちは、対等ではない。

　塁たちは死体で、岳哉たちは生きていた。

（だけど──）

　塁は思う。

（俺はもう、死体じゃないんだ。好きな女の子のためにすべてを投げ捨てて行動できる俺は、死体じゃなく、一人の主役になったんだ）

　水無月岳哉のように。

　瀬戸リリィのように。

　だから塁は、秀平に宣言する。

「俺はボムホーニッヒと、レッドザーネの元に行く。夢幻円環マジカルレシピリングを盗んで、利用して、ホワイトノワゼットに交こう渉しようする」

　秀平はそれを聞いて、うつむき加減に呟つぶやく。

「そんなことできるわけない」

　現実的な返答だろう。

「だって──」

　秀平はまだ何かを呟いていたが、もう従う気はなかった。

　なぜなら、その目は死体の目だ。

　その目に従うことは、もうできない。

「やるんだ。ごめんな」

　その意見がどんなに真っ当でも、その目に従う気は、もうない。

　塁るいは秀しゆう平へいに背を向け、駆かけ出す。

　ボムホーニッヒもすぐに塁を追いかけてきた。秀平のことが気になって、何度か振ふり返っていたが、特に何かすることもなかった。

（……秀平。俺たち二人は違ちがってしまったな）

　秀平は追いかけてはこない。だが、見逃のがしてくれたわけではないだろう。おそらくすぐに、岳たけ哉やたちに、塁が何をしでかしたか報告するだろう。

　誰だれかに従うことしかできない、死体のままの秀平は。

（俺たちはどっちが正しいんだろうな？）

　それは考えても分からない。どんなに今この胸に充じゆう実じつ感があっても、無む惨ざんに死ぬことになれば、正しかったとは言えない。

（それにしても──）

　塁は走りながら思わず微ほほ笑えむ。

（隠かくしていたつもりだったけど、バレバレだったんだな）

　秀平は一度も「どうして？」とは聞かなかったし、塁の行動を不思議がらなかった。

　塁の恋こい心ごころは、親友にはとっくに見抜ぬかれていたのだ。
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　塁とボムホーニッヒは、空そら殻からファームの境界へとたどり着いた。

　そこはコンクリートがひび割れている駐ちゆう車しや場だ。所々に、持ち主を失った自動車が放置されていた。塁のすぐ側そばにある軽自動車は、ガラスが割れ、タイヤは四つとも空気が抜け、元の白い塗と料りようが剝はがれ赤い錆さびの色になっている。

　その車のちょうど真ん中を引き裂さくように、透とう明めいの薄うすい膜まくがある。シャボン玉のように指で弾はじくだけで壊こわれそうなのに、ダイヤモンドよりも硬かたい魔ま力りよくの膜。空殻ファームとそれ以外とを分ける膜。

　これが境界。

　しかし膜の向こうの空もまだ白い。ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーは二段階に用意されていて、空殻ファームの向こうもまだ彼女の支配下だ。

（俺は、魔法少女の『中の中』にいる）

　白いメルヘンな空。初めの頃ころこそ違い和わ感を覚えていたが、その空にいつの間にか慣れてしまっていた。このおかしな空を受け入れてしまっていた。

　しかし、それではいけないのだ。おかしいものはおかしいと思う、自分の意思がなければいけない。そうしなければ『死体』のままなのだ。

　今は、ちゃんと思う。

「異常で、気持ち悪い空だ」

　呟つぶやいた塁るいに、声が掛かけられる。

「もう逃にげられないよ、塁。お願いだから、夢幻円環マジカルレシピリングを返して、ボムホーニッヒを引き渡わたしてくれ」

　塁は振ふり返る。

「岳たけ哉やくん」

　その瞳ひとみは相変わらず、この絶望だらけの世界にいるとは思えない、輝かがやきに満ちたものだ。意志という光に満ちていて、魔ま法ほう少女に勝つことを諦あきらめていない。それまでずっと塁が臆おくしてきた目。

　主人公の目。

　だがもう引かない。塁は鋭するどい視線で岳哉を見る。

「夢幻円環マジカルレシピリングは交こう渉しよう次し第だいで返すかもしれない。でも、彼女とは離はなれない」

　岳哉はその言葉を聞いて、視線を塁とボムホーニッヒの繫つないでいる手に移す。

　苦々しい表情をされたし、されるのは分かっていた。けれど塁は、そんなことで、ボムホーニッヒの手を離したりしない。

　だってこの手は、人間と同じようにこんなにも温かい。

　塁は視線を岳哉の足あし下もとに落として、ウサコロを見る。

「ウサコロ。俺の言葉を、すぐにホワイトノワゼットに伝えることはできる？」

「ええと　五分ほどで　できるよ」

　なら交渉は可能だろう。

　塁は一度小さく嘆たん息そくし、改めて武器を持って取り囲んでいる人たちを見渡わたした。

　岳哉の他ほかにも、空そら殻から市の要人が豪ごう華かにも勢せい揃ぞろいしていた。生徒会長岸きし波なみ斬ざん。空殻市の象しよう徴ちよう的存在になった瀬せ戸とリリィ。戦せん闘とう力一位の雷らい連れんレイラ。一人でもいなくなれば、この街は立ち行かなくなる、それほどのメンバー。

　このメンバーが集まって対処しなければならないだけの悪行を、塁はしている。

（命がけだ）

　自覚している。だからさっきから喉のどがからからに渇かわいている。口から心臓が跳とび出そうなほど高鳴っていて、血液は指の先まで乱暴に流れている。

　恐きよう怖ふと緊きん張ちよう。

　あるのは当然だ。これからのやり取りで、自分と、自分の好きな人の運命が決まるのだから。

　だが塁るいはそんな感情に囚とらわれながらも、頭の中だけはすっきりしていた。どうするべきかは分かっていた。

　塁は表情を殺し、息を吸い込み、空に向かって叫さけぶ。

「ホワイトノワゼット！　取引をしよう。俺は夢幻円環マジカルレシピリングを盗ぬすんだ。それを返す代わりに、ボムホーニッヒと俺を閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーから出してくれ。それだけでいい！　他ほかは何もしてくれなくていい！　脱だつ出しゆつさえさせてくれれば俺たちは何もしない！」

「応じられるわけがないよ」

　ホワイトノワゼットに尋たずねたというのに、岳たけ哉やが答えた。それが塁には、自分でも驚おどろくほど腹立たしく、岳哉を睨にらみ付ける。

（俺がまだ、あんたの言うことならなんでも従うとでも！）

　しかし岳哉は、塁の視線にも毅き然ぜんと言った。

「塁が誰だれにも危害を加えないつもりでも、その魔ま法ほう少女が従うわけがない。レッドザーネの元に戻もどったら、僕たちに報復する。また青い蝶ちようの魔法を使うよ。塁のことも邪じや魔まになって殺すはずだ」

「塁くんを殺したりしないよ！」

　素す早ばやく口を開いたのは、塁ではなくボムホーニッヒだった。

「塁くんの言うことだって聞くし！」

　必死に叫ぶ。本気の叫びだ。

　その態度に、岳哉たちは面食らった顔をしていた。それはそうだろう。魔法少女がこんなことを口にするなんて、岳哉たちは夢にも思わなかっただろう。

「ボムホーニッヒ……」

　この悦よろこびは、言葉で言い表せない。じんわりと心臓から広がる、柔やわらかく、温かいものは、自分のすべてを包み込み、変えてくれる。

　だから見せつけたい。この人たちに見せつけなければいけない。

　この、一つの、答えを。

　そうして、岳哉たちを変えなければならない。

（ああ……どうだ！　ここに奇き蹟せきがある！）

　塁はボムホーニッヒの頭を撫なでる。

（これを見ても、魔法少女は改心しないと、そう言えるのか？）

　彼女はくすぐったそうに、目を細めた。

「塁」

　岳哉に呼ばれ、その顔を見つめる。

　そして愕がく然ぜんとした。

（……どうして？　どうしてだ？　岳哉くんは奇蹟を目もく撃げきしたはずだ。魔法少女とも心が通じ合える奇き蹟せきを目もく撃げきしたはずだ。それなのにどうして──）

「目を覚ましてくれ」

　岳たけ哉やは、心底哀あわれみの目を塁るいに向けていた。

「魔ま法ほう少女の言葉は、雑音だ」

　そして言い捨てた。




「その魔法少女は塁のことを好きでもなんでもない」




　断絶。

　目の前にある、空そら殻からファームの境界よりも強固な壁かべ。

　通じない。通じない。通ジナイ。




　──その発言だけは許せない。




「…………ああ」

　塁はようやく認にん識しきした。

　目の前の人間たちのことを、仲間だと思っていた。すれ違ちがいはあるものの、根本的には分かり合えている仲間だと思っていた。

　だけど、違う。

　岳哉たちは、徹てつ頭とう徹てつ尾び、ボムホーニッヒの敵だ。ここで塁が引き下がれば、ボムホーニッヒを再び拷ごう問もんするだろうし、いずれ殺すだろう。彼女がいくら悲鳴を上げても何も感じないだろう。考えれば当たり前だ。今まで散々ボムホーニッヒを痛めつけてきたレイラが、あちら側がわにいる。ボムホーニッヒへの暴挙をこれ以上許せるのか？　許せるわけがない。

　ボムホーニッヒの敵。それはすなわち──

　目を剝むき、吐はき捨てる。

「驕おごるなよ。水み無な月づき岳哉」

　──塁の敵。

「自分だけが世界で唯ゆい一いつ正しい、主人公だとでも言うのか？　ああ、今、俺は分かった。俺にとっての本当の敵は、レッドザーネでも、他ほかの特定魔法少女クレヨンズでもない。ずっと、俺たちの意思を奪うばっていた、あんたらだったんだ。だったら──」

　ボムホーニッヒに目を向ける。ボムホーニッヒは意図をくみ取り、頷うなずいた。

「──その座を奪い、俺が主人公になる」

　その宣戦布告と同時だった。

「【ひらひらと舞い散る機雷ポツプコーンは音を立てて弾ける】」

　ボムホーニッヒはその口から、爆ばく発はつする青い蝶ちようを吐はき出した。
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「狂くるってる……」

　走りながら、岳たけ哉やは毒づいた。

　白い空には青い蝶が広がっている。蝶は迷いなく岳哉たちに接近してきた。脅おどしのために出したわけではなく、殺すために出したのだ。

　幻げん想そう的な蝶が行う、この色による空の侵しん食しよくは、ホワイトノワゼットへの陵りよう辱じよく。ボムホーニッヒに手加減する様子はない。今も口から大量の青い蝶を、手品のように出している。

【ひらひらと舞い散る機雷ポツプコーンは音を立てて弾ける】は全力で走ればなんとか逃にげ切れる。しかし青い蝶たちは、逃げる岳哉たちを追いかけるだけではなかった。その半分は、空そら殻からファーム内に広がっていく。

　自分たちだけでなく、他ほかの生徒たちをも塁るいは殺す気なのだ。

「狂ってる……！」

　また同じ言葉で毒づく。

　塁はアイコンタクトで魔ま法ほうを使わせた。意思疎そ通つうができていた。話がこじれた場合、塁はボムホーニッヒに【ひらひらと舞い散る機雷ポツプコーンは音を立てて弾ける】を使わせることを、事前に打ち合わせしていたのだ。

　自分たちを殺しても構わない、初めからそういう気持ちだったのだ。

　いや、そもそも、ボムホーニッヒが魔法を使えるほど回復しているということは、空殻ファームにいる誰だれかの魂たましいを塁は喰くわせているということ。もう仲間を殺しているのだ。

　塁はとっくに、ボムホーニッヒの価値観に取り込まれている。

（救えない）

　想定していた、もっとも最悪の、危き惧ぐしていた事態。

（塁は、ボムホーニッヒに、恋している）

　岳哉は唇くちびるを嚙かむ。

「なんて──」

　思わず嫌けん悪お感に胸を押さえる。

「なんて気持ちが悪いんだ。反へ吐どが出る」

　生ゴミが中に詰つまっているダッチワイフ相手に腰こしを振ふっているようなものだ。それの何が恋だ。ただの腐ふ臭しゆうフェチの変態だ。

　岳哉は斬ざんと共に、ひっくり返ったセダンの後ろに隠かくれる。青い蝶の攻こう撃げきをかわすだけなら、蝶より速く逃げる方がいいのだが、それでは対策が立てられない。

「岳哉、見たか？　さっき蝶が一匹ぴき、第三校舎に入っていった」

「うん。あそこには生徒がいる。誰かが知らせに行かないと。……斬、行ってくれる？」

「構わないが、岳たけ哉やに塁るいを任せることになる。大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ」

　塁もなぜか岳哉との決着を望んでいる。

　そして岳哉自身も、魔ま法ほう少女の味方をする塁を、受け入れられなかった。

　もう戦うしかないのだ。

「……斬ざん一人じゃ、みんなに状じよう況きようを伝えるのに間に合わないかもしれない。リリィと一いつ緒しよに行って欲しい」

「そうだな。そうしよう」

　返答すると、斬はすぐに行動した。こちらの様子を窺うかがっていたリリィに、ジェスチャーで付いてくるよう指示する。リリィはすぐに意図をくみ取り、二人は第三校舎へと駆かけていく。

（リリィ）

　岳哉がリリィをここから離はなしたのには理由があった。岳哉は直感的に感じていた。

（たぶん……リリィには見せたくない決着になる）

　瞬しゆん間かん──大きな爆ばく発はつ音。

「く……なん、だ！」

　岳哉はセダンの陰かげに隠かくれたまま、何が起きたのか確かく認にんした。

　白いワゴンカーが、黒くろ焦こげになり飛散していた。間まを置かず、黄色の軽自動車と、青いミニバンが爆発する。ミニバンは、中に残っていたエンジンに着火したのか炎えん上じようし、黒々とした煙けむりを上げた。

（車を爆破して、俺を捜さがしている？）

「出てきなよ、メガネ女！」

　青い蝶ちようをはびこらせ、鱗りん粉ぷんをまとったボムホーニッヒが、楽しそうに叫さけんでいる。

（捜しているのは僕ではなく、レイラさんか。……ああ、それもそうか。ボムホーニッヒはレイラさんに捕つかまえられたし、拷ごう問もんされた。真っ先に殺したいのが彼女だっていうのは自然だ）

　岳哉はレイラの姿を捜す。こちらからはあっさりと見つけられた。レイラはワンボックスカーのタイヤに寄りかかって隠れていた。その肩かたにはウサコロが乗っている。ウサコロはオロオロと慌あわてていた。

　おそらく先ほどの爆発のせいだろう。レイラの右のふくらはぎに、大きなガラスの破片が突つき刺ささっていた。あれでは青い蝶から逃のがれるほどの速さでは走れない。

（あれじゃあ、見つかったら簡単にやられてしまう）

　岳哉は自分が動くことで、レイラが見つかる可能性を考え迷ったが、意を決して飛び出すことにした。ボムホーニッヒと塁の視線を確認し、セダンの陰から、レイラの元へと駆け抜ぬけた。

「レイラさん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　レイラは返事の代わりに、無言で突き刺さったガラスの破片を抜く。ドクドクと勢いよく血液が流れて、岳たけ哉やは思わず目を背そむけた。

「【全能への集約マシユマロを膨らます】が機能しているとはいえ、怪け我がが回復して動けるようになるには、数十分は掛かかりそうですね」

「……そんなに隠かくれ続けるのは無理だ」

　また爆ばく発はつ音。一台の車が爆発する。

「ウサコロ。ホワイトノワゼットに、塁るいたちを追い出してもらうよう、頼たのめるか？」

「ノワが閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを一いつ旦たん解けばいけるけど　いいの？　それって塁くんのじょーけんを　吞のんじゃったことにならない？」

「塁たちに無関係な生徒を殺されるよりマシだ。塁を助けてあげたかったけど……もう無理だろう」

　塁はレッドザーネの元に行けば殺される。そう思っているから岳哉は止めたかったが、仕方がない。

「水み無な月づきさん。そこまで彼に条件を譲ゆずらなくとも、ボムホーニッヒは殺せます。『スイッチ』を取ってきさえすればいいだけです」

「『スイッチ』を取ってくるまでに、レイラさんが見つかって殺されてしまうだろ？」

「私は構いません」

「……そんなこと言わないでよ。……それにできれば、ボムホーニッヒはまだ生かしておきたいんだ」

「……何をもったいぶっているのです？　まさかあなたまで、魔ま法ほう少女を殺すのを臆おくしているとでも？」

「違ちがう。これから僕らはレッドザーネの元に乗り込む。そのときに、ボムホーニッヒの命を握にぎっていることが役に立つかもしれない。ボムホーニッヒには利用価値がある」

　塁が聞いたら、怒いかりに卒そつ倒とうしそうな言葉だった。しかし岳哉にとって、ボムホーニッヒはその程度の存在でしかない。そう見なければ、容よう赦しやなく倒たおす相手として認にん識しきできない。

　岳哉は神経を集中して、辺りを確かく認にんした。すると、ひらひらと一匹ぴきだけ群れからはぐれたように、優ゆう雅がに飛んでいる青い蝶ちようがいた。この惨さん状じように無関係みたいな様子の蝶に腹が立つが、ふと思い出す。

（……そういえば、一番初めに青い蝶を見たのは、魔法少女たちが襲しゆう撃げきしたときじゃなかった。その前に、一匹だけ僕は蝶を見かけた。あんな風に優雅に飛んでいた）

　岳哉は顔をしかめる。

（ん？　それはどういうことだ？　どうしてまだ強固だったホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーの境界を抜ぬけて、空そら殻からファームの中に入っていたんだ？）

「……ウサコロ」

「なにかな？」

「もしかして、レッドザーネに次つぐほどの最大魔ま力りよく量を持つボムホーニッヒなら、やろうとすれば一人で閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを出られるのか？」

　そう、青い蝶ちようが閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーが壊こわされる前からいたのは、ボムホーニッヒが単独で空そら殻からファームの中に入っていたということ。

「ううん。少なくとも　今はできないよ。でもね──」

　ウサコロはボムホーニッヒの魔力について解説する。

　それを聞いて岳たけ哉やは──……




　車の陰かげに隠かくれるのをやめ、堂々と姿を見せた。

　塁るいと、ボムホーニッヒは、すぐに岳哉の姿に気付く。




「水み無な月づきさん……！」

「岳哉くん？」

　突とつ然ぜんの行動に、レイラとウサコロは戸と惑まどっている。

　岳哉は塁たちを正面に見据すえたまま言う。

「ウサコロは予定通り、ホワイトノワゼットに閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを解くよう、伝えてきてくれ。負ける気はないけど、賭かけに負ければ僕は死んでしまう。そうしたら、動けないレイラさんも殺されてしまう」

「岳哉くんがしんだら　困るよう」

「大だい丈じよう夫ぶだ。あくまで保険だよ」

「そうなの？」

「僕は勝つ。自信はある。だけど、みんなの命を僕の判断で危険に晒さらすわけにはいかない。万が一のときのために、ホワイトノワゼットの力が必要なんだ」

「そっか。そういうことなら　ウサコロは行くよ」

　言って、ウサコロは飛び出した。ウサギに似ているだけあって、意外なほど俊しゆん敏びんで、すぐにその姿は見えなくなる。

「水無月さん。何をするつもりです？」

　岳哉は、質問に答える代わりに、こんなことを言う。

「魔法少女の支配から逃のがれる鍵かぎは、愛の力だ」

「……は？」

　戯ざれ言ごとに、レイラは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「大丈夫。僕の意見じゃない。そう塁は考えているってことだよ」

　塁は岳哉を睨にらみ付けていた。青い蝶たちは、一いつ旦たんボムホーニッヒの元に集結し、岳哉に迫せまる準備をしていた。

「魔ま法ほう少女の支配から僕らは逃のがれたい。でも、それは途と方ほうもない話だ。普ふ通つうの手段じゃ叶かなえられない。塁るいはもしかしたら、正解にたどり着いたのかもしれない。魔法少女の支配から逃れる唯ゆい一いつの手段は、真っ正面からぶつからず、愛の力で絆きずなを作り上げることかもしれない」

「何を愚おろかなことを口にしているのです。そんなことはあり得ません。魔法少女との絆を作り上げることなど不可能です。魔法少女の支配から逃れる方法は、ただ一つ、奴やつらを根絶するしかないのです」

「安心してよ。僕もそう思っている」

　岳たけ哉やは首に掛かけたシルバーリングを手に取り、見つめる。

　麗れい歌かにあげた不細工なそれは、いつも訴うつたえかけている。

「あいつらは全員殺す」

　握にぎりしめる。

「塁の主張は気持ちが悪くて、到とう底てい受け入れられない。だから塁の主張が、間ま違ちがっていることを僕は証明する」

　塁は、人差し指を差してきた。その瞬しゆん間かん、ボムホーニッヒの元に集つどっていた青い蝶ちようたちが、一いつ斉せいに岳哉の元に向かう。

　しかし岳哉は、その大量の爆ばく弾だんを前にしても臆おくさない。

「この戦いは」

　青い蝶が、岳哉を取り囲む。




「塁と僕ら、どちらが正しいのか、証明する戦い」




　岳哉は背筋を伸のばし、塁たちの元に向かう。腕うで、脚あし、顔、頭、背中、胸──次々と青い蝶が岳哉に止まり。体を覆おおっていく。

【ひらひらと舞い散る機雷ポツプコーンは音を立てて弾ける】が爆発するのは、蝶が離はなれるときだ。触ふれるだけでは爆発はしない。塁は敵になったとはいっても、さすがに話も聞かずに爆発させることはない、そう信じて岳哉は胸を張る。

　しかし、人一人殺すには十分な爆弾を、体中にまとっているのは事実だ。平常心でいられるわけがない。しかも直接爆弾を操あやつっているのは、塁ではなくボムホーニッヒだ。その気まぐれまでは予想できない。張り詰つめている気を一瞬でも緩ゆるめれば、狂くるってしまいそうだ。きつく閉めた口を開けば、奇き声せいを上げてしまうかもしれない。

　それでも岳哉は虚きよ勢せいを張った。精せい一いつ杯ぱい平静を保った。決して負ける気はないと、塁に真まっ直すぐ視線を送った。

「ぐ……！」

　その甲か斐いあって、塁はすっかり、岳哉のその様子にたじろいでいる。

「ど、どういうつもりだよ、岳たけ哉やくん。死にたいのか？」

「誰だれが死にたいもんか。僕は塁るいの望みは叶かなったと伝えに来たんだよ。さっき、ホワイトノワゼットに、閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを解いてくれるよう頼たのんだ。ウサコロが脱だつ兎とのごとく駆かけていくのを見ただろう？」

「そ、そっか」

「だから、青い蝶ちようを消してくれないか？　それとも塁の望みは、俺を殺すことなのか？」

「……あ、ああ分かっ──い、いや、それはできないな。岳哉くんの言っていることが本当だって保証はない」

「でも、人質は僕だけで十分だろ」

「……そうだな。ボムホーニッヒ、他ほかの蝶は消してくれ」

「分かったー」

　白い空から青い蝶が消える。残りは岳哉の体に止まっているものだけになる。

　これで、他の生徒が巻き込まれることは、どうやらなくなった。

　だが、ここからが本番だ。

「塁、閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーが解かれるまで、まだ時間が掛かかる。それまで退たい屈くつだろう？　ゲームをしないか？」

「ゲームだって？」

　怪け訝げんそうに顔を歪ゆがめる塁に向けて、岳哉は口の端はしを上げる。

　こめかみに、拳けん銃じゆうに見立てた人差し指を押し当てる。

「ロシアンルーレットだ」

　塁はますます顔を歪ませた。

「……どうして俺がそんなことをしなきゃいけない？」

「拳銃は、ボムホーニッヒだと聞いても？」

「……説明してくれよ」

　岳哉は、まるで余よ裕ゆうだと言わんばかりに手を広げた。

「ルールは簡単だ。ボムホーニッヒに魂たましいを喰くうべきは僕か、塁か選んでもらう。それだけだ」

「は、はあ？　意味が分からない。ボムホーニッヒが俺を選ぶわけがないじゃないか！　死にたいのか？」

「そうだよ。選ばないよ！」

　ボムホーニッヒは叫さけぶ。それは本音だろう。

「もちろん、このままでは勝機がないのは分かってるよ。だから、チャンスが欲しい。ボムホーニッヒを説得する機会が欲しい」

「……説得ぐらいで、俺たちの絆きずながどうにかなるとでも？」

「ああ、思ってる」

　それは明らかな挑ちよう発はつ。

　本来、塁るいはこんなゲームに乗る必要はない。何もせず待っていれば、望み通りに空そら殻からファームから脱だつ出しゆできるのだから。

　しかし塁は、この挑発をかわせない。

「……俺とボムホーニッヒの関係なんて、自分の言葉で簡単に壊こわれる。そう言いたいんだな？」

「言いたいんじゃない。それが事実だって分からせてやる」

　塁は目をつり上げた。

　岳たけ哉やは冷静に言葉を続けた。

「塁、僕に主役を譲ゆずれって言ったね？　その言葉は、僕にはよく意味が分からないよ。けれど、魔ま法ほう少女に傾けい倒とうした塁に、譲るものは何もない。塁が僕を主役というのなら、譲ったりしない。それが嫌いやならこのゲームで──」

　拳けん銃じゆうに見立てた指を、塁へと向ける。

「──僕を殺してその座を奪うばい取ってみせろ」

　塁はギリッと歯を食いしばる。

「ああ、そのゲーム、受けて立ってやる！」

　挑発に乗った塁を、岳哉は首で場所を指定し、促うながした。岳哉と塁は、ボムホーニッヒの正面に並んで立った。

「ボムホーニッヒ、僕と塁の頭に手を載のせろ。僕がいいと言うまで絶対にどちらの魂たましいも喰くうな。それを破ったら、閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーから出すという約束はなしだ」

　ボムホーニッヒは塁の顔を窺うかがう。塁が頷うなずくと、彼女は素す直なおに、二人の頭に手を載せる。

【ひらひらと舞い散る機雷ポツプコーンは音を立てて弾ける】も消した。岳哉の命を握にぎっているのだから、必要ない。

「ボムホーニッヒ、何を言われても、僕を喰うことなんてないよな？」

「当たり前だよ。塁くんはあたしのこと大切にしてくれるし、好き」

　塁は微ほほ笑えむ。それは勝利を確信したからでも、岳哉を嘲ちよう笑しようしたからでもなく、単に好きな相手に好きと言われて喜んでいるだけ。

　それが岳哉には気持ちが悪い。

「岳哉くん。今ならやめても構わないよ。俺だって、岳哉くんを殺したいわけじゃない」

「自分の心配をしてくれ。僕は撤てつ回かいしないぞ」

　塁は吐はき捨てる。

「……そうかよ！　なら勝手にするといいよ！」

　言われなくてもそうする。

「ボムホーニッヒ、君の魔力は、レッドザーネ傘さん下かの中で、彼女に次つぐものらしいね」

「うん、そうだよ！」

　誇ほこらしげに答える。岳哉の話を聞く気がなく、耳を塞ふさがれでもしたら困ったが、その気はないらしい。

「確かく認にんするけど、君ほどの魔ま力りよくでも、ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーは突とつ破ぱできないんだよね？」

「魔力が万全なら抜ぬけられるかもしれないけど、さっき触さわってみた感じだとできなかった」

「そうみたいね。それでさ、僕はさっき、ウサコロと話をして、とんでもないことを知ってしまったんだ」

　ボムホーニッヒは小首を傾かしげる。岳たけ哉やの話をちゃんと聞いている証しよう拠こだ。

「ボムホーニッヒ、君はあと一人、条件に合った人間の魂たましいを喰くえば、ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを抜けられる」

　ボムホーニッヒは目を丸くした。

「その条件って……？」

　岳哉は答える。

「ボムホーニッヒのことを強く想っていること」

　ボムホーニッヒの視線は、該がい当とうする相手を見る。

　──塁るいを見る。

「該当者の魂を食べれば、魔力は潤じゆん沢たくに回復し、閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを抜けられる」

「ふ、ふざけるな！　そんな噓うそか本当か分かりようがない言葉……妄もう言げんだろ！　俺とボムホーニッヒを混乱させるための妄言だ！」

　そこまで叫さけんで、塁は冷静さを取り戻もどす。

「……ああ、そうだよ。妄言に何を俺は慌あわてているんだ。こんな岳哉くんのホラ話で、ボムホーニッヒの心が揺ゆらぐわけないんだ。なあ、ボムホーニ──」

　しかし、塁は見てしまった。

　大きく目を見開いて、塁の全身を舐めるように見ている彼女の目を。

「──ボ、ボムホーニッヒ……？」

　ちなみに塁の指し摘てき通り、岳哉の話は噓だった。

　全部が全部、噓というわけではない。魂を喰えば、ボムホーニッヒが閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを抜けられるところまでは本当だ。しかし、ウサコロから聞いたのは、若い人間一人食べれば、おそらく抜けられるということ。ボムホーニッヒへの感情は関係ない。

　つまり実際は、魂を喰う相手は、岳哉でも塁でもいいのだ。

　でもその真しん偽ぎは、ボムホーニッヒには分からない。

　岳哉は、目を見張り黙だまっているボムホーニッヒに続ける。

「この場で僕の魂を喰っても、脱だつ出しゆつはできる。塁が頑がん張ばって、ホワイトノワゼットに閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを解くように要求したからね。でも、それは君の成果じゃない。君は人間に捕つかまって、人間のおかげで里に帰れる。それを他ほかの魔法少女はどう思うかな？　人間ごときに振ふり回されたバカだって、一生笑いものになるのかな？」

「……そんなのやだ」

「そうだよね。でも塁るいの魂たましいを喰くって、自力で脱だつ出しゆつしたならどうなる？　ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを、自分の魔ま力りよくで抜ぬけ出せる魔法少女なんて君以外いない。それだけの力を見せつければ、他ほかの魔法少女にも一いち目もく置かれるだろうね」

「……み、耳を貸すな、ボムホーニッヒ！　誰だれも君をバカにしたりしない」

「それは噓うそだ。助けてくれた人間と住んでいるともなれば、尚なお更さらバカにされる。それにレッドザーネに許可を取るのも、実際に人間と一いつ緒しよに住むのも、そう簡単じゃないよね？」

「……簡単では、ないと思う」

　岳哉はボムホーニッヒの目を覗のぞき込んで、言う。

「なら、面倒くさいよね？」

　ボムホーニッヒは何も言わずに押し黙だまった。表情も固まっている。

　塁はボムホーニッヒの肩かたを摑つかみ、体を揺ゆする。

「な、なんですぐ否定してくれないんだよ！　俺のことを好きだって言ってくれただろ！　抱だきしめたらいつも喜んでくれただろ！　何を迷うことがあるんだよ！」

「……そうだよ。塁くんと一緒にいると心地ここちいい。温かい気持ちになる。塁くんのこと、好き」

「そう……そうだよね！　だったら迷うことないよね！」

　ボムホーニッヒは頷うなずく。何度も何度も、自分を納なつ得とくさせるように頷く。

「塁るいくん、あたし、考えたの」

　ボムホーニッヒは言う。

「あたしは塁くんが側そばにいればいいんだ」

　言う。

「それはあたしの心臓の中でもいいんだ」

　言う。

「あたしが塁くんを食べてしまえば、あたしの胸はずっとぽかぽかしたままだよね？」
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　いかにも魔ま法ほう少女らしい、彩さい色しきが狂くるった目で。

「あ…………？」

　目を大きく見開いた塁は、その言葉が理解できない。

「えっと……？　ボムホーニッヒ……？」

「うん！　一いつ緒しよにいよう！　そのために一いつ旦たんさようなら！」

　塁の頭に触ふれているボムホーニッヒの手が、光を帯びる。

　それは魂たましいを食べるきざし。

　塁はまだ彼女の行動が、思考回路が、理解できずに首を振ふっている。

「何を……何をしようとしてるんだ、ボムホーニッヒ！」

　岳たけ哉やは自分の頭に置かれたボムホーニッヒの手を、ゆっくりと振り払はらう。

「どうして塁は分からないのかな？　簡単なんだよ。魔法少女の思考なんて」

　塁は、怯おびえたような目で岳哉を見る。

「拷ごう問もんされている間は、真しん摯しに反省してみせる。そう見せれば、拷問が緩ゆるむかもしれないから。つらい状じよう況きようが続けば、自分に甘い人間に好意を示してみる。自分を護まもってくれるかもしれないから。魔力がなくなりかけると、何かしら理由をつけて、人の魂を喰くう。それが魔法少女にとって最優先だから。助けてくれた人間が必要なくなれば、消しても構わない。人間と一緒にいるなんて面めん倒どうなことばかりだから」

　ボムホーニッヒの表情を見る。その顔は実に安らかだ。本当に塁を喰うことが、自分たちにとって幸せな行こう為いだと信じている。

「ボムホーニッヒの心の動きは、きっと無意識によるものだ。魔法少女は、ひたすら自分にとって都合のいい感情を抱いだく。そういう風にできている。そこに誠実さの欠片かけらもない。それが殺さつ戮りくができる魔法少女のロジックなんだ。それなのに、どうしてそんな相手が、改心したと思える？　改心なんて、魔法少女が魔法少女でいる以上、あり得ない」

「噓うそだ……」

「噓かどうかは、もう分かっているだろう？」

　答えは、ボムホーニッヒの行動で示される。

　愚おろかだ。魔ま法ほう少女の都合のいい心の動きに惑まどわされた塁るいは、ひたすらに愚かだ。

（だけど──）

　岳たけ哉やの目から涙なみだが流れる。

（だけど、あんまりだ）

　愚かでも、無様でも、気味が悪くても、塁は本気だった。本気でボムホーニッヒを救おうとしたし、本気で恋をしていた。自分のすべてを賭かけて、捨てて、戦った。

　その結果が、こんな最さい期ごだっていうのは、あまりに酷ひどい。




　塁は訴うつたえ続ける。

「ボムホーニッヒ」

「好きだよ、ボムホーニッヒ」

「俺を殺さないで、ボムホーニッヒ！」




　けれどボムホーニッヒはこう答えるのだ。

「あたしも好きだよ」

「ありがとう。あたしのために生きてくれて」




　どこまでも都合のいい解かい釈しやくをするボムホーニッヒには、塁の願いも悲鳴も届かない。塁は、ボムホーニッヒのために死にたいのではなく、ボムホーニッヒと共に生きたいのに、それを分かろうともしない。

　魔ま法ほう少女に、人間の心は通じない。




「──ぁ」




　そして戦いは終わった。

　岳哉は涙で歪ゆがんだ視界を戻もどすために、腕うでで目を拭ぬぐう。

　そのわずかな間に、塁は魂たましいを喰くわれ、動かなくなっていた。

　和わ谷や塁は死んだ。

　断だん末まつ魔まの声を上げることもなく、静かに。

　その表情は、事態を理解していない、戸と惑まどいだった。そのまま塁は動かなくなっていた。裏切られた絶望で泣くこともできなかった。

（代わりに僕が泣こう）

　秩ちつ序じよを乱す反乱分子になり、敵になった塁。本気で岳哉を殺そうとし、生徒たちも巻き込もうとした塁。

　だけどそれでも、仲間であり、家族の一員だったことに変わりない。

（──『死体』）

　岳たけ哉やは塁るいを見る。

（塁と秀しゆう平へいは、よく自分たちのことをそう言っていた。恋をして、自分の意志で動いた塁は、最後に『死体』から抜ぬけ出すことができたのだろうか？　それで幸せだったのだろうか？）

　だけど……仮に、そうだったとしても。

　今の塁は──本物の死体だ。

　ただの死体だ。

　塁がどう思おうと、岳哉は、それは悲劇だとしか思えないのだ。







　ボムホーニッヒは脱だつ出しゆつできると分かるや否いなや、一いち目もく散さんに空そら殻からファームから出て行った。まるで塁のことなどなかったかのように、死体に見向きもしなかった。

　岳哉にとって、分かりきった結果だった。ボムホーニッヒは、岳哉たちがレッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに行ったときに報復してくるかもしれないが、それも問題ない。こちらに『スイッチ』がある以上、ボムホーニッヒを無力化できるからだ。

　……しかし、どういうわけだろう？

（塁を捜さがしに行くときから感じた、嫌いやな予感がまだ消えない）

　もう戦いは終わったはずなのに。

「……水み無な月づきさん」

　先ほどから塁の死体をまさぐっていたレイラが口を開く。塁が盗ぬすんで所持していると思われる、夢幻円環マジカルレシピリングを探していたのだ。

　戸と惑まどいに、わずかにうわずった声でレイラは続ける。

「夢幻円環マジカルレシピリングがありません」

「え……？」

　しかし、その瞬しゆん間かんだった。

「あ！」

　岳哉の予感は、ようやく答えを導いた。

（まさか……まさかまさか、そこまでするのか？）

　青ざめている岳哉に、レイラは尋たずねる。

「夢幻円環マジカルレシピリングのありかに、心当たりがあるのですか？」

　岳哉は頭を抱かかえて、小さく頷うなずく。

「夢幻円環マジカルレシピリングを盗んだのは、塁じゃなかった。塁は、ホワイトノワゼットと交こう渉しようするために噓うそを吐ついただけだったんだ」

「では誰だれが盗ぬすんだのです？」

　証しよう拠こはない。しかしどういうわけか、確信に近い思いを抱いだいている。

　長い付き合いだ。きっと彼の普ふ段だんとは違ちがう態度に、大変なことをしでかすと、意識の端はしでは分かっていたのだ。

　荒あらくなる呼吸を静め、口にする。

「夢幻円環マジカルレシピリングを盗んだのは──」




　　　　　　９




　海かい良ら秀しゆう平へいは、第一校舎の廊ろう下かを走る。ウサコロを追いかけながら、秀平は岳哉との初めての出会いを思い出していた。

　記き憶おくの中にある、硝しよう煙えんの臭においが鼻び腔こうをくすぐる。

　いつもそうだ。岳哉のことを考えるとき、必ず硝煙の臭いとセットになる。岳哉が空そら殻からファームに入ったときに、使い慣れた銃じゆうを持ち歩かないようになったのを知っていても、それは変わらない。

　あの頃ころ、秀平は十一歳、岳哉は十二歳だった。

　秀平と岳哉が出会うきっかけとなった事件があった。それはたまたま、秀平が空き家で大量の金きんを見つけたことから始まる。紙し幣へいが無価値になっても、何も役に立たないはずの金の価値は世界の終焉ヒユーマンイールド前同様高かった。

　秀平は一夜にして、莫ばく大だいな財産を手にした。

　しかし、それだけの財産を手にした子供を、大人が放ほうっておくわけはない。目を付けられるのはすぐだった。

　空殻市にやってきたときにはもう秀平に親はなく、身寄りのない子供たちで寄り集まって過ごしていた。その家から買い物に行こうと離はなれた途と端たん、秀平は拉ら致ち監かん禁きんされた。秀平は犯人に、すぐ金のありかを教えたが、解放はされなかった。当時の【ファミリー】の規き律りつは厳しく、どんな軽い罪でもバレたら処しよ刑けいだった。犯人は口くち封ふうじに、秀平を殺そうとしたのだ。

　だが、犯人も人の子だった。なかなか子供を殺すまで踏ふみ切れなかった。秀平はしばらく、食しよく糧りようも与あたえられないまま、縛しばり付けられることになった。

　犯人にとって、その逡しゆん巡じゆんの時間は、文字通り命取りになった。

　その間に、【ファミリー】に居場所を突つき止められ、問答無用で銃殺されたからだ。

　犯人を殺した実行犯。それが岳哉だった。

　十二歳の、まだあどけない顔の岳哉は、犯人を殺しても心を乱す様子はなかった。感情がないのとは違ちがう。必死に感情を押し殺していた。それが尚なお、殺人に慣れている様を感じさせた。

　それは、当時の秀平には恐きよう怖ふだった。

「殺さなくても……良かったんじゃないかな？」

　自分を殺そうとしていた男とはいえ、苦く悶もんの声を上げ死んでいった男を、かわいそうだと思ってしまった。目の前の残ざん酷こくな死は、ついついそう口にしてしまうだけのものだった。

　言われ、岳たけ哉やは自分が作った死体を眺ながめた。

「そうかもしれない」

　悲しそうにうつむく。

「殺さなくても、君が助かる道はあったかもしれない。でも、【ファミリー】の僕は、無責任に希望を抱いだいちゃいけない」

　岳哉は秀しゆう平へいを見つめる。

「僕は君の命を選んだ」

　その言葉を聞いて、ようやく秀平は、実感できた。

　この人が来なければ、自分は死んでいた。自分を逃にがすことなんて、犯人は絶対にしなかった。

　気付いた瞬しゆん間かん、嗚お咽えつが漏もれる。岳哉にしがみついて、感謝の言葉を言い続ける。

　その日から、秀平は『死体』になる。

　自分を救ってくれた岳哉、そして麗れい歌かのために、生きることになる。




　秀平はウサコロの背中を追いながら、制服のポケットを手で押さえる。それだけで、脂あぶら汗あせが浮かび、自分のしでかしたことの重さに押し潰つぶされそうになる。

　そこにあるのは──夢幻円環マジカルレシピリング。

　秀平が盗んだ、夢幻円環。

（塁るいくんはどうなっただろう？　もし、塁くんが夢幻円環マジカルレシピリングを盗ぬすんでいないことが分かれば、許してもらえるかもしれない。……いや、ボムホーニッヒが大おお河原かわらくんを殺してしまった時点で、もう許されないのかな？）

　唇くちびるを嚙かみ締しめる。

（ならたぶん、塁くんは岳哉くんに倒たおされた。だって、岳哉くんは、僕を救ったときのように選ぶ。みんなの命と塁くんの命を天てん秤びんに掛かけ、みんなの命を選ぶ。岳哉くんは必ず責任を果たす）

　目には自然と涙なみだが浮かぶ。

（塁くん。君を止めなかったことを許して欲しい。噓うそのように輝かがやいていた、君の瞳ひとみを見たら、どうしても止められなかったんだ。塁くんが『死体』を抜ぬけ出したのを見たら、どうしても止められなかったんだ）

　それは塁にとって幸せだったのか？

　魔ま法ほう少女に惑まどわされていたのだとしても、幸せだったのか？

　分からない。親友であり、似た者同士である秀平でも分からない。

　分かるのはいつだって、自分のことだけだ。

（僕は君と違ちがって、『死体』のままでいるしかない。そのことだけしか分からない）

　ウサコロは足を止めた。

　ウサコロの視線の先には、クラスメイトがいた。ウサコロはそのクラスメイトに閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを一いつ旦たん消すようにと、慌あわてながら話している。

　つまりそこにいるクラスメイトが、ホワイトノワゼットなのだ。

（──噓うそ、でしょ？）

　あまりに意外な人物に、秀しゆう平へいは目を丸くする。

　そして、絶句しているうちに、ホワイトノワゼットに気付かれた。

「秀平くん……？」

「……うん。……あなたがホワイトノワゼットだったんだね」

　ホワイトノワゼットは戸と惑まどいを隠かくせずにいる。

　クラスメイトとして過ごした一年間、秀平はその人物のことを人間だとしか思っていなかった。疑いもしなかった。

　彼女の教室での振ふる舞まいを見ていれば確信できる。

　この人は、他ほかの魔ま法ほう少女とはまるで違う。人間への愛情を確かに持っている。

（予定通り、この人に賭かけよう）

　秀平は覚かく悟ごを決めた。

「安心してよ。僕は正体を話したりしない」

　言って、制服のポケットから取り出す。星の模様が入った、ピンク色の四角いケース。夢幻円環マジカルレシピリング。

　ホワイトノワゼットは、それを秀平が持っていることに、目を大きく見開いて驚おどろいた。

「やっぱり塁くんが盗ぬすんだと思っていたのかな？　僕が夢幻円環マジカルレシピリングを盗んだのは二日前だったのだけどね、意外と気付かれないままだったみたいだ」

「どうして夢幻円環マジカルレシピリングを盗んだの？　そんなことをすれば、いくら岳たけ哉やくんたちに信しん頼らいされているといっても、大きな罰ばつを受けるよ」

　秀平は頷うなずく。許されるとは思っていない。

「どうして、と言ったね。単純だよ。僕の目的はいつだって一つだ。【ファミリー】のために動くこと。だから今は、当主の岳哉くんを殺させないこと」

　ピンク色のケースを握にぎりしめる。

「ポイズンモンブランの策を潰つぶすために、こうしたんだ」

　言って秀平は、もう用事は済んだとばかりに、夢幻円環マジカルレシピリングをホワイトノワゼットへと渡わたす。ホワイトノワゼットはまだ腑ふに落ちない様子で、それを受け取った。

「どうして夢幻円環マジカルレシピリングを盗んだことで、策を潰せるの？」

「ポイズンモンブランの策の前提は、君の今の魔力では、レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに、二、三人程度しか送り込めないことにあるからだよ。君の魔ま力りよくが増大し、大勢を送り込めるようになれば、岳たけ哉やくん一人が危険を冒おかす必要がなくなる。もっと効果的な作戦が実行できるんだ」

「そうか。リスクをさらに上げて、わたしの魔力を強化しようとしたんだね」

　魔法少女はリスクを冒すほどに、魔力が強化できる。夢幻円環マジカルレシピリングを誰だれでも手に取れる教会に置くのもリスクがあったが、それ以上に盗ぬすまれて、誰に悪用されるか分からない状態の方が、遥はるかにリスクが高い。

「どうかな？　大勢の人間を送り込めるぐらい、魔力が強化できたかな？」

　しかし、ホワイトノワゼットは、顔を曇くもらせたまま首を横に振ふる。

「……そっか。そんなことだろうと思ったよ」

　もちろん落らく胆たんはある。けれど、二日程度夢幻円環マジカルレシピリングを持ち出しただけで、どうにかなるとも本心では思っていなかった。

　秀しゆう平へいの本命の作戦は、別にある。

「実は夢幻円環マジカルレシピリングを盗んだのには、もう一つ意味があるんだよ」

　秀平は唇くちびるをグッと嚙かみ締しめる。

　気の弱い自分の柄がらではない。でも、もうやると決めたのだ。

「僕がいかに本気で、ヤバイ奴やつか、分かってもらうことだ」

　言って秀平は、愛用のダガーを取り出した。殺傷能力十分の、元は軍用のダガー。

「ホワイトノワゼット。元はといえば、あなたが人を喰くえないから、魔力がこんなにも枯こ渇かつしているんだ。誰かの魂たましいを喰えば、レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーにいくらでも人を送り込める。そうだろう？」

　ホワイトノワゼットは、秀平が突つきだしたダガーを、目を丸くして見つめている。

「だから命令だ。人を喰ってもらう。生理的に無理だとか言わせないよ。拒きよ否ひ権はない。涙なみだを流そうとも、いくらえずこうとも、無理矢理口に押し込んで咀そ嚼しやくさせてやる。岳哉くん以外なら誰だれでもいいんだ。僕にとって、岳哉くんの命より優先するものはないんだから」

　ウサコロは慌あわてて、秀平の前に立ち塞ふさがり、短い手を広げる。

「やめて！　ノワをきょーはくして　無理矢理魂を食べさせるつもり？　そんなことをしても　ノワは人の魂を食べられないよ」

「本当にそうかな？　僕がどれだけ本気か分かっても、喰えないでいられるかな？」

「秀平くん。やさしい君が　誰かをぎせいにするなんて　にあわないよ」

　ウサコロの言葉に、秀平は首を振る。

「そんなことないよ。これが僕だ。僕にしかできない行動だ」

　上位に位置する人物に従うだけの人生。秀平はその生き方しかできない。

「『死体』から抜ぬけ出すより、『死体』であり続けることを、僕は選んだんだ」

　それは狂きよう気き？　言いたい奴やつには言わせておけばいい。この世界で、まともでいられる人などいないのだから。

　秀しゆう平へいは、目を大きく見開いて、叫さけぶ。

「僕はこれまでも、そしてこれからも、死体であり続ける!!」




　そして秀平は──自分の胸に、ダガーを突き入れた。




「ひゃー」

　ウサコロは惨さん状じようを前に、目を覆おおう。

「なんで　なんでなんで　秀平くん」

　ウサコロは混乱して、辺りを走り回っている。

　答える前に、秀平はその場に崩くずれ落ちる。真っ赤に染まった手を、ホワイトノワゼットへと向けて伸のばし、最後の力を振ふり絞しぼって声を上げる。

「僕を喰え、ホワイトノワゼット！」

　ホワイトノワゼットは息を吞のんだ。

「……迷っている時間はないよ、ホワイトノワゼット。僕は、もう、死ぬ。猶ゆう予よは、ない。お、お願いだ……僕が完全に死ぬ前に、僕の魂たましいを食べてくれ。食べないと、僕は……正しよう真しん正しよう銘めい、無む駄だ死じにだ。それを君は、許せるのか？　こ……ここまでしても、僕を喰くってくれないのか！」

　ダガーは秀平の心臓に突つき刺ささっている。【全能への集約マシユマロを膨らます】の回復力では、秀平の命は助からない。

　秀平は死ぬ。魂を喰われようが、喰われなかろうが、死ぬ。

「う、あ…………」

　急速に意識が自分の元から離はなれていく。自分はどこにいるのだろう？　浮遊しているようでもあり、落下しているようでもある。一いつ瞬しゆんでも油断すれば、闇やみの中に沈しずんでしまう。

　だが秀平は繰くり返す。執しゆう念ねん。ただの執念で、秀平は同じ言葉を繰り返す。

「僕を……喰え……ホワイトノワゼット!!」

　言葉は、届いた。

　ほとんどぼやけて、モザイクがかかった視界の中で、秀平はホワイトノワゼットが自分に歩み寄るのが分かった。秀平をホワイトノワゼットは抱だきかかえた。もう感覚がないので、自信はないが。

「…………ごめんなさい…………こんなことしかできなくて、ごめんなさい…………」

　その謝罪も、うまく聞き取れない。

　秀平の頭の上に、手が置かれた。その感かん触しよくは、やけに優やさしく、温かくて、秀平は安心して目を閉じた。

（これで、岳たけ哉やくんを、救える）

　五感のすべてが消えた。秀しゆう平へいは闇やみの中に落ちた。死は遠えん慮りよなく、自分のすべてを貪むさぼり奪うばっていく底なしの沼ぬまだ。

　沈しずんで沈んで沈んで沈んで、どこまでも沈んで。

　けれど頭の中には走そう馬ま灯とうのように映像がめぐっている。魂たましいを喰くらうのに必要な時間は二秒ほどのはずだが、その時間は明らかに引き延ばされていた。

　もっと様々な映像が見られると思っていた。しかし秀平の前に用意された映像は、彼女で溢あふれていた。

（リリィ）

　自分とは違ちがい、光をまとっている彼女。岳たけ哉やと同じ、人類の希望の光。

（リリィ……）

　気持ちを押し殺してきたから、自覚がなかった。こんなにも自分は、彼女のことを想おもっていたのだ。

（告白なんてできるはずもなかった。自分の気持ちをわずかでも表に出してはいけない思っていた。自分の気持ちは穢けがらわしい罪とさえ思えた。だって僕は『死体』だ。身分が違う。そして君はずっと、岳哉くんを見ていた。僕はすごくお似合いだと思っているんだ）

　目を伏ふせる。

（……ああ、でも君をずっと見てきた僕にしか分からないこともあるよ。君の光は、意外と脆もろい。岳哉くんがいなければ、消えてしまう光だ）

　しかし頭の中の映像さえも黒く染まって、もう何も見えない。

（……あれ？　まさかだけど、僕はリリィのために、岳哉くんを救いたいのか？　彼女が光り続けられるように、そのために僕は動いたのか？）

　だとしたら、それは塁るいと同じだ。

　塁と同じ動機で、同じように『死体』に徹てつしきれなかったことになる。

（だったら、ちょっと愉ゆ快かいだ）

　けれど、もう笑う力などない。

　海かい良ら秀平は死んだ。

　誰だれにもその恋こい心ごころを知られることはなく。
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　綿わた菓が子しのようなメルヘンな空の風景は変わることはない。しかし『彼女』は、強い紫し外がい線せんを浴びせられているように、ひりひりと肌はだに焼け付く魔ま力りよくを感じていた。巨きよ大だいな電子レンジの中に放ほうり込まれてしまったかのように、体の内側がわがこねくり回され、発熱する感覚。

　元より魔ま法ほう少女の中でも最大級の魔力を持つホワイトノワゼットだ。自らをリスクに晒さらすことにより魔力がより強化し、その上一人とはいえ魂たましいを喰くった。それだけで、規格外の魔力を手にする。

　空そら殻からファームにはホワイトノワゼットの魔力が漏もれ溢あふれていて、それが魔法少女である『彼女』に、頭痛がするほどの影えい響きようを与あたえていた。

『彼女』はキャンパス内にある小さな森に入る。濃こい緑の匂においが広がり、白い空は木々に塞ふさがれる。奥に入り込むと、二つの小さな御み影かげ石いしがあり、花が添そえられている。御影石は丸く、形さえも整っていないが、これでもこの環かん境きようでは最大級の弔とむらいだろう。

　石の下には、海かい良ら秀しゆう平へいと和わ谷や塁るいの死体が埋うまっている。救世主と罪人の墓を並べるのはどうかと思うが、不満は出なかった。二人が親友であることは誰だれもが知っていたからだ。

『彼女』は誰も周囲にいないことを確かめ、墓石の前にしゃがみ込む。手を合わせ、小さく呟つぶやいた。

「お疲つかれ様。秀平」

　その祈いのるような慈いつくしみの表情は、まるで人間のようだった。

　秀平がホワイトノワゼットに自分を食べさせ、死んだ後、岳たけ哉やは早々にポイズンモンブランの策を破は却きやくした。レッドザーネの元に、多くの生徒を送り込めることで、事態が変わったおかげだろう。

　しかし秀平の執しゆう念ねんで、変えざるを得なかったとも言える。岳哉はどうしても、秀平の命が無む駄だになる選せん択たくができなかったのだ。

『彼女』にとってその結果は、都合が悪かった。

「秀平。そんなことをする必要はなかったのよ。むしろ余計なことだったのよ」

　しかし、その表情は柔やわらかだ。

「けれど、あなたのことを誇ほこりに思うわ」

　言って、『彼女』は腰こしを上げた。

『彼女』は一度きつく唇くちびるを結ぶと、いつも通りガスマスクをかぶった。
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「……うーん、てっきりポイズンモンブランを引き連れて、特とつ攻こうしてくるかと思ってたのになあ」

　レッドザーネは玉座の上で、行ぎよう儀ぎ悪く体を乗り出し、脚あしをぶらぶらとさせている。高い黄金の天てん井じようからぶら下がるシャンデリアを眺ながめながら、テンション高く喋しやべり続ける。

「わたしが絶対【猛毒粉塵どくどくフラワー】を知らないおマヌケさんだって、見くびってると思っていたからね。ふふん！　いくらなんでも、あんな危険な魔ま法ほうを、わたしが把は握あくしてないわけないよ。わたしを誰だれだと思ってるの？　特定魔法少女クレヨンズ、レッドザーネちゃんだよ！」

　魔法少女は本能に忠実な生き物だ。あまり論理的思考を好まない。

　しかし、レッドザーネは総勢三二一名の魔法少女を率いている。いくら物事を深く考えたがらないといっても、立場的に限界がある。

「あ、でもでも、ただ怖おじ気けづいただけかも。性しよう懲こりもなく、【猛毒粉塵どくどくフラワー】でどうにかしようとしてくるかも。んー、よくよく考えたらあ、モンブランちゃんを殺したくないから、意外と対処はやっかいだねえ」

　けれどレッドザーネは、論理的思考ができるようにはならなかった。代わりに、元々鋭するどい直感力が自然と磨みがかれていった。相手の考えを見抜ぬけるほどの。

「本当にこっちに乗り込んで来る？　……うん、来ると思うな！　やっぱりぃ、ここにあの街の人間をたくさん連れてきたことは大きいと思うの。街に残っている人の意見を集めれば集めるほど、助けようって意見になると思うの。そうじゃないとお、わたしたちは困るよね。いくらホワイトノワゼットを殺したいっていっても、もうあっちの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに乗り込みたくないしね。だって罠わなを張られてるかもしれないし、また鬼おに崎ざき暦れきみたいなイレギュラーがいるかもしれない。そうしたら『友達』が死んじゃうんだよ!?　やだよ！　もう犠ぎ牲せいは出したくないよ！」

　ところでレッドザーネは誰と話しているのだろうか？

　相変わらずシャンデリアを見つめていて、そこには誰もいない。

「ホワイトノワゼットの姿を見た『友達』がいないのも気になるんだよねえ。あいつのことだから、変身を解いて、人間の中に混ざっているのかも。人間のコスプレとか狂きよう気きの沙さ汰ただよ！　変態だよ！　ねえ、あなたもそう思うよねえ？」

　レッドザーネはようやく視線をそこに向けた。

「ね、インリン」

　立派な白い円柱に、安っぽい鳥かごが括くくり付けてある。その中に、赤いインコのぬいぐるみのような生き物がいた。

　ウサコロと同じ、特定魔法少女クレヨンズに付きまとう、ルセットという謎なぞの生き物だ。

「うん。やっぱり人間の中に紛まぎれてると思うな？　ね、どうしようか？」

　しかしインリンと呼ばれた生き物は返事をしない。

　それもそのはずだ。インリンは嘴くちばしを、テープでがっちりと止められていた。インリンは騒さわいだりせず、諦あきらめたような顔でうつむいている。

「そうだ！　あいつらがこっちに入ってきたときに、人間の女子は全員殺そう！　逃にげられないように注意しないとね！」

　レッドザーネはまた視線をシャンデリアに移す。元々レッドザーネは、インリンと会話するつもりがない。「あんたうるさい」と言って、嘴にテープを貼はったのは、他ほかでもないレッドザーネだ。インリンはもう半年ほど、口を開いていなかった。

「え？　そうだねえ。ホワイトノワゼットのことだから、うまく逃にげ通すかもしれないよね。でもでもー、きっと大だい丈じよう夫ぶ！　ラスクから送られてきた映像を見て確信したの！　岳たけ哉やくんさえいなくなれば、あの街は終わりだって。ホワイトノワゼットの、人間を兵士にする計画は破は綻たんしちゃう。そうなればあいつは、バルサンを焚たかれたゴキブリみたいに巣すから出てくるに違ちがいないの」

　自分の喩たとえが面おも白しろかったのか、レッドザーネはケラケラ笑う。

「え？　水み無な月づき岳哉くんを呼び出そうとしたのはそれが目的か、だって？　ううん、わたしの王子様になって欲しいのは本当だよ！　カッコイイよねえ、岳哉くん。目がキラキラしてるの。ずっと側そばに置いときたくなる」

　レッドザーネは無む邪じや気きな笑え顔がおで振ふり返る。

「後ろにいる他の王子様たちと同じようにね」

　そこには、若い男たちの剝はく製せいがずらっと並んでいた。

　どれもレッドザーネに気に入られた男たちだ。内臓、神経、筋肉の大部分を取り除かれ、代わりに発はつ泡ぽうスチロールを中に詰つめ込まれ、防ぼう腐ふ処理を施ほどこされた男たちの死体は、レッドザーネの着きせ替かえ人形となっていた。

　レッドザーネは、岳哉もそのコレクションの一つに加えようとしている。それだって、レッドザーネにとっては立派な目的なのだ。

「大丈夫。油断なんてしないよ。だって、懸かかっているのは『友達』の命だよ？」

　その発言には自分は含ふくまれていない。油断していないと言っていても、自分が殺されるとは微み塵じんも思っていない。レッドザーネは自分の死を想像してさえいない。

「さって、お菓か子し食べに行こう！　マカロンマカロン！」

　勢いよく玉座から立ち上がり、インリンが入った鳥かごを殴なぐりつける。鳥かごは見事に一回転。

「～～～～～っ!!」

　テープから悲鳴が漏もれる。レッドザーネは面おも白しろがってケラケラ笑う。

　けれど、不意に寂さびしそうな表情を見せた。

　まるでそれは、世界にたった一人取り残されているような顔だ。

「……ね、インリン」

　鳥かごを押さえて、小さく口にする。

「ずっとこのお城で過ごしたいね」
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　──ネズミの街だ。

　岳たけ哉やは水すい筒とうに残った水を大切そうに口に含ふくみながら、この街にそんな印象を抱いだいた。

　ネズミは堂々と街を走り回れるのに、自分たち人間は魔ま法ほう少女に怯おびえ、隠かくれ過ごすしかない。まるで世界の終焉ヒユーマンイールド前と立場が逆転したようだ。この街は、人間を拒きよ絶ぜつしているような様相を呈ていしている。

　北きた未み来らい市。

　レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーがあるのは南未来市であり、北未来市はその隣となり街だ。

　旧空そら殻から市から三十キロほどの距きよ離りにある、元々は観光地として有名だった海沿いの街は、もはや誰だれも寄りつかないゴーストタウンだ。それもそうだろう。閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに捕とらわれていない人間はまだいるが、わざわざ凶きよう悪あくで有名なレッドザーネがいる街の隣に住もうとは思わない。

　生徒たちの半数近くに当たる一一一名は、太陽が出ている間を見計らい、慎しん重ちように歩いて北未来市までやってきた。幸い魔法少女に見つかることはなかったが、荒こう廃はいした街を歩くのは体力以上に精神力を削けずった。

　辺りが薄うす暗ぐらくなった頃ころに、岳哉たちは元々はホームセンターだった建物に入った。黄色く濁にごりひび割れた窓はガタガタと大きな音を鳴らし、生徒たちが心を休めるのを許さない。床ゆかには瓦が礫れきと商品だったものが転がり、注意を払はらわなければ怪け我がをしてしまう。天てん井じように空いた穴は、自分たちを監かん視ししているようだ。

　空殻市も整備が行き届いているとは到とう底てい言えないが、人が住んでいない街に比べればマシなのだと、この街は生徒たちに思わせた。

　遠えん征せいの主な目的は二つ。

　──レッドザーネを倒たおすこと。

　──捕らわれている住民たちを救い出すこと。

　レッドザーネを倒すことができれば、傘さん下かの培養魔法少女イラストも死ぬので、住民たちを救い出すことはできる。しかし、首しゆ尾び良くそれができるとは、力強く言えない。絶対失敗しないと希望的観測で断言するのは、無責任以外の何物でもない。だからレッドザーネを倒たおすのが失敗したときを考え、最優先事じ項こうである住民の安全の確保を、同時に実行することにした。




「つまり俺っちの役割は、超ちよう重要ってことっすね。はあ……」

『烈れつ』を使いこなすクラスメイト、刹せつ那な廉れん早さはキャップの後ろに手を回しながら、溜息混じりに言った。

　懐かい中ちゆう電でん灯とうのわずかな明かりの前で、岳たけ哉やたちレッドザーネ討とう伐ばつ部隊は、最後の確かく認にんをしていた。岳哉、廉早、リリィ、レイラ、蜜みつ石いし曜よう子こ、ポイズンモンブランの六人（魔ま法ほう少女を一人と計算するのならばだが）だ。

「俺っちの役割、リリィちゃんに任せられないっすかね」

　冗じよう談だん交じりに苦笑して、廉早はリリィに視線を向ける。

「馴なれ馴れしく名前で呼ばないで」

　リリィは、岳哉に言うより若じやつ干かん冷たく、いつもの口くち癖ぐせを言った。

「確かにあたしはもう、あなたぐらい『烈』を乗りこなせる自信があるわ。でも、実戦経験は皆かい無むよ。あなたがやるのがベストなのよ」

「いやいや、真ま面じ目めに返答しないでくださいよ。冗談っすよ」

　手を広げて、おちゃらける。廉早にはいつも緊きん張ちよう感がないように見えるが、緊張していないというよりは、それを見せないようにしているのだろう。

「でも最近、この世に未練があるんすよ。前は死ぬときは死ぬときだからしょうがない、くらいだったんすけどね」

「それはまたどうしてよ？」

　曜子が廉早に尋たずねる。

「まったまたあ。分かってるくせに。俺っち、あのおっぱい事変以降、いつも姐ねえさんのことを考えちゃってるんすよ。寝ねても覚めても姐さん姐さん姐さん。たぶん……あれっすね。これは恋っすね」

「あら光栄ね。でもそれは、たぶん恋じゃなくて性欲よ」

　曜子はその大きすぎる胸を張る。

「んなことないっす！　恋っす！　確かに姐さんのことを考えるときは胸の感かん触しよくを思い出して前まえ屈かがみ不ふ可か避ひっすけど！」

「……一応言っておくけれど、触さわらせたときに、あなたに恋愛感情を抱いだくことは今後ないって注意したわよ？」

「待って！」

　岳哉は思わず手のひらを向け、その危機感のない会話を止める。

「そうよね岳哉。こいつらはまったく、緊張感がな──」

「もしや廉れん早さ、曜よう子こさんの胸を触さわったの!?」

　リリィが何か言いかけていたが、それどころではない。岳たけ哉やは思わず声を張り上げる。

「揉もませてもらいましたー、うへへ」

「そ、そんな！　許せない！　俺だって触り──いてて！」

　リリィに思いっきり腿ももをつねられた。さらに、威い嚇かくする猫ねこのように、目を剝むいて岳哉を睨にらみ付けている。

「……ごめん、取り乱した。……でも、ほら、リリィは触らせてくれないだろ？」

「あ、当たり前よ！　けじめを付けてからよ！」

　けじめを付けたらいいのか、と聞こうとしたが、これ以上からかうと本気で怒おこられるのでやめておく。

「……そういえば曜子さん、よくこの作戦に乗ってくれたね。こんな危険なことは拒きよ否ひされると思っていたよ」

　岳哉が言うと、曜子は大きな溜ため息いきを吐つく。

「拒否できるならしたいものね。戦いは大だい嫌きらいよ。だけど、あたしが今回の戦いに必要だって分かっているから、どうしようもないわ」

　言い分は分かるけれど、いまいち腑ふに落ちなかった。それまでの曜子の言動から、岳哉はそれでも断ると思っていたのだ。

「よく考えれば姐ねえさんって、怪け我が人にんの手当てをしたり、落ち込んでいる人を一晩中励はげましたりする、超ちよう女神ってこと以外謎なぞっすよね。過去の話とか聞いたことないっす。どんな子供だったんすか？」

　曜子は少し躊躇ためらいながらも、口を開いた。

「……そうね。小さい頃ころから臆おく病びようだったわよ。ずっと誰だれかの陰かげに隠かくれているようなタイプね」

「その大きな胸で、よく隠れられましたね」

　曜子はにっこりと廉早を睨み付ける。廉早は「サーセン」と首をすくめる。

「世界の終焉ヒユーマンイールドのときも、隠れてやり過ごしたの？」

　岳哉の言葉に曜子は口をつぐむが、廉早たちの関心が逸それないことで、仕方なく続けた。

「世界の終焉ヒユーマンイールドのときの人間の敵って、なんだったと思うかしら？」

「それはもちろんBZに魔ま法ほう少女だよね」

「そうね。だけどもう一つ大きな敵がいたわ。人間自身よ。中には組織で、同じ人間から搾さく取しゆする奴やつらもいたわ」

　岳哉は「そうか」と頷うなずく。

「ＨＪＳとか、日本だと七なな星ほしとか、そこらへんは有名だね。たいそうなお題目を掲かかげて、暴力を正当化する集団。魔法少女にやられたのか、最近はあまり聞かなくなったけど」

　廉早は目を見張って、曜子を見る。

「まさか姐ねえさんは──」

「そうね、あたしは奪うばう側がわだったわ」

　自じ嘲ちよう的な笑えみを浮かべ、曜よう子こは答える。

「女神の姐さんがそんな……！　あ、でも子供だったから、まだ善悪の区別ができなかったんすよね？　周りの大人に従うしかなかったんすよね？」

「もちろん分ふん別べつがなかったから、そんなことをしたのよ。でも、そんなの奪われた人に関係ないわ。あたしが殺した人間は返ってこない。周りがおかしいと気付いて、反省しても、どうしようもないのよ。だからあたしは戦いが苦手。死を見たくない」

　小さく溜ため息いきを吐つく。

「怪け我が人にんの手当てをしても、落ち込んでいる人を励はげましても、罪つみ滅ほろぼしにもならないわ。でも、何もせずにいるよりはマシ。あたしは、自己満足の贖しよく罪ざいのためならなんだってするわ」

　そこまで言うと、曜子は深刻な表情を崩くずした。廉れん早さに微ほほ笑えみかける。

「胸だって、それが救いになるなら触さわらせるわ。二度はないけどね」

「姐さん……やっぱり女神……」

　曜子は手を叩たたく。

「はいはい！　もうあたしの話はいいでしょ？　本題に戻もどりましょう」

「そうだね、ごめん、嫌いやな話をさせて」

　岳たけ哉やが頭を下げると、曜子は微笑んで首を振ふった。




　レッドザーネを打だ倒とうする作戦。

　それは結局、ポイズンモンブランの魔ま法ほう、【猛毒粉塵どくどくフラワー】を使うものだ。

【猛毒粉塵どくどくフラワー】をレッドザーネの近くで使い、その後十分間ポイズンモンブランが殺されないよう逃にげ切る。そのヒット・アンド・アウェイを成立させるには、『烈れつ』の力が不可欠だ。当然廉早頼だよりだが、もしも廉早がやられた場合でも、リリィがその役割を引き継つげる。

　曜子は『烈』のサポートに適任で、レイラは単純に戦せん闘とう力が高い。岳哉はレッドザーネに気に入られていることを利用できるかもしれない。それで、レッドザーネ討とう伐ばつ部隊はこのメンバーとなったのだ。

　失敗は全員の死。

「水み無な月づきさん」

　レイラが口を開く。

「考えたのですが、私は討伐部隊を抜けて、別行動をした方が良いかもしれません」

「というと？」

　レイラはスカートのポケットから、銀の小さな箱を取り出す。

「それはボムホーニッヒを爆ばく破はするスイッチだよね？」

　ボムホーニッヒの体の中には、四カ所爆ばく弾だんが仕し掛かけられている。拷ごう問もんの際、肉体が再生する前にそこに埋うめ込んだものだ。このスイッチを押せば、ボムホーニッヒの体にある爆弾は破は裂れつし、無力化できる。

「あなたはボムホーニッヒを利用できるかもしれない、そう以前言いました。その言葉を思いだし、有効な利用手段を思い付いたのです。レッドザーネという魔ま法ほう少女は、傘さん下かの培養魔法少女イラストのことを、『友達』と称しようしています。ボムホーニッヒの命を握にぎっていることをアピールすれば、交こう渉しようの余地が生まれるのではないかと考えたのです」

「なるほど……」

　岳たけ哉やは同じ魔法少女である、ポイズンモンブランに目を向け、意見を聞く。

「レッドザーネが仲間を優先して、譲じよう歩ほすることはあると思いますです」

　頷うなずく岳哉にレイラは続ける。

「ボムホーニッヒは私を恨うらんでいるでしょうから、復ふく讐しゆうしに自ら現れることもあると思います。あの愚おろかな魔法少女は、自分の体にされた細工の意味を理解していません。私は単独行動を取って、彼女を見つけます。もちろん、それよりも討とう伐ばつ部隊の戦力が削そがれる方が問題だというのならやめますが」

　岳哉は熟じゆつ考こうし、答える。

「いや、戦力が減っても、そっちの方が重要かもね。頼たのむよ、レイラさん」

「分かりました。ボムホーニッヒの四し肢しを分断してみせましょう」

「それじゃあ、レイラさん抜ぬきの作戦を、もう一度確かく認にんしよう」




　討伐部隊での最終確認を終え、救出部隊の指し揮きを執とる斬ざんとの打ち合わせも済んだ。

　岳哉は固い床ゆかに横になる。一日中歩き通した上に、終始緊きん張ちようをしていたので、すぐにも眠ねむれそうだった。

「岳哉、隣となりで寝ねていい？」

　視界は闇やみに覆おおわれているが、声で誰だれだかすぐに分かる。

　頷く前に、リリィは岳哉の隣に寝転がる。

「岳哉は落ち着いているわよね」

「……そうだね。不安はあるけど、そこまで恐きよう怖ふはないかもしれない。けど、リリィだって落ち着いているじゃないか」

　そう言うと、リリィは声を尖とがらせる。

「あたしのこと、ちっとも分かってないのね」

「え？」

　リリィはそのまま岳哉の首に腕うでを回す。体を押し付ける。

「ちょ、ちょっと──」

　しかし岳たけ哉やは言葉を止める。

　リリィの体が、震ふるえていたからだ。

「あたしは怖こわいわ」

　首に回している腕うでの力が強くなる。

「あたしたちはいつも死の危険に晒さらされていたわ。でも……こんなに死が近いのは初めて。仲間たちはまた大勢死ぬわ。そんなの怖くて当然じゃない」

「……そう、だよね」

「そうよ。岳哉の方がおかしいのよ」

「そうだね。普ふ通つう死ぬのは怖いよね」

　リリィは少し間まを開けて答える。

「……ちょっと、違ちがうかもしれない」

「え？」

「あたしが怖いのは、自分の死じゃないかもしれない」

　岳哉は押し黙だまる。

「……誤解しないで。もちろん死にたくはないわよ。絶対に嫌いやよ。……でも、自分のやるべきことを本当にやれたら、結果がどうであれ、納なつ得とくするしかない。そう思ってるわ。だから、自分の死は絶対に嫌でも、そこまで怖くない。でも──」

　リリィは強く、岳哉を抱だきしめる。

「岳哉が死ぬのは、怖い」

　その声は、体と同じく震えている。

「想像してみたの。岳哉が死んだら、あたし、どうなるんだろうって。何を目的に生きたらいいんだろうって。……何も浮かばなかった。岳哉がいなくなっても、やることはいっぱいあると思うわ。せわしなく行動する自分は想像できるのよ。でも……それはやらなきゃいけないってだけで、やりたいこととは違う。岳哉がいない世界で、あたしは何をやっても満たされない気がする。そうしたら、こんなに死が近いことが、怖くてしょうがなくなったの」

　どう返答していいのか、岳哉は分からない。抱きしめ返すべきかも分からない。

「岳哉。あたし、そこまで考えて気付いたの。岳哉は落ち着いているわね？　実際、怖くないって言ったわ。ねえ、それって──」

　リリィは言う。




「もう岳哉にとって大切なことは、終わっているから？」




　伊い集じゆう院いん麗れい歌か。

　岳哉にとって『すべて』だった彼女はもういない。

　岳たけ哉やの『すべて』がもう奪うばわれているのなら、この戦いは、どんなに多くの人にとって重要な戦いでも、岳哉にとってはただの敗戦処理だ。

　彼女を護まもれなかった時点で、岳哉はもう、自分の人生を取り返せない。

「……岳哉、考えてる？　この戦いに勝ったら、岳哉はどうしたいか、ちゃんと考えてる？」

　岳哉は押し黙だまる。

　普ふ通つう誰だれだって、それがどんなに絶望的な戦いでも、勝ったときのことを考えるだろう。輝かがやかしい未来を想像していなければ、つらい戦いには赴おもむけない。

（それなのに僕は、まるで考えていない。レッドザーネを倒たおすこと以外、何も考えていない）

　倒すイメージはかろうじてできる。だけどその先のイメージはない。浮かばない。まるで何重にもシャッターが下りてきているように、厳重に未来のイメージは閉ざされている。

（幸せな未来…………）

　リリィと笑い合って過ごしている未来は、幸せだろう。そうなればいいと、岳哉は本心から思える。だから、その未来を思い描えがけばいいだけの話だ。

　なのに、それができない。薄うすぼんやりとしたイメージは、その映像が確立する前に、ちりぢりに拡かく散さんしてしまう。

（未来を見るということは──）

　──死んだ人のことを過去にするということ。

（そんなことは、できない）

　麗れい歌かの亡なき骸がらを抱だきしめたあのときから、時間を進ませてはいけない。変化せずに止まっていないといけない。あたかも、魔ま法ほう少女のように。

（僕はリリィを大切に思ってる。だから、危険な討とう伐ばつ部隊に加わらず、行方ゆくえ不明の父親を助けに行って欲しいとも言った。リリィの命を助けるためなら、なんでもするつもりだ。……でも僕は、リリィの気持ちに応こたえられない）

　何を言われても、何をされても、こんなにも自分を想おもってくれる相手に、何もできない。

「ねえ岳哉」

　リリィはささやく。

　きっとすべてを察していて尚なお、岳哉を変えようと一いち途ずに向き合ってくれる。

「キスしていい？」

　いじらしく必死な彼女に岳哉にできることは、そのまま口を開かないことだけだった。




　　　　　　２




　閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーの境界の見た目は、すぐに突つき破れそうな透とう明めいな薄うすい膜まくだ。しかし、実際には人間には破れない強固な壁かべである。ホワイトノワゼットの力を借りて、ようやく突とつ破ぱすることができるものだ。

　岳たけ哉やはその境界に、指先から入れていった。膜まくを通過した瞬しゆん間かん、岳哉の指先は千切れて、分解された──ようにさえ感じた。実際にはきちんと指はある。だが、液えき体たい窒ちつ素そに指を突つっ込んだごとく、感覚は焼けるように消え失うせた。

　指先だけでも耐たえ難がたいその感覚を、全身に受けなければいけない。硫りゆう酸さんの中に飛び込む方が、得体が知れている分、まだ耐たえられそうだ。

　長い時間、その感覚に耐えたくはないので、岳哉は飛び込むように一気に通過した。

「─────」

　解体／喪そう失しつ／分ぶん裂れつ／死

　しかし、五体満足で生きている。それが意外に思えるほど、その感覚は筆ひつ舌ぜつに尽つくし難い苦痛だった。

　他ほかの生徒が嘔おう吐としているのが聞こえる。無理もないだろう。これで精神障害を起こしてもおかしくないと思えるほどだ。

（そして、お次はこの空だ）

　岳哉の視界に広がるのは、ケチャップをぶちまけたような趣しゆ味みの悪い赤い空。ベタベタと血ち糊のりを塗ぬりつけたような空の色。

　その空を見れば、否いや応おうなしにこう感じる。

　──地じ獄ごくにやってきた。

「岳哉、大だい丈じよう夫ぶか？」

　目め頭がしらを押さえて座り込んでいる岳哉に、割と平然としている斬ざんが声を掛かける。

「……ああ」

　見え見えの強がりだが、岳哉は強く頷うなずいた。

　斬は、世界の終焉ヒユーマンイールド前に作られた、南みなみ未み来らい市の地図を広げる。

「十二の救出部隊がそれぞれ担当する地域は、実際の街の風景を見るに、修正が必要そうだ。岳哉、街を見渡わたしてくれ」

　岳哉たちが、閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーの境界を越こえやってきた場所は、山の中だ。これは魔ま法ほう少女に見つからないためだが、初めに街を見渡せるよう、高い場所に登る意図もあった。

　レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに大部分を覆われた、南未来市。

　そこは廃はい墟きよと化している隣となり街まちの北未来市とも、空そら殻から市とも大きく違ちがった。空殻市は人が住むための最低限の整備こそあるが、街の景観までは手が回っていない。植物はほとんどなく、建物の修復もできず、景色としては廃墟同然だ。

　しかし南未来市は違ちがう。すべての地域ではないが、一部の地域には青々とした草木があり、景観が意識されている。その地域は清せい掃そうもされていて、趣味の悪い妙みようなモニュメントなどがあったりもする。皮肉にも魔法少女に制圧されることで、失われたかつての文化があるのだ。

「分かるな岳たけ哉や？　おそらく整備されている場所は、魔ま法ほう少女が住んでいる地域だ。だから俺たちはそこを避さけて通る」

　斬ざんは街と地図を見比べて、整備されている地域を、マジックの線で囲む。

「で、お前が向かうべき場所は、言うまでもなくここだ」

　トントン、と斬はペン先で、地図上では高層マンションがあった地点を指し示す。

　岳哉はその地点を改めて見る。ここから約十キロほど先にあるそこは、地図上にあった高層マンションが跡あと形かたもなく消えている。代わりに日本には不ふ釣つり合あいなハイカラな建物が、新たに建てられていた。

　レッドザーネの城。

　小高い場所に建てられたその城は、想像していたよりはこぢんまりとしていた。屋や敷しきというには大きく、城というには小さい。デザイン自体は、ヨーロッパにある既き存そんの建物を下地にしているのだろう、少なくとも奇き抜ばつではない。

　だが城は、この街の景観を大きく損そこねている。

　なぜならその外がい壁へきの色は、空の色と同じく真っ赤だからだ。

「レッドザーネは間ま違ちがいなくここにいる」

　岳哉は頷うなずく。

「俺たち救出部隊の役割はもちろん、レッドザーネに捕とらわれている人間を、この場所に連れてきて逃にがすことだ。だが、俺たち第一部隊と、神じん宮ぐう寺じを隊長にした第二部隊は、お前たち討とう伐ばつ部隊をサポートする役割も受け持つ。不測の事態があったら俺たちを頼たよれ」

「斬と彩さい光こうの部隊か。頼りになりそうだ」

　神宮寺彩光は、すべてにおいて優ゆう秀しゆうで、みんなに完かん璧ぺき超ちよう人じんと呼ばれている第十八クラスの生徒だ。戦せん闘とう能力も岳哉を上回るし、他ほかの生徒の信しん頼らいも厚い。彩光が【ファミリー】や生徒会に入っていたなら、今の斬と岳哉の立場に彩光がいたかもしれない。

「岳哉にはこれを渡わたしておく」

　斬は電子機器を渡してきた。岳哉が初めて見るものだ。

「高性能のトランシーバーだ。一キロほどの距きよ離りなら通話ができる。俺たち第一部隊は、お前たちから一キロ以上は離はなれないように動くつもりだ。だが、不意に音声が入れば、魔法少女に見つかる可能性がある。連れん絡らくは緊きん急きゆう時だけにしろ」

「そんな便利なものがあるなら、他の人たちにも渡した方が？」

「そりゃ数が用意できていたらそうする。だが二つしか使えるのが見当たらなかった」

「そうか。……うん、分かった。遠えん慮りよなく使わせてもらうよ」

　岳哉はトランシーバーを受け取り、ベルトに引っかけた。

「ウサコロは　ここで待ってるからね」

　ウサコロが手をブンブンと振ふっている。

　作戦実行時間は十二時間。どの部隊も十二時間後に必ずこの地点に戻もどって来なければいけない。戻って来られない場合は、死んだものと見なす。シビアだが仕方ない。誰だれも戻って来られない可能性だって十分にあるのだ。

「みんな　がんばってね」

　薄うすっぺらい言葉で励はげますウサコロを横目で見て、その主あるじのことをふと思う。

（ホワイトノワゼットは人間として混ざってるんだよな？　どんな気持ちで、どんな覚かく悟ごで、この戦いに臨のぞんでいるんだろう？）

　秀しゆう平へいを食べざるを得なくて、大泣きしていたホワイトノワゼットを思い出す。

　明らかに他ほかの魔ま法ほう少女とは別の生き物だ。魔法少女に対して残ざん酷こくになれる岳たけ哉やも、ホワイトノワゼットだけには、信しん頼らい──あるいはそれ以上の感情を抱いだいている。

（また泣きそうな顔をしているのかな？）

　けれど、ホワイトノワゼットの人間時の姿を知らない岳哉は、彼女を励はげますことさえできない。

　岳哉だけに限らない。彼女は誰にも甘えることも、頼たよることもできない。

　ホワイトノワゼットの戦いは、誰よりも孤こ独どくだ。

　他の魔法少女には理解されず、敵対し、憎にくまれ、頼ることができるのは、本来は食しよく糧りようである人間だけ。

　岳哉たちがホワイトノワゼットを理解し、受け入れるまで、ずっと孤独。







　岳哉たち討とう伐ばつ部隊は、他の部隊より先行して、赤い空の下を進んでいた。

　どんな魔法があるのか分からない。その魔法は、歩いた次の瞬しゆん間かんに岳哉たちを殺すものかもしれない。その緊きん張ちよう感は先ほどから岳哉の体調を狂くるわせ、発はつ汗かんさせ、軽い目め眩まいを引き起こしている。本能は歩くのを拒きよ否ひし、安全な場所に留とどまれと命令しているのだ。

　だが当然、足を止めることはできない。その心理的負担は、二キロ歩いただけの岳哉に、とてつもない疲ひ労ろう感を与あたえていた。

　この街はまるでお化け屋や敷しきだ。しかも出てくるのは、こけおどしのお化けの人形ではなく、死をもたらす残ざん酷こくな魔法少女だ。

　そしてついに──視線の先に、その化け物が現れた。

　小さな丘おかには、満まん遍べんなく色とりどりの花が広がっている。その真ん中で、ウエディングドレスのような衣い装しようの魔法少女が、大きなじょうろで水をあげていた。この花畑に水をやるのは相当の手間のはずだが、その魔法少女は大変だとは思わないのか、口元を緩ゆるませて楽しそうにしていた。

　曜よう子こが呟つぶやく。

「こっちは命がけだっていうのに、なんか吞のん気きよね」

　別の場所からはピアノの音が聞こえている。音楽への教養がない岳たけ哉やには何の曲か分からないが、遥はるか昔に聞いたことはある曲だ。

　思い思いの趣しゆ味みに費ついやすのが、魔ま法ほう少女の時間の過ごし方なのだろうか？

（相手の調子に引っ張られるな。向こうは吞気にしていても、僕たちは油断してはいけない）

　魔法少女を見つけたら、見つかる前に逃にげるのが鉄則だ。それでも相手に見つかってしまった場合は、仲間を呼ばれるわけにはいかないので、素す早ばやく殺すしかない。レッドザーネから傘さん下かの培養魔法少女イラストにどう話が伝わっているかは分からないが、岳哉たちが武器を持っている以上、見逃のがしてくれる可能性は限りなく低いだろう。

　ここは花畑で、隠かくれようにも視界は開かれている。のんびりとした風景とは裏うら腹はらに、岳哉たちにとってかなり都合が悪い場所だ。




「魔法少女に見つかる前にさっさと通り抜ぬけよう」




　なんてことのない、当然のセリフ。

　けれど岳哉は、すぐ近くに聞こえたその言葉に戦せん慄りつした。

　問題は言葉の内容ではない。問題は──

「って思ってる？　思ってるでしょ！　水み無な月づき岳哉くん」

　──それを知らない誰だれかが発したことだ。

　耳慣れない声に、とっさに飛び退のきバスタード・ソードを構えた。

「やりぃ！　図ず星ぼしだね！」

　武器を構えられているのに、まったく動じず、うれしそうに指を鳴らしている。すぐに斬きりかかれるほどの至近距きよ離りに、モノクロの衣い装しようを着た魔法少女がいた。

　リリィたち他ほかの三人も武器を構え、ポイズンモンブランもすぐに戦えるような体勢を取る。

　そうこうしている間に、花に水をあげていた魔法少女も、こちらに気付いてしまった。

　もう一刻の猶ゆう予よもない。

「く、騒さわぎが大きくなる前に、こいつらを殺さなければ──」

　モノクロの魔法少女は笑う。

「って思ってる？　思ってるでしょ！　うっし、また的中！」

　その魔法少女に危機感はまるでない。自分が殺されるかもしれないなどと、微み塵じんも考えていない。

「けど、残念っ。たとえ口を封ふうじてももう手て遅おくれだっての。ってか、初めから手遅れ？　というか無意味？」

　言ったモノクロの魔法少女の横に、白い巨きよ大だいなトンボがいた。岳哉はすぐに分かった。

（──魔ま法ほう！）

　そのトンボは、通常のトンボと違ちがい、一つ目だった。その大きな目は、カメラのレンズによく似ている。

　警けい戒かい心を強める岳たけ哉やの肩かたを軽く叩たたいて、モノクロの魔法少女は微ほほ笑えむ。

「そう構えないでよー。これは別に攻こう撃げき魔法ってわけじゃないからさ。これは【自動隠し事ができ撮影装置ないサクマ式ドロツプス】。ビジョンラスクの魔法だよ。ビジョンラスクのことはザーネから教えてもらってるっしょ？　この魔法で色んな場所を撮さつ影えいできて、ついでにどこからでも見られるわけ」

　なんでもないことのようにその魔法少女は言った。

　しかしその意味は重大だ。岳哉は顔を青ざめさせる。

「あー、考えてることたぶん当たってるよ。ザーネはしばらく前から警けい戒かい態勢で、ずっとこのカメラを飛ばせてたわけさ。つまり──とっくのとうに、あんたたちが侵入してきたことは気付いてた」

　岳哉たちは魔法少女たちに気付かれる前に、レッドザーネに会わなければいけないと思っていた。そうしないと大量の魔法少女に襲おそわれ、被ひ害がいが増えると考えていたからだ。

　だが、それは失敗していた。岳哉たちはとっくに見つかっていた。

　なら。

　想定していた被害はどうなる？

「意外？　人間相手にザーネがそこまで警戒するとは思わなかった？　いやさ、でも当然だよ？　だってあんたたちをこうしてけしかけてるのは、特定魔法少女クレヨンズのホワイトノワゼットだよ？　人間はともかく、あいつのすることには警戒もするって。……ああ、そうだ。あたしの自己紹しよう介かいまだだった！　あたしは、グラビティミント。よろしくね！」

　グラビティミントの右肩に、白いトンボが止まる。その直後に背後から別の声がした。

「ポイズンモンブラン」

「……はい？」

　その瞬しゆん間かん、廉れん早さの隣となりにいた、ガスマスクを着けた魔法少女は、すごい勢いで背後に引っ張られていく。

「────っ!!」

　小さな悲鳴を上げたポイズンモンブランの体には、よくよく見ると、白い布が急速に巻かれ始めていた。ポイズンモンブランの体は包帯によって巻き取られて、背後に引き寄せられていく。

　その先にいるのは、片目に包帯を巻いた、ナース服に似た衣い装しようの魔法少女だった。ポイズンモンブランを巻き込む包帯はどんどん量が増え、彼女はまるでミイラのようになっていく。そうして全身が包まれたとき、ナース服の魔法少女の元まで彼女は完全に引き寄せられていた。

　ナース服の魔法少女は、ポイズンモンブランを米俵を担かつぐように肩に乗せると、一いち目もく散さんに逃にげ出した。

「バンテージフィグ、そっちはよろしくねー」

「あい」

　急展開について行けず、呆あつ気けにとられていた岳たけ哉やだったが、ようやく危機的状じよう況きようを把は握あくする。

（……まずい！　ポイズンモンブランがいなくなったら作戦が実行できない！）

　素す早ばやく追いかけようと──したのだが、できない。

「……え？」

　体が動かない！

「【引力の優遇措置あなたの気持ちはヌガーみたいに超重い】」

　岳哉たちの足あし下もとに、泥どろ水みずと油を混ぜ込んだような色の闇やみが広がっている。岳哉たちの体は、地面に強く引っ張られて動かない。重力が百倍にも千倍にもなったようだ。

「ぐっ……！」

　どんなに力を入れても、わずかに足が上がる程度だ。腕うでは特に酷ひどく、バスタード・ソードを持ちきれず、刃は先さきが落ちてしまう。リリィたちも同様に、まったく動けずにいる。

「分かってないなあ。どうしてあたしが、一番重要な水み無な月づき岳哉くんたちの元に行くよう指示されたのか」

　グラビティミントは、玩具おもちやのようなセラミックナイフを取り出し、岳哉の耳元に押し付ける。岳哉の皮ひ膚ふからわずかに血がにじみ出る。

「このあたしは、万が一にも人間に負けるわけがないからだっての」

　身動きが取れない。

　つまり、この魔法少女に、岳哉たちは抵てい抗こうさえできない。

「ほい」

　グラビティミントは、パンの耳を切り落とすように、岳哉の耳をそぎ落とした。

「あ、ぐ、ぅぅぅうううう！」

　そこまでされても、岳哉は動けない。グラビティミントは、耳をそぎ落とすのと同じように、いつでも岳哉たちを殺せる。

「こ、こんな──」

　リリィが言葉を漏もらす。

「レッドザーネにも会えずに、こんなところで」

　悔くやしさをにじませたその声を、グラビティミントはまるで意に介かいさない。

「さてさて、ザーネに言われた取引内容を伝えるよ。ホワイトノワゼットを引き渡わたして、水無月岳哉くんは一人で城に来て。そうしたら、他ほかの人の命は助けてあげるって。寛かん大だいな処置だよねえ」

　血の付いたナイフを愉ゆ快かいそうに眺ながめているグラビティミントの肩かたに、白いトンボだけではなく黒いトンボも止まった。黒いトンボもまた一つ目で、その目もまたレンズの形状をしていた。けれど白いトンボに比べて、そのレンズは分厚い。

　黒いトンボの一眼から光が伸のびた。その光は空中をモニター代わりにし、映像を映し出す。白いトンボがカメラなら、黒いトンボはプロジェクターのようだ。

　映し出された映像は、他ほかの部隊のものだった。

「う……」

　その残ざん酷こくな映像を見て、岳たけ哉やはすぐに目を逸そらす。

「でね、もちろん侵しん入にゆうした奴やつには手をまわしてるわけよ。放ほうっておいてもよくない？ってあたしは思ったけど、そういうわけにはいかないみたいだね。ザーネはホワイトノワゼットが人間に化けて潜ひそんでるって、そう踏ふんでるからねー。女を生かしてはおけないわけ」

　空中のモニターには、クラスメイトの渡わた良ら瀬せ穂すい嘉かが映っていた。ならこれは第八部隊だ。恐きよう怖ふで引きつっている彼女の後ろには、何人もの人間が倒たおれていた。倒れている人間の周りで、緑色の魔ま法ほう少女が愉ゆ快かいそうに踊おどっている。

　モニターの中の穂嘉は、白いトンボが撮さつ影えい装置だと気付いたのだろう。必死の形ぎよう相そうで顔を近づけ叫さけぶ。『た、助け──』しかし声は最後まで出ない。口がずるりと、周りの肉ごとずれ落ちたからだ。顔の肉がドロドロと落ちていく。耳の位置が下にずれ、顎あごが元々あった位置まで移動する。髪かみの毛が乱暴に抜ぬけ落ちる。頰ほお骨ぼねが露ろ出しゆつする。眼球が落ちる。そうして全身の肉が爛ただれ落ちていく。

　あまりに非現実的な光景だが、しかし穂嘉は痛みも理性も消えていない。

　悲鳴の代わりに、喉からピューピューと音を鳴らしている。

　モニターの真正面を向く。

　まるでそれは、岳哉に助けを求めているようだった。

　けれど、ここからでは助けに行けるはずもなかった。顔の骨を露出させた穂嘉は、ついに倒れた。肉と臓器をはみ出させて、赤黒い液体と固体の中間のようなものを周りにまき散らして、ピクリピクリと痙けい攣れんし、死んだ。他の生徒たちも同じ状態になって倒れていた。

　地じ獄ごく絵図。

　そうとしか言いようがない。

「うわあ……キモかった……最悪なもん見せられたっての……。あいつの魔法はエグイったら」

　露骨にテンションが下がるグラビティミント。肩かたを落として溜ため息いきを吐つきながら、岳哉たちに仕方がないみたいな調子で尋たずねる。

「他にも似たようなの、見る？」

　それは、他の場所でも同じような虐ぎやく殺さつが起きている、ということだ。

（僕は……まだ、甘かった）

　魔法少女に確実に勝てる……とまでは思っていなかった。そこまで思い上がってはいない。だけど、逃にげ切ることくらいはできると思っていた。それができるぐらいは、自分たちは強くなったと思っていた。

　でも現実はこれだ。逃げることさえろくにできない。仲間は殺され、自分たちは身動きが取れず、もう終わる。

　魔ま法ほう少女たちだって、人間が自分たちを殺す力を持っていると分かれば、それ相応に備えるものなのだ。準備されれば、人間は抵てい抗こうさえできない。一方的に、命を奪うばわれていく。戦いさえ起きない。

　そこにあるのは虐ぎやく殺さつだけ。

　レッドザーネの元へ行く決断を下したのは、岳たけ哉やと斬ざんだ。空そら殻からファームに侵しん入にゆうされたときのように、また岳哉の責任で仲間が死んだ。羽は虫むしに殺虫剤ざいを掛かけるが如ごとくあっさりと。

　まさに戦犯。岳哉は罪を重ね続けている。

（もうこりごりだ！　なら、取引に応じてしまう？　そうすればみんなの命だけは助かる……？　いや、僕はホワイトノワゼットが誰だれだか分からないのだから、そもそも取引には応じられない。それに命が助かったところで、奴ど隷れいにされるだけだ。リリィはきっと、子供を生産するだけの生き物にさせられる。そんなのは……嫌いやだ！）

　でも。

（──諦あきらめるしかない……？）

　何もかもを諦めて、目を塞ふさぐ。耳を塞ぐ。口を閉ざす。思考を捨てる。

　何も考えなければ苦しくはない。

　──それでいいんじゃないか？

　──もうそれでいいんじゃないか？

　岳哉は呟つぶやく。

「……もういいかい」

　もう何もかも諦めて、楽になっていいかい？　魔法少女と戦うのを諦めていいかい？

　あなたのことを忘れていいかい？




（まあだだよ）




　そう。

　確かにあの人の声で聞こえた。

（ああ、そうだ。まだ忘れてはいけない）




（魔法少女が、麗歌姉さんを殺したことを……！）




　心臓にモーターが付けられたかのように、勢いよく全身に血がめぐる。熱い。オーバーヒートしている。皮ひ膚ふに付けられた火傷やけど跡あとが、うずいて熱い。急激な血の上じよう昇しようが目め眩まいを引き起こし、世界を傾かたむかせる。

（僕は、魔ま法ほう少女を、根絶する）

　腕うでは魔法によって上がらない。バスタード・ソードを持ち上げることができそうもない。

　しかし、動く。

　わずかに足だけは動く。

「もー、大人しくして！」

　岳たけ哉やの抵てい抗こうに気付いたグラビティミントは、なんの躊躇ためらいもなく岳哉の腹部にナイフを突つき刺さす。

　けれど岳哉は声さえ上げない。まるで刺されたことにも気付いていないかのように、表情をまったく変えず、足を止めない。少しずつ、少しずつ、グラビティミントに近づいていく。近づいた分、ナイフは深く刺さっていくが、気にとめない。

　さすがにグラビティミントの表情が変わった。

「……え？　キモ……何？」

　耳をそぎ落とされたときに分かった。このナイフは、戦せん闘とう用のナイフではない。それなりの切れ味はあっても、見た目を重視した玩具おもちやのようなナイフだ。

「そんなナイフで」

　平然として、目を見開き睨にらみ付ける岳哉に、グラビティミントは戸と惑まどいを見せる。

　岳哉は相手の首元に、顎あごを付けた。

「簡単に人を殺せると思うなよ」

　耳元でささやいた。

　それと同時に、岳哉はグラビティミントの耳に、齧り付いた。

「ひっ！」

　逃にげようとしてももう遅おそい。岳哉は耳に齧り付いたまま、体をねじり、倒たおれ込む。魔法によって、地面に引っ張られていることを逆に利用してやる。

　体は強く地面に落ちる。けれど耳は絶対に口から離はなさない。魔法の威い力りよくがそのまま、耳を引っ張る力になる。

「う、え……？」

　その力は、グラビティミントの耳を引き千切るほどの力。

「ひ、ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　グラビティミントは思わずナイフを離し、岳哉から飛び退のいた。その瞬しゆん間かん、岳哉たちの足あし下もとにあった闇やみが消え、体の自由が蘇よみがえる。

　岳哉は含ふくみ笑わらいを浮かべて立ち上がり、口にくわえた耳じ朶だをペッと吐はき捨てる。

「お返しだ。どうかな、耳が千切れた感想は？」

　魔ま法ほう少女は耳が千切れようと、すぐに回復する。しかし、痛みはある。こんなことをされたことも今までなかっただろう。

「……な、なんだよお前!!」

　グラビティミントの岳たけ哉やを見るその目には、明らかに怯おびえが混じっていた。

「さあ、反はん撃げきだ」

　その言葉に、【引力の優遇措置あなたの気持ちはヌガーみたいに超重い】に圧あつ倒とうされていたリリィと廉れん早さは我に返る。『烈れつ』のエンジンを吹ふかし始める。岳哉は腹に刺ささっているナイフを抜ぬき捨て、バスタード・ソードを握にぎり締める。

「分ぶん析せき。グラビティミントの魔法は、重力を操作する強力なもの。しかし初めに、リスクを覚かく悟ごで至近距きよ離りに近づいてきたことから考えるに、自分の近くでしか使えない。対象に使うというよりは、射程範はん囲いに入ってきた相手を巻き込むタイプ。ナイフを持っているのは、直接的な攻こう撃げき魔法はないからと推すい測そくできる。それを踏ふまえて、攻撃に転ずる」

　冷静な分析に、リリィたちは神しん妙みように頷うなずく。

　岳哉はウサコロから魔法についての法則性を聞いていた。強力な魔法には制約が多い。それを踏まえればこのくらいのことは推測できる。

「取引だとか言ったな？」

　胃から逆流した血と共に、魔法少女へと罵ば声せいを吐はき出す。

「応じるかよ、欠けつ陥かん品ひん共」

　しかしその挑ちよう発はつは逆効果だったようだ。

「……痛いし……本当に痛かったし……」

　恐きよう怖ふに染まっていたグラビティミントの目に、怒いかりと共に、理性が戻もどったからだ。

「調子に乗るな、人間共！」

　ブルン！　エンジン音を響ひびかせ、警棒を握にぎった廉早が時速六十キロで突つっ込んでいく。だが、グラビティミントは怯ひるまない。

「【引力の優遇措置あなたの気持ちはヌガーみたいに超重い】」

「う、お！」

　現れた闇やみに引っ張られた廉早は、派手に転び、倒たおれる。そのまま動くことはできない。

「覚かく悟ごしなよ。もう手加減しないって！　動けなくさせて、全員じっくり殺してやるんだか──ぎゃあ！」

　グラビティミントの右目に、矢が突き刺さる。

「近づかないとその魔法は作用しないのでしょう？　ちょうどいいわ。どうせあたしは、魔法少女に近づく度胸なんてないもの」

　クロスボウ。

　それが曜よう子この得意な武器だ。

　あくまで魔ま法ほう少女を殺せるのは、直接手に持った武器で、心臓を貫つらぬいたときだけだ。クロスボウだけではどうあっても、魔法少女を殺すことはできない。しかし、怪け我がを負わせることはできる。目を潰つぶせば回復するまでのわずかな時間、視力を奪うばうこともできる。

　クロスボウに再び矢をセットし、曜子は残った左目に矢を放つ。曜子のクロスボウの精度は、百発百中だ。真まっ直すぐにグラビティミントの左目に矢は向かう！

「ふざ、けるなって！」

　矢は届かない。グラビティミントに届く手前で、矢は魔力の闇やみに吸い込まれ、落ちる。グラビティミントは自分の目に突つき刺ささった矢を抜ぬきながら、叫さけぶ。

「物質にだって、【引力の優遇措置あなたの気持ちはヌガーみたいに超重い】は使えるんだって！」

　だが元より、曜子の矢は陽動だった。その間、すでにリリィと岳たけ哉やは別々に仕し掛かけていた。

　リリィはナイフを持って『烈れつ』で突とつ撃げきする。岳哉は【全能への集約マシユマロを膨らます】によって向上した身体能力で、オリンピックならば新記録が出るほど高くジャンプし、バスタード・ソードを振ふるう。

　下と上からの同時攻こう撃げき！

　しかしそれにもグラビティミントは動じなかった。

「バーカ！　あたしの魔法は上にも届くっての！【引力の優遇措置あなたの気持ちはヌガーみたいに超重い】！」

「あ──」

　リリィはバランスを崩くずし、転がる。一度倒たおれてしまえば、魔力の闇は立ち上がることを許さない。もちろん岳哉も体を強い力で引っ張られている。垂すい直ちよくに落ちる。バスタード・ソードを振るっている腕の位置は固定され、もう動かせない。

「這はいつくばれえ！」

　矢で撃うち抜かれた視力も回復した。

「這いつくばって、動けなくなって、あたしに殺されろ！　あたしが痛い思いをした分、いっっぱい遊んでやるんだから！　────は？」

　視力が回復したグラビティミントは気付いた。片目が潰され、距きよ離り感が摑つかめていなかったときには気付けなかったことに気付いた。

　岳哉のバスタード・ソードは、グラビティミントのちょうど頭上にあった。そのまま垂直に落ちたら、脳天ど真ん中に当たる位置にあった。

　それなのに【引力の優遇措置】を使ってしまった。

「はあああああああ!?」

　岳哉の体は強力な魔法で地面に引き寄せられる。バスタード・ソードの位置だけは絶対にずらさない。

　グラビティミントの頭に、バスタード・ソードの切っ先が当たる。だがそれだけで、剣けんを地面の闇やみに引きつける力は収まらない。魔ま力りよくによって生まれた重力は、切っ先を地面へ地面へと引き寄せる。

　その間に、魔法の宿主がいようとも、関係なく。

「あ……」

　グラビティミントの顔が歪ゆがむ。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　岳たけ哉やのバスタード・ソードは、グラビティミントを真っ二つにした。二つに分かれたグラビティミントは、自らに起きたことが信じられないというような目で、岳哉を凝ぎよう視ししている。

　パックマンのように裂さけたその顔は、ある意味滑こつ稽けいだった。「ほ、ひ」「のい」「へけけ」「み、るぎゃ」、グラビティミントは何か恨うらみ言ごとを口にしているのかもしれないが、半分にされた口から正確な言葉を紡つむげない。意味のない音を発しているだけだ。

【引力の優遇措置あなたの気持ちはヌガーみたいに超重い】が解ける。

　素す早ばやく岳哉は、二つに分かれた胸の中に、指を突つき入れた。

　そして、取り出す。

　心臓を取り出す。

　グラビティミントは「みぎぃ」「せみて」「あぐりー」「ものそふ」「おも、ふ」「るるる」などと鳴いている。心臓を見つめていた岳哉は、うんざりした顔でグラビティミントを見、吐はき捨てた。

「うるさいな」

　──ばちゃり。

　心臓を握にぎり潰つぶした。

「ごっぺえええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　魔法少女に血は流れていない。心臓が潰れても、何も溢あふれるものはない。しかし、グラビティミントが着けていた指輪の赤い宝石はひび割れ、黒ずみ、地面に落ちた。その顔はみるみる老ふけ、皺しわだらけになり、砂になる。

「砂遊びに付き合わせるなよ」

　グラビティミントは、絶命した。

　死を見届け、安あん堵どした瞬しゆん間かん、ぐらり、と体がよろめき、膝ひざを突く。それもそのはずだ。ナイフで刺さされた腹からは、かなりの出血がある。

　けれど、致ち命めい傷しようではない。一度同じ箇か所しよを負傷したことのある岳哉は、これくらいなら動けると分かった。

「……リリィ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　自分のことよりも、勢いよく倒たおれたリリィに怪け我ががないか心配だった。岳たけ哉やはまだ倒れているリリィに手を差し出す。

「うん。特に怪我はな────あ！」

　リリィは声を上げると、岳哉に体当たりをした。ただでさえ力が入らない岳哉は、不意の衝しよう撃げきに簡単に倒れる。

「な、……？」

　けれどすぐにリリィの意図は分かる。さっきまで岳哉の頭があった場所に、赤い刃やいばのようなものが通過したからだ。リリィが体当たりをしなければ、頭が切られていた。

「よ、よくもミントを……！」

　振ふり返ると、そこには花畑に水をやっていた魔ま法ほう少女が、涙なみだを浮かべて、岳哉を睨にらみ付けていた。

　彼女の周りには、大小様々な花弁が『浮いて』いた。先ほど岳哉の頭上を通過したのは、その花びらの一つだ。

（魔法少女に攻こう撃げきされたのか……！）

　戦いは避さけられない。また新しい魔法少女と戦わなければならない。一いつ瞬しゆんで血が引き、緊きん張ちようが走る。

「ゆ、許さないんだから……!!」

　しかし、緊張に岳哉が強こわばったのは一瞬だった。

　岳哉はすぐに冷静になり、酷こく薄はくな視線を花の魔法少女に向けた。相手を殺すための分ぶん析せきを始めた。そんな目を向けられた花の魔法少女は、明らかにたじろいでいる。そしてそれを、岳哉は見逃のがしたりしない。

「グラビティミントが死ぬまで手を出さなかったのは、戦いに自信がないから。元々、すぐに襲おそいかかってこなかったことからも、好戦的ではない。とっさの攻撃が、さっきのしょぼい花びらの刃を飛ばすことだと考えても、魔法の攻こう撃げき性は低いと考えられる。そして何より、グラビティミントを殺し得た僕らに怯おびえている。油断しなければ、僕たちで十分殺せる」

「……う、あ」

　殺す──その単語に、ますます花の魔法少女は、怯えた様子を見せた。

　岳哉は確信する。

（こいつは狩かられる側がわの存在だな）

　立ち上がり、睨み上げた。

「何が『よくも』だ。こっちのセリフだ」

　岳哉はゆっくり、バスタード・ソードを構える。

「よくも僕の仲間たちを殺したな」




　──ゴス。

　花の魔ま法ほう少女の頭を、地面に埋うめるが如ごとく、強く踏ふみ付ける。大切に育てていた花を下した敷じきにしても、その頭は動かない。

　彼女の心臓には、バスタード・ソードが刺ささっていた。きれいな衣い装しようから出ている手足は、水分を失ったように皺しわだらけになっている。

　指輪から赤い宝石が落ちた。魔法少女が死んだ証しよう拠こだ。

　岳たけ哉やはそれを汚きたない物を見るように見下ろし、呼吸を整えると、トランシーバーを取り出した。

「斬ざん、聞こえる？　無事!?」

　しばらくして、返事があった。

『…………ああ。無事だ。どうした？　何かあったのか？』

　その様子だと、斬の元には魔法少女は現れていないらしい。

「斬、合流しよう。作戦はもう実行できない」

『どういうことだ？』

「詳くわしいことは後で説明するよ。城の前に集まってくれ。ええと……魔法少女に見つかるリスクより、最短で行くことをとにかく優先して」

『……集まってどうする気だ？』

「レッドザーネを殺すことに、すべてを賭かける」

　トランシーバーを切る。その間に、頭を踏み付けていた花の魔法少女は砂になっていた。風が吹ふくと、花畑の中を砂さ塵じんが舞まっていった。

　岳哉はトランシーバーをベルトに引っかけ、リリィたちへと振ふり返った。けれど、岳哉は思わず立ち尽つくす。

　リリィたちの自分を見る目が、忌いまわしいものを見るようなものだったからだ。特に曜よう子こは、明らかに不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめていた。

「岳哉」

　リリィが走り寄り、胸に頭を押し付ける。

「さっきまでの岳哉……その、ちょっと怖こわかったわよ」

「……だよね。ごめん。……でもさ、これぐらいの気持ちじゃないと、魔法少女は──」

「分かってる！」リリィは言い訳を最後まで言わせない。「あたしだってママを殺した魔法少女は憎にくいわ。それは分かってるけど……その……せっかくきれいなお花畑だったのに、って、それぐらいは思ってしまうのよ」

　岳哉は周囲を見渡わたす。

　遠えん慮りよなく戦ったおかげで、花は踏み荒あらされ、泥どろにまみれていた。一人の魔法少女が、手て間ま暇ひまと愛情を掛かけて作った花畑は壊こわれた。もう元に戻もどることはないだろう。

「……けど、しょうがない」

　小さく呟つぶやく。

　リリィは寂さびしそうに言う。

「……岳たけ哉やは本当に、魔ま法ほう少女を憎にくんでいるのね」

　岳哉は答えずに、首に掛かけたシルバーリングを手に取った。




　　　　　　３




　岳哉がレッドザーネの城にたどり着くまでに、もう魔法少女は現れなかった。カメラがある以上、見つけられないはずはないので、レッドザーネが仲間の魔法少女たちを、岳哉たちから遠ざけているのだろう。

　おそらくグラビティミントとの戦いを見て、別の魔法少女をけしかければ、また被ひ害がいが出るかもしれないと、レッドザーネは考えたのだろう。この閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリー内にいる多くの魔法少女をけしかければ、誰だれかしらが岳哉たちを倒たおすことはできるだろう。しかしレッドザーネは、仲間の魔法少女たちに倒させることより、これ以上の犠ぎ牲せいを出さないことを選んだのだ。誰一人犠牲を出したくないのだ。

「俺ら人間に負けるかもって考えるなんて、意外とレッドザーネは弱気っすね」

　廉れん早さはそう言ったが、岳哉はそう思えなかった。

　このまま傘さん下かの魔法少女たちに手を出させなければ、当然岳哉たちはレッドザーネの元にたどり着く。それでいいとレッドザーネは考えている。

　なら、こう思っているということだ。

　──自分ならば、万が一にもやられることなく殺せる。




　城の庭園にある見事な薔ば薇らには、まるで観光地のように、わざわざ立て札に解説文が書いてあった。『クリスチャンディオール』『インターフロラ』『アンリ・マティス』、すべて赤い薔薇だ。そして、解説文以外が書かれた立て札には、こんなことがかわいらしいイラスト付きで書かれていた。

『色鮮あざやかに咲くために、祈いのるような気持ちで人の死体を埋うめています』

　人間に休みなく造園させ、管理させ、弱ったら魂たましいを喰くい、最後に死肉を埋めて植物の養分にする。なんて無む駄だなく人間を使うのだろう。素す晴ばらしくて反へ吐どが出る。

　岳哉はそんな死体だらけの地面を歩く気が起きず、赤煉れん瓦がが敷しき詰つめられたアプローチにかがみ込んでいた。リリィはせわしなく視線を動かし、腕うでを組んで立っている。斬ざんたち第一部隊を待つ間に、リリィのシャツの袖そでを千切って止血をした耳と腹の傷は、【全能への集約マシユマロを膨らます】のおかげでだいぶ塞ふさがっていた。

　岳哉の心は恐おそろしく乾かわいている。目の前にある『その光景』にも、リリィたちと違ちがい、ほとんど何も感じない。

「岳たけ哉や、なんだこれは？」

　走って現れた斬ざんも、『その光景』がやはり気になるようだ。開口一番、怪け訝げんそうに顔を歪ゆがませた。

「どうして魔ま法ほう少女が、百近くも集まっている？　そして、そいつらが何もしてこない？」

　斬の言葉通り、庭園には相当数の魔法少女たちが集まっていた。彼女たちは何をすることもなく、無防備に佇たたずんでいる。魔法少女たちは、ぺちゃくちゃとしゃべくりながら、時折チラチラと不快そうに岳哉たち人間を見つめている。少なくとも殺し合いをしているような緊きん張ちよう感は、魔法少女たちにはない。

　むしろこれから、パーティでもするかのような、そんな浮き足立った賑にぎわいだ。

　斬以外の第一部隊のメンバーに、彩さい光こうたち第二部隊のメンバーも、どういう感情を抱いだくのが正しいのか分からない様子で、戸と惑まどいを見せていた。

「詳くわしくは分かりようもないけれど、レッドザーネがここで待機するよう命令したのは間ま違ちがいないだろうね。この様子から見て、戦うつもりはなさそうだ」

「それはどうかな？　この数がいれば、人間相手に負けるはずがない。そう考えているから緊きん張ちよう感がないのかもしれない。……いや、それでも自分の命が懸かかっているのだから、これほど弛し緩かんしていることはないか……」

　斬は改めて魔法少女たちを見つめる。

「ただこの光景を見れば、これだけは分かる」

　斬は言う。

「俺たちに逃にげ場ばは微み塵じんもない」

　岳哉は無言で頷うなずいた。これがレッドザーネとの最終決戦になる。

　それから、この状じよう況きようからもう一つ分かることがある。それはポイズンモンブランが、もう戦線には復帰しないことだ。

　ポイズンモンブランをあのようにさらった以上、レッドザーネは【猛毒粉塵どくどくフラワー】のことを知っていると考えられる。そして【猛毒粉塵どくどくフラワー】を知っているのならば、無差別に死に至らしめるそれが使われるかもしれないのに、魔法少女をこんな風に一カ所に集めない。

　ポイズンモンブランは戦せん闘とう不能。あるいはもう、死んでいる。

　そのことに岳哉の胸は痛んだ。ホワイトノワゼットと違い、根こん拠きよはないけれど、信しん頼らいできる魔法少女だった。

（殺されたのだとしたら……やっぱり嫌いやな気分だ。けれど……その感情は捨てないと）

　だから岳哉は、それ以上、ポイズンモンブランのことを考えないことにした。

　──なぜ、一介の魔法少女であるポイズンモンブランのことを信頼できるのか、そのおかしな事実を二度と考えることはなかった。

（現状の問題は──）

　レッドザーネと戦うに当たって、ポイズンモンブランを頼たよれなくなったことだ。トランシーバーで斬ざんに告げたように、当初の作戦はもう実行不可能になった。

　岳たけ哉やは顔を上げて、二人に告げる。

「……斬。それからリリィ、向こうで一いつ旦たん状じよう況きようを整理しよう」




　城の裏側がわには、さすがに赤い薔ば薇らはなかった。背後には濃こい森林が広がっているが、木の匂においではなく、焼けた肉の臭においが漂ただよっていた。

　大量の魔ま法ほう少女たちは、岳哉たちが離はなれたことに気付きつつも、付いてくる様子がなかった。カメラの機能を持つ白いトンボがいないことも確かく認にんし、岳哉は二人に話し始める。

「まず、レッドザーネがどうシナリオを描えがいているか改めて考えよう」

　斬は顎あごに手をやり、口を開く。

「レッドザーネは俺たちに負けるとは思っていないだろう。警けい戒かいしている相手がいるとしたら、ホワイトノワゼットだ。絶対に殺すと言っていたことからも、ホワイトノワゼットをここで逃のがそうとはしないだろう」

「具体的にどうするつもりだと思う？」

「人間の中に紛まぎれていることが分かっているなら、女子を一人一人殺すんじゃないか？」

　斬の残ざん酷こくな言葉に、リリィは顔を引きつらせる。

「それが済んだら、空そら殻から市に残っている住民を、奴ど隷れいや食しよく糧りようとして捕ほ獲かくするだろう。そうだな……ここにいる連中のことも、できれば新しい奴隷や食糧として欲しいと考えているはずだ。だから殺さずに降こう伏ふくさせるのが、レッドザーネにとって都合のいい結果なんじゃないか？」

「よくそんな気分が悪くなることを、ホイホイと口にできるわね」

「口当たりのいいことを言って現実が変わるなら、いくらでも口にしてやるが？」

　斬の皮肉に、リリィは目をつり上げる。険悪な空気になる前に、岳哉はすばやく口を挟はさんだ。

「どうすれば僕ら人間が降伏すると、レッドザーネは考えているかな？」

「ホワイトノワゼットが殺されれば、俺たち人間は魔法少女を殺すことができない。その時点で負けは確定だ。降伏せざるを得ない。俺たちに残された選せん択たく肢しは、自決か、奴ど隷れいだ。レッドザーネは、死ぬぐらいだったら奴隷になった方がまだマシ、そう思わせるだろう」

「あたしは死んでも、あんな奴やつに従わないわよ」

「お前みたいな奴らを見せしめとして残ざん虐ぎやくに扱あつかうことで、レッドザーネはより容易に住民たちを従わせられるだろうな」

「……あんたって本当にヤな奴ね」

　けれど斬の言葉は的確だ。従順にならないのなら、従順になるよう仕向ければいい。それでも従わない奴は食しよく糧りようにでもすればいい。

「レッドザーネとの対立は避さけようもない。分かりきってたことだけど、戦うしかないんだね」

「少し違ちがうな」

「……ん？」

「戦うのは岳たけ哉やたち討とう伐ばつ部隊だけだ。お前らが負けたら、この戦いは終わる」

　岳哉は顔をしかめる。

「それはどうして？　斬ざんたちはどうするつもり？」

「俺が魔ま法ほう少女には勝てないというスタンスだってことを忘れたか？　俺はお前ら討伐部隊が負けたら投降する。戦わない」

　目を見張る。斬はこの期ごに及およんでそんなことを言っている。

「まだそんなことを……！　状じよう況きようは前までと違う！　僕たちは現に、魔法少女を何人も倒たおしてる！　それなのになんでそうも──」

「聞け」

　岳哉の反応を予測していたのだろう。斬は言葉を遮さえぎって、冷静に続ける。

「今回偶ぐう然ぜんが重なって、レッドザーネを倒すことができたとしよう。俺は倒せるとは思っていないが、奇き蹟せきが起きて倒せたとしよう。けれど、それでハッピーエンドなのか？　何もかも解決するのか？　違うだろ。特定魔法少女クレヨンズはレッドザーネだけじゃない。近いうちに別の特定魔法少女クレヨンズとも戦うことになる。そのとき俺たちはまた、奇蹟を起こして勝つのか？　奇蹟がそんな都合よく続くと思うか？　百歩譲ゆずって勝ち続けられるとして、仲間たちが大勢死ぬことは変わらない。死の数を忘れるほど疲ひ弊へいした先に、幸せが本当にあるのか？」

「それは──」

「だから俺は戦うことが現実的だと思わない。お前が負ければ、俺はレッドザーネに刃は向むかうのをやめる。なんてことはない。所しよ詮せん、支配者がホワイトノワゼットから、レッドザーネに変わるだけだ」

「レッドザーネの人間に対する扱あつかいは、ホワイトノワゼットとはまるで違うわよ。空そら殻からファームなんかよりずっと過か酷こくな生活が待っているのよ？」

「レッドザーネは人間の扱いが悪すぎるせいで、人間を減らしてしまい困っている。人間の環かん境きようをよくすることで食しよく糧りよう不足が解決するのでは、と俺たちが改善策を提案をすれば、聞き入れることもあるのではないかと思っている」

「それって……魔法少女との共生を目指すってことか？」

　戦わずに済むのならば、魅み力りよく的な話に思えなくもない。けれど斬は大きく首を振ふった。

「違うな。そんないいものじゃない。どんなに取り繕つくろおうと、人間が魔法少女の食糧である事実は変わらない。埋うめようのない溝みぞは埋まらない。魔法少女が人間を人間として見ないことも変わらない。俺が訴うつたえられるのは、飼育環境をもうちょっとマシにしてくれ、その程度のことになる。それは共生とは言えない。それは──」

　斬ざんは、しっかりと岳たけ哉やの目を覗のぞき込み、言う。

「人間に家か畜ちくの宿命を受け入れろ、ということ」

　言うと斬は、視線を逸そらして、岳哉に背を向けた。

「斬は、それでいいのか？」

「いいわけがない。だが、どんなに考えても、そんな未来しか描えがけない俺にはそこが限界なんだ。けれど──」

　背を向けたまま言う。

「お前は俺とは違う。魔ま法ほう少女に立ち向かい、俺の想像をいつも超えるお前なら、真実の意味で魔法少女に勝てるんだろう。皮肉でも世辞でもなく、本気でそう俺は思っている」

　斬は話は終わりだと言わんばかりに、早足で歩き出した。その斬らしからぬ態度を見て、リリィも岳哉の目を覗き込む。

「あたしもそう思ってるわよ」

　そう言ってリリィは微ほほ笑えむと、斬を追いかけていった。

　岳哉は呆ぼう然ぜんと、そんな二人の言葉を受け止めた。

　斬とリリィは信じている。自分自身以上に、岳哉のことを。

「……なんだそれ」

　取り残された岳哉は、独ひとりごちる。

「……買いかぶりだ。どうしてみんな、僕なんだ」

　頭を抱かかえる。自分の背負っているものが重すぎて。

　二人は結局こう言っているのだ。岳哉が失敗すれば、もう挽ばん回かいすることはできない。岳哉が人類の命運を握にぎっていると。

　どうしていつも自分なのか？　ホワイトノワゼットを倒たおそうとしたときも、それどころかそれ以前に麗れい歌かに仕えていたときも、思えば岳哉の行動には、人類の命運が懸かかっていた。岳哉の行動が少しでも違ちがっていれば、多くの人の未来が変わった。いつも最善の結果をもたらしたとは言い難がたい。それどころか最低の結果ばかりだ。

「どうして僕なんだよ……だって僕は……」

　拳こぶしを握にぎりしめる。

「たった一人救いたかったヒトさえも、救えなかったのに」







　わらわらと群がる百の魔法少女たちは、手を出したりしないが、城の敷しき地ちを出ようとすると群がって外に出るのを許さなかった。取り囲む魔法少女たちの表情に真しん剣けんさはなく、冷やかしが混じっているようなそんな態度だ。

　逃にげ道みちは塞ふさがれている。

　レッドザーネの元に向かうのは、岳たけ哉や、リリィ、廉れん早さ、曜よう子この討とう伐ばつ部隊四人になる。命運を決める戦いにこの人数は心こころ許もとないが、だからといって無む駄だに人数を集めたところで、やれることはさして変わらない。むしろ足を引っ張り合うことにもなり得る。

　斬ざんたち第一部隊は、城に入ってすぐの大広間に待機し、彩さい光こうたち第二部隊は庭園に待機し、大勢の魔ま法ほう少女たちの動向を窺うかがうことになった。どちらの部隊も、討伐部隊とレッドザーネとの最終決戦に、横よこ槍やりが入らないようにするのが主な役割になる。

　城の中は、赤い外観と違ちがい落ち着いたものだった。立派な赤いカーペットは、真まっ直すぐに王の間に繫つながっている。岳哉たちは赤いカーペットから外れずに歩いた。

　魔法少女は庭園だけではなく城の中にも何人もいて、岳哉たちを興味深そうに見送った。それは敵を見る様子とは到とう底てい思えず、珍めずらしい国の観光客を見るような感じだ。その証しよう拠こに一人など、なぜか手を振ふっていた。

「……目め眩まいがしそうね」

　曜子が呟つぶやく。

「少なくとも、わたしたちは仲間を何人か殺したはずよ。いくら取るに足りない存在だと見下していたって、腹ぐらい立つものではなくて？」

「そっすよね。少なくともあのモノクロ魔法少女が死んだとき、花の魔法少女は怒おこってたっすもんね」

「あんまり言いたくないけど」

　廉早の言葉に、岳哉は答える。

「レッドザーネがこれから、おつりが出るほどに今までの鬱うつ憤ぷんを晴らしてくれる。そう信じているから、あんな態度なんじゃないか？」

　岳哉がそう言うと、三人は押し黙だまった。

　けれど、間違っているとは思えない。それほどレッドザーネと戦うのは、無む謀ぼうなことだ。

　世界中に特定魔法少女クレヨンズは生息し、その土地を牛耳っている。その数は把は握あくされていないが、日本にいる特定魔法少女クレヨンズは五人ではないかと言われている。そのうちの二人がレッドザーネであり、ホワイトノワゼットだ。

　特定魔法少女クレヨンズは、過去の概がい念ねんで言うと独どく裁さいの王。極きよく端たんに言えばたった五人──いや、ホワイトノワゼットを抜ぬかした四人で、日本中の人間を支配し、餌えさにしているのだ。特定魔法少女クレヨンズ同士は（ホワイトノワゼット以外は）お互たがいに干かん渉しようせず、争ったりはしない。四人で支配しているというよりは、四人がそれぞれ支配している形だ。

　人間を支配する方法は実に単純だった。知的生命体BZを倒たおした後に、魔法少女たちは知性のない怪かい獣じゆうのように破は壊かいの限りを尽つくし、人間社会を立ち行かなくさせただけだ。

　例えば戦略を練り、各国の中ちゆう枢すうを支配すれば、人類が百分の一になるほど殺す必要はなかっただろう。もし魔法少女にその気があるなら、人間との共生もできたはずだ。しかし魔法少女は、そんなやり方をしなかった。

　もし人間を支配するのに、政治的なやり取りをすれば、もっと魔ま法ほう少女は豊かな生活もできただろう。だが、そんなまどろっこしいやり方をしなくても、魔法少女は暴力だけで人間を制圧できてしまった。それがこれだけの人間を失うという悲劇を生んだ。

　暴力の力を証明した一人が、レッドザーネだ。

　好戦的な彼女は、率そつ先せんして人間たちを虐ぎやく殺さつしてきた。傘さん下かの魔法少女に指示したのも含ふくめれば、レッドザーネの人間を殺した数は、数千万人にも及およぶと言われている。その力は、人間に譲じよう歩ほする必要がないと、他ほかの魔法少女に思わせるに十分な影えい響きようがあった。

　あらゆる都市を燃やし尽つくしたレッドザーネは、今でも気まぐれのように、他の街と、そこにいる人間を燃やしている。その虐殺によって人間たちは、魔法少女へ刃は向むかうことは許されないと、何度も認にん識しきさせられるのだ。

　誇こ張ちようではなく、レッドザーネは魔法少女が支配する世界の、重要な構成要素なのだ。

（これから僕らは、世界そのものと戦う）

　両開きの扉とびらを開き、王の間にたどり着く。

　まず目に入ったのは、高い天てん井じようとシャンデリア。玉座の上にある赤い天てん蓋がいの飾かざりには、金きんやダイヤモンドなどが埋うめ込まれている。

　開かれた空間なのにやけに暑い。日差しに晒さらされた暑さというよりは、マグマが迫せまっているような暑さだ。

　陽炎かげろうが空間を歪ゆがませている部屋には、黒いトンボが何匹びきも飛び回っていた。黒いトンボは、一眼から光を伸のばし、生徒たちの映像を映している。斬ざんたち第一部隊や、彩さい光こうたち第二部隊の映像もある。仲間が見張られているだけで、命を握にぎられているような、不ふ愉ゆ快かいな気分になった。

　白い円柱には鳥かごが乱暴に括くくり付けられていた。その中には、赤いインコのようなルセットが、嘴くちばしをテープで留められて入っていた。玉座の横に不均等に、冠かんむりをかぶらされた男の剝はく製せいが並んでいる。

　岳たけ哉やはかつてないおぞましさに襲おそわれている。この部屋の光景にではない。その奥にいる彼女が放つオーラが、岳哉に圧あつ倒とう的なまでの嫌けん悪お感を与あたえているのだ。

（この感覚。喩たとえるなら、熱くなった大量の大だい蛇じやに、全身まとわりつかれているようなそんな感じだ）

「いらっしゃい」

　さて、もうそこから目を逸そらすのも限界だろう。

　玉座にいる、彼女を直視する。




[image: ]

　──レッドザーネ。







　実際の姿は思いの外小さく、そして幼く感じた。立派な玉座にちょこんと収まりが悪く座っているのを見ると、よりそう感じる。

　大人と子供の中間。愛らしい少女。

　けれど、分かるのだ。

　痛いほどに、分かるのだ。

（こいつは数千万の人間の命を奪って生きている、化け物）

　本能が自動的に岳たけ哉やを萎い縮しゆくさせた。頭痛を呼び起こし、体を硬こう直ちよくさせた。

　それが致ち命めい的だった。

　そのほんのわずかな隙すきに──

「────っ!!」

　レッドザーネは、岳哉の至近距きよ離りにまで詰つめ寄っていた。

　鼻が触ふれそうなほど、彼女の顔が近くにある。

　岳哉はバスタード・ソードに手を掛かけようとするが到とう底てい間に合わないし、そんなことをすればレッドザーネに攻こう撃げきされてしまうかもしれない。

　至近距離のレッドザーネの瞳ひとみを前に、岳哉はただただ唾つばを吞のみ込む。

「ぴぴーんっ！」

　突とつ然ぜんレッドザーネは間ま抜ぬけな擬ぎ音おんを口にした。

「ぴぴーんっ、だよ！　やっぱり水み無な月づき岳たけ哉やくんが気になったのは間ま違ちがいじゃなかったっ！　ザーネちゃんの直感が言ってる！　岳哉くんは他ほかの人たちとは違う！　ただ剝はく製せいにして側そばに置くだけじゃもったいないよ！」

　戸と惑まどう岳哉たちに構わず、レッドザーネはダンスを踊おどるように、楽しげにその場をくるくると回った。

「突とつ然ぜんだけどお、岳哉くん、わたしたちのアドバイザーになってくれない？」

「……アドバイザー？」

　まったく意味が分からず、岳哉は聞き返す。

「そう！　わたしたちがどう行動すべきか、アドバイスしてくれる人。なってくれたら、今回侵しん入にゆうした人たちも、住民たちも殺さないであげるよ。人間の生活環かん境きようを良くしろ、って提案するなら、わたしたちに都合が良ければ聞くよ。ねえ、それって岳哉くんにすごい都合が良くない？」

　都合が良い。良すぎるくらいだ。

　けれど、まったく納なつ得とくできない。

「あなたがどうして僕にそこまで譲ゆずる必要があるんだ。人間の言うことを聞くなんて、プライドが許さないんじゃないのか？」

「えー、そんなことないよう。なんかあ、岳哉くんがアドバイスしてくれればあ、わたしたちの生活がより豊かになるような気がするの！　わたしの勘かんがそう言ってるの！　人間の言うがままになるのは論外だけど、わたしの勘に従うことは全然悪いと思わないよ？」

「僕が仲間の魔ま法ほう少女を殺したことを怒おこってないのか？」

「んーそりゃ『友達』を殺されて、むかついてたけどお、岳哉くんを目の前にしたら、そんな気持ちじゃなくなったよねっ！　わたしにとって、岳哉くんをこちらに引き込むことの方が重要なんだよ！　たぶん！」

　岳哉は戸と惑まどった。

　レッドザーネが噓うそを吐ついているようには見えない。目をキラキラさせて、岳哉に期待の目を向けている。

　岳哉はリリィと顔を見合わせた。リリィもレッドザーネの言葉をどう捉とらえるべきか、迷っているのがありありと分かる。廉れん早さなどは、もうこの提案に乗るしかないと言わんばかりの目だ。

　もし岳哉たちを問答無用で倒たおすつもりだったら、こんな甘かん言げんで釣つる必要はない。とっとと戦った方が手っ取り早いと思っているはずだ。

　だからまず間違いなく、レッドザーネは本気で誘さそっている。

　レッドザーネは残ざん虐ぎやくだ。しかしその性質は、無む邪じや気きさ故ゆえでもある。岳哉がきちんと説得し、正しいアドバイスをすれば、一気に魔法少女と人間の和解が進むかもしれない。

（……本当に、そんな都合のいい展開があるのか？）

　レッドザーネの立場から考えてみる。レッドザーネの街の運営は必ずしもうまくいってはいない。人間を殺しすぎているのも要因の一つだ。その現状を打開するために、人間の頭脳は確かにあった方がいい。

（そんなようなことは、斬ざんも言っていた。レッドザーネにもメリットはある）

　魔ま法ほう少女の中には人間の知ち恵えを借りることに反発する者もいるだろうが、レッドザーネなら抑おさえ込めるだろう。

（僕は、魔法少女と和解するつもりはない。けれど、相手を倒たおす方法は、真っ正面から剣けんを突つき刺さすだけじゃない。安心しきったところを背後から刺すのもまた方法だ。内部から少しずつ人間の勢力を広げるよう誘ゆう導どうし、最終的に倒す。それでも僕の目的は達成できる）

　斬ならこの提案に乗るだろう。……いや斬だけではない。誰だれであってもこの提案に乗るだろう。これはレッドザーネが、その精神的未み熟じゆくさ故に、人間たちに見せた隙すきではないのか？

（けれど──）

　岳たけ哉やは決断できない。

（けれど、なんだろう？　このとてつもない違い和わ感は？）

　罠わなであると警けい戒かいしているから？　戦わなくて済んだことに拍ひよう子し抜ぬけしたから？　魔法少女と、表面上とはいえ手を組むことに抵てい抗こう感があるから？

　違ちがう。

　この違和感はそんなレベルではない。

「ああ、だけど、条件があるよ。絶対条件ね」

　レッドザーネは言う。




「ホワイトノワゼットを引き渡して、殺させてね」




　直感だった。

　理由は後付けだった。

　けれど、間違っていない確信がある。

　岳哉はバスタード・ソードをレッドザーネへと向けた。

「あれれ？　なんのつもり？　一応言っておくけどお、少しでも刃は向むかったら今の話はなしにするよ？　敵てき愾がい心しん剝むき出だしの人からのアドバイスなんか聞けないからね」

「水み無な月づきくん、剣を引っ込めなさいよ！　こんなチャンスもう二度とないのよ？」

　曜よう子こにたしなめられるが、もちろん剣は引かない。

「……そうよ岳哉。あたしも決して悪い話じゃないと思うわ」

　リリィまでもそちら側がわに回った。無理もない。それだけレッドザーネの提案は魅み力りよく的だ。

　だが、岳たけ哉やは剣けんを引くことなく、口を開く。

「リリィ。どうしてレッドザーネが僕らを懐かい柔じゆうしようとしているか分かるか？」

「……え？」

「レッドザーネにとって僕らを殺すなんて簡単なはずだ。少なくともレッドザーネはそう思っている」

「だからそれは、岳哉の知ち恵えを借りたいからでしょ？　噓うそを吐ついているようには見えなかったわよ」

「塁るいとボムホーニッヒのことを思い出してくれ」

　突とつ然ぜん出てきた名前に、リリィは眉まゆを寄せる。

「ボムホーニッヒは本気で塁を慕したっている様子だった。けれど、脱だつ出しゆつできると分かった途と端たん、塁を裏切り、魂たましいを食べた。それを卑ひ怯きようだとも思っていない。魔ま法ほう少女とはそういう生き物なんだ。塁は、その死でそのことを僕らに教えてくれた」

　岳哉は視線をレッドザーネへと向ける。

「じゃあレッドザーネの目的はそもそもなんだ？　僕らを倒たおすことか？　……違ちがう。いつでも倒せると思っている僕らのことなどどうでもいいと考えているはずだ。じゃあ自分たちの住んでる環かん境きようを良くしたい？　そうは思えない。レッドザーネは今の生活に、十分満足してる」

「なら目的は……？」

「レッドザーネの目的は、反逆者のホワイトノワゼットを殺すことだよ。ここで僕らを倒して、空そら殻から市を滅ほろぼしても、ホワイトノワゼットは逃にげ延びてしまうかもしれない。だからホワイトノワゼットの引ひき渡わたしを求めた。頼たよっていた人間たちに裏切られ、絶望したホワイトノワゼットを殺す。それがレッドザーネの目的だよ」

　岳哉の話を聞いていたレッドザーネは、きょとんと目を丸くしている。

「まー確かにホワイトノワゼットは絶対に殺したいけどお、岳哉くんにアドバイスを求めたいのは本当だよ？」

　岳哉は唇くちびるを嚙かむ。

　それが信じられれば、どんなに楽だろう。

「僕がここでレッドザーネの提案に乗れば、みんなも喜ぶだろう。もう命を賭かけなくていいし、助かる可能性もあるからね。僕だってそっちを選んで楽になりたい。こうやって剣を向けることで、僕はまた仲間の死を背負わなきゃいけない。僕が原因で、また大切な人が死ぬかもしれない。全ぜん滅めつするかもしれない。それを覚かく悟ごしなければならない。もうそんなのは嫌だ。嫌だ。本当に嫌いやだ！　だけど……これが正しいって、分かってしまうんだ」

「だからあ、わたしは、岳哉くんのアドバイスを聞くって！」

「それはないね。ホワイトノワゼットが死んだ時点で、僕らは魔法少女を殺す手段を失う。そうなればどうせ、僕の意見なんて聞く気もなくなるさ。そうだろう、レッドザーネ？」

　レッドザーネは小さい唇くちびるに人差し指を当てて考える。自分でもそうなったときの想像まではしてなかった様子だ。

「魔ま法ほう少女は成長しない。時間が止まっている。だからあなたも変わらない。そしてあなたは、数千万もの人間を殺したレッドザーネだ。簡単な帰結」

　岳たけ哉やは吐はき捨てる。

「大量虐ぎやく殺さつ兵器が、人間を助けるかよ」

　レッドザーネは唇に当てていた人差し指を離はなし、微ほほ笑えんだ。




「──ま、そうかもね」




　それを聞いたリリィは『烈れつ』のエンジンを掛かけた。廉れん早さも続き、『烈』のエンジンを掛ける。曜よう子こも諦あきらめたように溜ため息いきを吐つくと、クロスボウに矢をセットした。

　レッドザーネは岳哉たちを横目で見ると、「あーあ」と腕うでを上げて体を伸のばす。

「残念だなあ。岳哉くんが好みだっていうのは本当だったのにな。ま、岳哉くんが従わないことなんて分かってたけどね。目を見ればピピーンとくるよっ。でもでも、ついついこんな話をしちゃったよね。好みだから少しでもお話ししておきたかったし」

　レッドザーネは飛び退のいて、玉座に座る。

「だって、わたしが手を出したら、一いつ瞬しゆんで終わっちゃうから」

　レッドザーネは玉座に座ったまま、人差し指を岳哉たちに向かって差し出す。

　レッドザーネの指先に魔力が凝ぎよう縮しゆくされ、サッカーボールほどの炎ほのおの塊かたまりが形成されていく。

「【お姫様の炎Ａ弾けろマカロン】」

　ウインクと同時に、発射。

　音速の炎の大たい砲ほう。一瞬で岳哉の頭の横を通り過ぎ、髪かみと耳たぶを焼き、床ゆかの大理石に大穴を開ける。もし岳哉がとっさに頭を横に動かしていなければ、首から上はなくなっていただろう。

（……冗じよう談だんじゃない。視し認にんさえも難しい速度でこの威い力りよく……！）

　かろうじて避よけられたのは、この魔法についてはウサコロが知っていて、聞いていたからだ。もし聞いていなければ、岳哉はすでに死んでいた。

　特定魔法少女クレヨンズ、レッドザーネ。他ほかの魔法少女とは魔力の底が違ちがう。

　けれどその攻こう撃げきさえも、レッドザーネにとっては戯たわむれに過ぎない。レッドザーネはまた指先に炎の塊を作り出す。それも一つではない。両手の数だけその巨大な塊が形成されていく。

　合計、十発。

（ふざけるな……。こんなの避けられるはずもない！）

　至近距きよ離りからの砲ほう弾だんを、十発連続で避けろと言われているようなもの。そんなことは人間にはおよそ不可能だ。

　こんなにも簡単に戦いは終わる。岳たけ哉やたちはレッドザーネを玉座から動かすことさえできない。

　レッドザーネはあとは炎ほのおの塊かたまりを指から放てばいい。けれど、どういうわけかレッドザーネは指先から炎の塊を消した。

「あーん！　やっぱり【お姫様の炎Ａ弾けろマカロン】を使ったら、城が壊こわれちゃう！　見てよ、一発だけでわたしのお城に穴があ！　材料集めだけで大変なのにい！」

　左頰ほおを手で押さえて、唇くちびるを尖とがらせる。

「……ねえ、いくら暴れてもいい魔ま法ほう空間をすぐ作るから、そこで戦わない？」

　恐おそるべき事に、レッドザーネは本気で言っている。

「……そんな提案に従うわけないだろ」

「えー、いじわるっ！　いいの？　そんなこと言ったら、ほらカメラに映っている人間を殺しちゃ──って」

　レッドザーネはある一つの映像に目を止め、口をあんぐりと開く。

「ああ！　ギフトクラリフィエ、何をやってるの！」




（──来た！）

　隙すき。

　岳哉たちが求め続けた隙。

　ポイズンモンブランがいない現状では、元より勝機は、レッドザーネが隙を作ったときにしかないと岳哉は考えていた。仮に隙が生まれることがなければ、敗北確定だと覚かく悟ごしていた。

　それは無む謀ぼうな賭かけにも思える。しかし、レッドザーネの性格的に、隙が生まれる可能性は決して低くはなかった。

　そして岳哉はこの賭けに勝った。今まさにここにある好機！

「廉れん早さ」

「ああ！」

　廉早がショートソードを構え、『烈れつ』で発進する──のであれば、わざわざ声を出すことでレッドザーネに気付かせない。声を上げたのは、レッドザーネの目を引きつけるため。

　実際に声の瞬しゆん間かん放たれたのは、曜よう子このクロスボウの矢だった。静かな風切り音を立てて、矢はレッドザーネの太ふと股ももを目がけて飛んでいく。

「お、っと！」

　レッドザーネの反応は遅おくれはしたが、矢を避よけられないほどではない。レッドザーネはほぼ反射的に、空中に跳はね上がって、足を狙ねらう矢を避けた。曜子は続けて矢を放ったが、レッドザーネの体には当たらず、壁かべに深く突つき刺ささる。

「あはっ、下手くそ！　──って！　え！」

　元よりクロスボウでの攻こう撃げきはフェイント。

　レッドザーネの目に入ったのは、魔ま法ほう少女が支配した世界ではほとんど見ることがなくなった武器。

　しかし岳たけ哉やはこの武器に慣れ親しんでいる。麗れい歌かの屋や敷しきに何丁かあり、空そら殻からファームに入る前から、岳哉が街の秩ちつ序じよを乱す暴漢たち相手に使ってきたからだ。レッドザーネとの戦いで使えると踏ふんでいた岳哉は、不意を突つくためだけに、グラビティミントとの戦いでも温存していた。

　自動式拳けん銃じゆう、ベレッタ92ＦＳ。

　この武器では直接魔法少女は殺せない。だが瞬しゆん間かん的に部位を破は壊かいすることはできる。目を潰つぶせばしばらく視界をふさげるし、頭を潰せば数秒は自在に動けない。

　そして、レッドザーネはこの弾だん丸がんを避よけられない。

　レッドザーネは跳とんでいる。曜よう子こがまず足あしを狙ねらったのは、レッドザーネを跳ちよう躍やくさせるためだった。

　四連射。

「わあ！」

　避けられないレッドザーネは腕うでで頭を庇かばう。銃弾四発は、腕の中に吸い込まれ、頭にダメージを与あたえることはできなかった。

　けれど、

（──十分だ！）

　レッドザーネの元に、『烈れつ』で加速した廉れん早さが迫せまる。レッドザーネは腕で頭を庇ったことで、視界を一瞬失っていた。

　おかげで廉早の動きに気付くのが遅おくれる。

　だけどそのことでレッドザーネは慌あわてたりしない。

「……ってか、直線的な動きでわたしに当てられるわけないし！」

　指先に炎ほのおの塊かたまりが形成される。

「え……？」

　だがすぐにレッドザーネは意表をつかれることになる。なぜなら『烈』の加速では曲がることはできないのに、廉早の動きは直線的なものではなかったからだ。廉早は、時速八十キロの速度を保ったまま浮き上がる。

　レッドザーネはついぞ気付けなかった。曜子が二発目以降に放ったクロスボウの矢の後ろには、ピアノ線が繫つながっていた。矢から曜子の手元までピアノ線はピンと張っている。廉早はそれを摑つかみ、浮き上がったのだ。

　しかし、言葉で言うほど簡単なことではない。廉早はバランスを崩くずし、体を九十度回転させてしまう。しかし、手に持ったショートソードに力を入れるのは忘れない。落下しながらも、レッドザーネの心臓をショートソードで狙ねらう！

　同時にリリィが『烈れつ』で発進する。もし廉れん早さが心臓への攻こう撃げきを外しても素す早ばやく対応し、サポートするためだ。岳たけ哉やも、次の弾たまを撃うつ準備ができている。

　しかしその必要はなかった。

「……あ！」

　廉早のショートソードの刃は先さきは、確実にレッドザーネの心臓上部に当たったからだ。このまま自じ重じゆうで押し込めば、レッドザーネの心臓に突つき刺ささる。

　岳哉は構えていた拳けん銃じゆうを下ろす。

（…………や、った！）

　おそらくたった唯ゆい一いつの、レッドザーネの心臓へと届く攻撃だった。レッドザーネの甘かん言げんに惑まどわされていれば届かなかった攻撃。レッドザーネが油断してくれなければ届かなかった攻撃。誰だれかがわずかにでも失敗すれば届かなかった攻撃。あらゆる幸運の積み重ねで、一撃は届いた。

　しかし、けして奇き蹟せきではない。

　岳哉の殺意までも生み出す執しゆう念ねんが、ここまで導いたのだ。

　多くの仲間たちの犠ぎ牲せいを覚かく悟ごし、責任を放ほう棄きせず、すべてを尽つくして、そうしてようやくレッドザーネの心臓までたどり着いた。

「これが、人間の、力だ！」

　もう何も策はない。

　やり尽くした。

（個ではなく、群ぐんの力。それが魔ま法ほう少女にはない、人間の力だ。その一つ一つの力は弱くても、結束すればその力はときに、特定魔法少女クレヨンズのレッドザーネの力さえも上回──）




　──らない。

「はい。お疲つかれ様」

　無傷。

　圧あつ倒とう的な力を前に、塵ちりはいくら集まっても塵だった。




「そもそもわたしには触ふれることができないよ」




　無意味だった。

　策も、執念も、犠牲も、覚悟も、レッドザーネの魔力の前には無意味だった。

　心臓を貫つらぬいたと思ったショートソードは、刃先がまるでレッドザーネの体を避けるようにねじ曲がって届かない。

「【お姫様の炎Ｂ塗りたくった生クリーム】」

　レッドザーネの体が、赤く発光している。

「わたしの体がまとう熱は、すべての物理攻こう撃げきを受け付けない」

　ひしゃげた四つの銃じゆう弾だんが落ちる。岳たけ哉やが放った銃弾も、レッドザーネには当たっていなかった。

「……そんなの、ありかよ」

　物理攻撃が効かないのであれば、そもそも岳哉たちに攻撃手段はなかったことになる。

　何をやっても無む駄だだったことになる。

「ありも何もこれが現実でっす！」

　レッドザーネは聞き分けの悪い子供に教えるように、ゆっくりと言い放つ。

「魔ま法ほう少女に敵かなわないのが現実でっす！」

　レッドザーネは廉れん早さの首を摑つかむ。

「う、あああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　廉早の首から煙けむりが上がっている。

「分かる？　わたしが超ちよう手加減してるの。やろうとすれば、一いつ瞬しゆんで全身燃えるからね。お姫ひめ様の慈じ悲ひだよ。最後にね、誰だれかに向けて喋しやべっていいよ」

　廉早はゆっくりこちらを見た。いや、廉早は曜よう子こを見ていた。

「さあ！　一言どうぞっ」

「……姐ねえさん」

　廉早は唇くちびるを震ふるわせて、しかし最後の強がりでわずかに微ほほ笑えんで言った。

「またおっぱい触さわっていいかな？」

「はい。ちょっとおもしろかったです。【お姫様の炎Ｃシヨートケーキ消失事件】」

　廉早の体は炎えん上じようする。『烈れつ』で特とつ攻こうしたときに浮いていたのか、熱風で飛ばされたトレードマークのキャップだけが地面に落ち残った。

　他ほかはすべて、灰になった。

　何もなくなった。

「廉早あああああああああああああああああああああああああああああ」

　曜子は右脚あしに装着していた隠かくしナイフを取り出し、レッドザーネに向かって駆かけ出す。「やめろ！」と岳哉は叫さけんだが、曜子は聞かず、愚ぐ直ちよくに突とつ進しんする。

　レッドザーネは一カロリーさえも消費しないと言わんばかりに、微び動どうだにせずに特攻する曜子を見守る。涙なみだを溜ためた曜子は、欠けてしまいそうなほどに強く歯を嚙かみ締しめている。その顔が面おも白しろいのか、レッドザーネはせせら笑った。

　転がりそうな勢いでレッドザーネに詰つめ寄った曜子は、その心臓にナイフを突つき立てる。

　しかしナイフは、むなしくひしゃげて届かない。命がけの特攻も、何の意味もなさない。その結末に曜子が動きを止めると、すかさずレッドザーネは曜子の首を摑つかみ、持ち上げ、体を浮かせた。

「う、ああ…………」

　うめき声を上げる曜よう子この首元からは、煙けむりが立ち上っている。

　殺される。

「……もう、やめてくれ……」

　岳たけ哉やは思わず呟つぶやく。

　また岳哉の決断のせいで仲間が死んだ。廉れん早さが死んだ。岳哉はまた間ま違ちがえたのだ。どう足あ搔がいても敵かなわない相手に、仲間の命を差し出してしまったのだ。そして今、曜子も殺されようとしている。

　曜子は苦しみながらも、レッドザーネの首に手を伸のばす。しかし力が入らないのか、首を絞しめるまでにはいかず、弱々しく触れるだけ。

「せ、めて……一いつ矢しを報むくい、て──」

「あはは、無む駄だ無駄」

　岳哉は思わず膝ひざを突ついた。

　どの選せん択たくをすればベストだったのかは分からない。正しい選択なんてそもそもなかったのかもしれない。

　それでも、この結末は、岳哉のせいなのだ。

（なんでもいい……なんでもする……だからもう、これ以上僕の仲間を、家族を──）

　そんな岳哉を見て、レッドザーネは微ほほ笑えみを浮かべる。

「ねえ、岳哉くん。わたしのアドバイザーになる？」

「!!」

　それはあまりに魅み力りよく的な提言。

「なる！　なるよ！　僕はなんでもやる！　だから曜子を……みんなを見逃のがしてくれ!!」

「ふうん。アドバイザーになってくれるんだ」

　レッドザーネは機き嫌げんがよさそうにニコニコ笑う。

「まあでもお……」

　レッドザーネは笑ったまま、言い放つ。




「それとこれとは関係ないから、この女は燃やすね」




　その声と共に、曜子の体は、取り返しが付かないほどに炎えん上じようした。

「あ、ああ…………」

「今回はちょっと火力を抑おさえてみました」

　レッドザーネに手を離はなされた曜子は、苦しそうにうめき声を上げながらよちよちとその場を歩き回る。そのうめき声はほとんど言葉を成していないが、こう言っていた。

「熱い……熱い……熱い……熱い……熱い……熱い……熱い……熱い……熱い……熱い……熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱い熱いいいいいいい!!」

　ついにうめき声さえ上げられなくなって、曜よう子こは倒たおれる。戦いが誰だれよりも嫌きらいな曜子を、岳たけ哉やが駆かり出し、そしてこの結果を招いた。曜子は元の皮ひ膚ふの色が見えないほどに黒くろ焦こげになっている。全身を焼く苦痛は、一いつ瞬しゆんで燃やされるよりよっぽど酷ひどいはずだ。

　曜子は物言わぬ黒い塊かたまりとなる。あれで生きている人間がいるはずもない。

「さて、ここでクイズでっす！」

　膝ひざを突ついている岳哉の元に、黒いトンボが回り込んだ。黒いトンボは目から光を放ち、映像を映す。その場所は、さっきまでいた、城の前の庭園だ。そこには彩さい光こうたち第二救出部隊と、有う象ぞう無む象ぞうの魔ま法ほう少女たちがいまだ集まっている。

「この魔法少女たちはわたしが集めました。では、一体どういう名目でこれだけの人数を集めたのでしょうか？　ヒントは、魔法少女は楽しいことでしか集まりませんっ！　解答時間は五秒！　はい、スタート」

　岳哉の思考は停止していて、何も考えられない。空っぽの頭に、レッドザーネのカウントダウンだけが響ひびく。

「ブー、タイムアップ」

　レッドザーネはくるりとその場で回る。

「これから正解の映像をお目にかけます。あ、その前に、わたしの魔法、【お姫様の炎Ｄどこでもホツトケーキ】を説明するね。この魔法は特定のポイントにいる対象を、燃やすことができる魔法です。事前に三十カ所に配置できて、わたしがどこにいても作動することができます。便利な分、そこまで強い炎ほのおは作れないけど──」

　レッドザーネはウインクをして、指を鳴らす。すると映像の中の女生徒の顔から、炎が立ち上がる。

「人を燃やすには十分っ」

　その女生徒だけでなく、第二救出部隊の生徒たちが次々と燃え始める。リーダーの彩光の体も燃え始める。生徒たちはパニックになっているが、魔法少女たちの様子は変わらない。悲しむわけでもなく、ケラケラ笑うのでもなく、変わらず談笑し、そしてわずかに期待に顔を緩ゆるませている。

　初めに燃えた女生徒が、ついに倒たおれた。こんがりと焼かれた体は、廉れん早さと違ちがい原形を留とどめていた。まだ胸は上下に動いている。虫の息ではあるが命はあるようだ。本来は助かりようがない外傷だが、【全能への集約マシユマロを膨らます】の効果があれば、命を取り留めるかもしれない。

　しかしそんなことは魔法少女たちには関係なかった。先ほどまで静観していた魔法少女たちは、砂糖菓が子しに群がる蟻ありのように、一いつ斉せいに女生徒に集まり始めた。一人の魔ま法ほう少女は、女生徒の腕うでに齧かじり付く。肉を喰くいちぎる。くちゃくちゃと咀そ嚼しやくする。

　他ほかの魔法少女も、女生徒に齧り付く。腕、脚あし、腹、胸、頰ほお──その全身の肉を魔法少女たちは喰いちぎり、咀嚼している。

　そう、魔法少女は──女生徒を喰っていた。

「う、う…………」

　その光景に、リリィが思わず口元を押さえてえずいた。

「そう、クイズの正解は──」

　レッドザーネは優やさしく微ほほ笑えんで言った。




「焼肉パーティ」




　そこにある肉は一つだけではなかった。魔法少女たちは他の焼かれた生徒にも食らいつく。まだ意識のある者もいたが、魔法少女たちにとってそれはどうでもいい。重要なのはおいしそうかどうかだ。生焼けレアでも構わないのだ。

　自分たちを家か畜ちくだと思い知らせる行こう為い。侮ぶ辱じよくに次ぐ侮辱。途と方ほうもない隔へだたり。

「やめろ…………」

　がじり。がじり。くちゃくちゃくちゃくちゃ。がじり。がじりがじり。じゅるくちゃくちゃくちゃ。くちゃ。がじりがじり。くちゃくちゃ。くちゃくちゃくちゃくちゃくちゃくちゃ。

「やめろおおおおおおおおおおおおお!!」

　しかし黒いトンボは映像を映し出すだけの一方通行だ。岳たけ哉やの絶ぜつ叫きようは人間を喰い荒あらす魔法少女たちに届かない。その代わりに、別の黒いトンボがまた岳哉の前に現れ、違ちがう映像を映した。

　そこには農作業をしている住民を逃にがそうと動いている生徒たちがいた。第三救出部隊だ。

「……まさか」

　岳哉の嘆なげく声に応こたえるように、レッドザーネはウインクして、指を鳴らす。

「【お姫様の炎Ｄどこでもホツトケーキ】」

　ぼう──と、第三救出部隊の生徒たちの体は炎ほのおに包まれた。突とつ然ぜん自分の体が燃え上がったことを理解できず、呆ぼう然ぜんとしながら苦しみ、死んでいく。

「う、ああ、あああ…………」

　また仲間が死んでいる。

　レッドザーネが指を鳴らすだけで、大切な人たちはいくらでもゴミ屑くずのように燃えて、死ぬ。

（こんな……こんなことがあっていいのか。僕にとって大切な人たちが、尊いはずの命が、手て抜ぬきの魔法で、冗じよう談だんのように死んでいく。……それだけ差があるのか？　人間と魔法少女の命には、それだけの格差があるのか？　じゃあ、刃は向むかおうとすること自体が罪なのか？　だとしたら僕はもう──）

　のしかかる。

　現実という名の絶望。

（僕はもう、戦いたくない）

「岳たけ哉やくん」

　レッドザーネがささやきかける。

「もうわたしに刃向かう気持ちはなくなった？」

　岳哉は無意識にこくこくと頷うなずいていた。壊こわれたロボットのように頷き続けていた。

「じゃあ……裸はだかになって、土ど下げ座ざして、自分を剝はく製せいにしてくださいって言って」

　岳哉は言われたままの行動を取った。裸になって、土下座して、自分を剝製にしてくださいと言った。リリィが見ていることなど関係なかった。

　レッドザーネは裸になった岳哉を見て、口を大きく開いて笑う。

「どうしよっかなあ？　アドバイスしてもらうか、王子様として剝製にするか迷うなあ。……あ、そっちの女の子は、わたしの好みだからメイドにしてあげるね！　岳哉くんは……ホワイトノワゼットを殺してから決めようかな……？　まだ魔ま力りよくが渦うず巻まいているの感じるから、しぶとく生きてるみたいだしあいつ」

　レッドザーネは岳哉の足あし下もとに、この城に不ふ釣つり合あいな、派手な水色の扉とびらを作る。

魔力で空間を作ったのだろう。レッドザーネが許可しない限り、抜ぬけ出せない完全な密室。

「岳哉くんは、決定するまでここに入ってて」

　体の中に針金を仕込まれたように、岳哉は自由を奪うばわれていた。指示通りに扉を開けるしかなかった。

「岳哉……！」

　リリィの言葉は聞こえても、自動的に動く自分を岳哉は止められない。

　自分がこの扉の向こうに逃にげたら、リリィはどうなるのだろう？　けれど、疑問が浮かぶだけでそれ以上は何も考えられない。思考は停止している。

　岳哉はただ、小さく誰だれにも聞こえない位の声で呟つぶやいた。

「もういいかい……」

　しかし、それに対する返事は聞こえなかった。

　だから岳哉はその水色の扉の向こうに、自分から堕おちていった。




　　　　　　４




　ポイズンモンブランの視界は、暗黒に覆おおわれていた。包帯の魔法は視界だけでなく、五感すべてを大きく鈍にぶらせ、魔ま法ほうを使うことを許さない。

（なんてマヌケなの。こんな魔法に捕つかまり、岳たけ哉やの側そばから離はなれてしまうなんて。このままでは、何もかも破は綻たんしてしまうわ）

　ポイズンモンブランは歯を嚙かみ締しめようとしたが、それさえもこの包帯の中ではできない。

（私がレッドザーネの元にたどり着けば、岳哉たちも仲間も、危険に晒さらされることはなかったのに、なんてこと。もしかして岳哉は殺されてしまったかもしれない。だとしたら、私はなんのためにここまで来たの？　私の計画通りできれば──ホワイトノワゼットを差し出すことができれば、何もかもうまくいったはずなのに）

　ポイズンモンブランの本当の作戦は、レッドザーネにホワイトノワゼットを差し出し、見逃のがしてもらうことだった。むしろ積極的にホワイトノワゼットを殺そうとしていた。ホワイトノワゼットの懸け念ねんは当たっていたのだ。

　ホワイトノワゼットが死んでしまえば傘さん下かのポイズンモンブランも死ぬ。しかし、その前にレッドザーネに傘下に入れてもらうよう頼たのめばいい、ポイズンモンブランはそう考えていた。

　しかし、計画通りにはいかない。岳哉と二人で乗り込むのは、秀しゆう平へいによって阻そ止しされた。それでもレッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに乗り込むことはできたが、こうして拘こう束そくされまた失敗した。

　レッドザーネはポイズンモンブランの【猛毒粉塵どくどくフラワー】を警けい戒かいし、遠ざけたのだろう。自分は殺されるか、最低でもこの案件が片付くまでは、身動きできないまま終わる。そう覚かく悟ごしていた。

「……え？」

　けれど、どういうわけか包帯はほどかれた。

　彼女の視界は開かれる。

（ここは──）

　小こ綺ぎ麗れいで歴史もありそうな洋館だった。頭上にはカーテンがあり、自分が天てん蓋がい付きのベッドに寝ねかされていることが分かった。

　そんな自分を覗のぞき込んでいる二つの顔がある。一人は自分を捕とらえたナース服のような魔法少女。そしてもう一人は──

「ギフトクラリフィエ……」

　魔法少女にしては大人びていて、妖よう艶えんな雰ふん囲い気きのある彼女。鬼おに崎ざき暦れきや安あん楽らく朽くち苗えという怪かい物ぶつを生み出した、他ほかの肉体を乗っ取らせることができる魔法少女。

「生きていたのですか？」

　ギフトクラリフィエは、ポイズンモンブランの言葉に唇くちびるを尖とがらせる。

「生きていたって、どういうことかしらあ？　どうしてそんなことを聞くの？」

「ええと……安楽朽苗があなたは死んだって言っていたからなのです」

「ああ、なるほどねえ。でも、それ噓うそよ」

「噓、ですか？」

「朽くち苗えちゃんがどう出るか見たかった、ザーネちゃんの噓ね。朽苗ちゃんをどう扱あつかうか、迷っていたみたいだから」

「そうなのですか。……でも、魔ま法ほう少女の魂たましいを喰くわせたことで、レッドザーネは怒おこっていたとも聞いたのです」

「うん……。【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】をセイバーレザンに使っちゃったことは、ザーネちゃんにすごく怒られたよう。けど、いくら怒っても、ザーネちゃんは『友達』を処しよ刑けいしたりはしないわあ」

　レッドザーネは想像以上に傘さん下かの魔法少女には甘いらしい。

「その代わりに、戦せん闘とうは得意じゃないのに、ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに行かされたけどねえ。それが罰ばつなのかな。あたしは痛いのは嫌いやだから、戦わずに、撤てつ退たい命令が出たらすぐに帰ったわ」

「そうだったのですか……」

「……ところでそんな、ポイズンモンブランみたいなしゃべり方はしなくていいわよう。あなたの柄がらではないでしょう？」

　ギフトクラリフィエは言う。

「そうでしょう？　魔法少女──ヒュプノピズムフロート」

「…………演技というわけじゃないのです。あなたの【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】は、魂たましいを奪うばう魔法です。感覚としては、肉体を奪うというよりは同化に近いのです。だからこのしゃべり方は、やろうとすれば自然にできるのです」

　実際に岳たけ哉やたちに話した、人間への仲間意識は噓ではなかった。その気持ちは、ポイズンモンブランだったときに彼女が抱いだいていた本心だ。

「だけど、あなたが用事があるのは、『ヒュプノピズムフロート』の方なのですね」

「んーそう。だからその口調をやめて。ガスマスクも取ってね」

（……まあ、岳哉たちやホワイトノワゼットがいない場で、演じる必要もないか）

　ポイズンモンブランはマスクを外す。マスクの下には、乗っ取ったポイズンモンブランの顔がある。

「まったく、息苦しいったらないわね、このマスク」

　その表情は、少女の顔には不ふ釣つり合あいな、酸すいも甘いも嚙かみ分けたような大人の表情だった。知性を感じさせる視線の鋭するどさに、余よ裕ゆうどころか不ふ遜そんささえも感じ取れる泰たい然ぜんとした態度。凡ぼん百ぴやくの魔法少女とは違ちがう存在感がそこにはある。

　それが岳哉たち人間どころか、ホワイトノワゼットにまで隠かくしていた、彼女の本性。

「それでいいわあ」

　二人のやり取りに、ナース服の魔ま法ほう少女が割り込む。

「クラリフィエ。この人。スパイ。本当？」

　それが癖くせなのか、カタコトのようなしゃべり方で、ギフトクラリフィエに尋たずねる。

「そうよう。ホワイトノワゼットの正体を摑つかむために、敵側がわにいるポイズンモンブランの体を乗っ取ったのお」

「聞いてない。レッドザーネからは。なぜ？」

「だってザーネちゃんにはこのことを言ってないもの。また魔法少女に【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】を使ったことを言ったら、怒おこられちゃうかもしれないでしょう？」

　それで納なつ得とくしたのか、ナース服の魔法少女はポイズンモンブランに顔を向けた。

「わたしは。命令された。レッドザーネに。あなたを捕とらえろと。しかし。それとは別に。連れて来いと言われた。クラリフィエに」

「どうしてあなたは主人であるレッドザーネではなくて、ギフトクラリフィエの言うことを聞いたの？　無視してもよかったのでは？」

「うふ、それはもちろん成果を上げたいからよね？」

　ポイズンモンブランは首を傾かしげる。

「成果？　そんなものが必要なのかしら？」

「それはそうよう。ザーネちゃんはね、傘さん下かの魔法少女を平等に扱あつかうわけではないのよ。お気に入りの『友達』は側そばに置くし、パーティにも呼ぶけれど、役に立たなかったり、好みじゃない魔法少女には、めんどくさい仕事をさせたりするの。あたしはお気に入りだったけど……さっきも言った通り、魔法少女に【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】を使ってから、ちょっと立場が悪くなったの。だから──」

「ホワイトノワゼットを殺して、手て柄がらをせしめて、立場をよくしようとしているのね」

　ポイズンモンブランはホワイトノワゼットの人間時の姿を知っている。ギフトクラリフィエは、その情報を頼たよって、ホワイトノワゼットを殺すか、レッドザーネに差し出すかして、成果を上げようとしているのだろう。

（なるほど、そうなると私がすべきことは──）

　ポイズンモンブランは素す早ばやく決断した。迷いさえしなかった。

「うふ、あたしの魔法でホワイトノワゼットの元に忍しのび込ませてあげたのだから、恩を返してくれるわよね」

「そうね」

　返事をするや否いなや、ポイズンモンブランは、ナース服の魔法少女の口に、まるで赤ん坊にミルクを飲ませるがごとく自然に指を入れた。

「【凝固猛毒どくどくクツキー】」

　即そく死しさせる魔法を使われたナース服の魔法少女──バンテージフィグは、状じよう況きようをまるで理解することなく死んだ。砂になって、その場に散らばる。

「……え？」

　ギフトクラリフィエは呆ぼう然ぜんとする。ポイズンモンブランは間かん髪はつ入れずに次の魔ま法ほうを唱えた。

「【猛毒粉塵どくどくフラワー】、あなたは十分後に、確実な死を迎むかえる」

　すぐさまギフトクラリフィエの体に紫むらさき色が混ざり始める。ギフトクラリフィエは自分の手の甲こうにできた紫の斑はん点てんを見て、目を大きく見開く。

「な、何？　なんでえ？」

「口くち封ふうじする必要があるからよ」

　まだそれでも分からないようで、ギフトクラリフィエは口をポッカリ開けて、ポイズンモンブランを凝ぎよう視しする。

「あなたごときにホワイトノワゼットを差し出させるわけにはいかないわ。レッドザーネにホワイトノワゼットを差し出すのは、私でなければ意味がない。……いえ、状じよう況きようは変わっているわね。ホワイトノワゼットを殺すことはもうできないでしょうね」

　ポイズンモンブランは、ホワイトノワゼットがどう動くかを知っていた。しかし、今は彼女が生きていることしか分からない。

　ポイズンモンブランの説明を、ギフトクラリフィエは聞いていなかった。紫色の斑点が広がっていくのを見て、パニックになっている。

「……何？　あなた、なんなの？　こんな躊ちゆう躇ちよなく仲間を殺せる魔法少女なんて、あたし知らないわ！」

「そうでしょうね。私は魔法少女ではないもの」

「あなたは魔法少女、ヒュプノピズムフロートでしょう!?」

「そんな魔法少女は存在しない。私があのときその場で付けた、適当な名前なのだから」

　そうしてポイズンモンブランは、魔法少女を殺した直後だというのに、平然と柔やわらかい微ほほ笑えみを見せる。

　それは、彼女の特異な境きよう遇ぐうが作り上げた、支配者の笑み。

「私の名前は──」

　その表情。岳たけ哉やが見ることがあれば、一いつ瞬しゆんでその正体を見抜ぬくだろう。だから、岳哉や斬ざんの前では、彼女は無表情でしかいられなかった。

　ポイズンモンブランは、人間だった頃ころの名前を、口にする。

「──伊い集じゆう院いん麗れい歌か」







　それは麗歌が人間である最後。岳哉が第十八クラスの教室にホワイトノワゼットを監かん禁きんし、殺そうとしていた頃のことだ。

　岳たけ哉やの行動は、麗れい歌かにとって望ましいものだった。聡そう明めいな麗歌も、そのときはまだ、ホワイトノワゼットが自分たちを護まもっていると分かっていなかった。だから岳哉同様に、ホワイトノワゼットを本気で殺そうとしていたのだ。

　生いけ贄にえに選ばれても、麗歌はまるで自分の命を諦あきらめたりしていなかった。岳哉が目立つ行動をしている裏で、着々と自らの【ファミリー】を増やし、反逆を進めていた。少なくとも生贄をうやむやにすることぐらいは麗歌にとっては容易だった。

　しかし、事態は麗歌たちにとって想定外の動きを見せた。ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーが破られ、レッドザーネ傘さん下かの魔ま法ほう少女が襲おそってきたのだ。

　麗歌が所属する第一クラスの教室は一階にあり、被ひ害がいは特に大きかった。氷を使う魔法少女や、糸を使う魔法少女が現れ、生徒たちを玩具おもちやで遊ぶように殺していた。ボムホーニッヒの青い蝶ちようも飛び回っていて、生徒たちを爆ばく死しさせていた。

　麗歌はすぐに察する。空そら殻からファームの中でも、とりわけ戦せん闘とう力の低い自分が生き延びられる可能性は、このままでは限りなく低い。

　しかも同時に、麗歌はあることに気付いた。これは鬼おに崎ざき暦れきによって、導かれ、仕組まれた状じよう況きようだ。万が一自分が魔法少女から逃にげ切れても、鬼崎暦はこの混乱に乗じて自分を殺す可能性が高い。彼が常々、自分を疎うとましく思っているのは、敏びん感かんに察していた。

　つまり、何もしなければ死はほぼ確定してしまう。

（どうしたら逃のがれられるの？）

　鬼崎暦はもう自分を殺すことを決断してしまった。鬼崎暦を先に殺さなければならない。だが、どうやったらあの怪かい物ぶつにそれができる？　もちろん何より大切な【ファミリー】を犠ぎ牲せいにする気は毛もう頭とうない。

（なら──）

　そして麗歌が出した結論は、常人には思いつかない発想だった。

（──魔法少女を利用する）

　命がけで逃げ惑まどいながら、麗歌は利用できそうな魔法少女を捜さがしていた。話を聞く前に、攻こう撃げきしてきそうな魔法少女は論外だ。人間の命を尊重している魔法少女がいれば話ぐらいはできそうだが、そんな魔法少女の存在を期待はできない。ならば、あまりこの作戦に乗り気でない、やる気のなさそうな魔法少女を捜そう。そういう相手なら何か足がかりがあるかもしれない。

　うまく行く自信はない。その時点で空殻ファームは、いつ終わるか分からない虐ぎやく殺さつの最中さなかにあった。麗歌は逃げ回るだけで精せい一いつ杯ぱいだった。ときに【ファミリー】の仲間が身代わりになってくれた。

　だけど、この状況を救える人物は、麗歌には一人しか思い浮かばなかった。

（岳哉、早く現れて。あなたなら、私をきっと、助けられる）

　しかし岳哉は、麗歌の元に現れることはなかった。麗歌の選せん択たく肢しはどんどん減り、追いつめられていく。けれどなんとか、やる気のない魔ま法ほう少女を捜さがし出すことができた。

　戦わずにぼうっとしていた魔法少女──ギフトクラリフィエを。

　麗れい歌かは直感的に、視し聴ちよう覚かく室にいる、この魔法少女しかいないと感じた。麗歌は部屋に入り、ギフトクラリフィエに声を掛かけた。

「……あなた、私を助けて」

　ギフトクラリフィエは人間からの予想外の言葉に、目を丸くした。

「何を言ってるのかしらあ？　あたしは立場上、あなたを殺さないといけないのよう？」

　麗歌は内心「それはそうよね」と思いながらも、必死に次の発言を考える。なんとかこの魔ま法ほう少女を騙だまさなければいけない。一つ会話を間ま違ちがえれば、いくら好戦的には見えない魔法少女でも、立場上自分を殺すしかなくなるだろう。

（魔法少女が容易に殺すことができない相手。それを演じれば、すぐには殺されない）

　ならばこう言うしかない。

「私は魔法少女よ」

　突とつ飛ぴでとんでもない噓うそを、彼女は平然と言った。堂々としていられるのは、今まで【ファミリー】の当主として身に付けた、はったりの技術だ。けれど、どうしたらごまかしきれるかは、まだ何も考えていない。

「……？　何を言っているのかしら？」

「私は変身を解いて、人間の姿をしている魔法少女よ」

　無む謀ぼうな言葉の綱つな渡わたり。だが、もうこの流れで行くしかない。彼女は内心気を揉もんでいることをおくびにも出さず、堂々と噓を吐つき続ける。

「あなたが魔法少女？　残念だけどそうは見えないわあ。だって魔力をまったく感じないもの。変身を解いていても、魔力がすべて消えるわけではないでしょう？」

「食しよく糧りようを口にしていないのよ。それでかなり弱っているの。……ホワイトノワゼットに魂たましいを食べないように強要されているのよ」

「あー、ホワイトノワゼットなら、そういうこともあるかもねえ」

　ギフトクラリフィエは、ホワイトノワゼットにそんな認にん識しきを抱いだいているようだ。ラッキーだ。その認識は麗歌にとって都合がいい。

「ホワイトノワゼットが無茶を言うのは分かるでしょう？　私は今、変身もできない。あなたに人間だと思われたように、このままだと他ほかの魔法少女に殺されてしまうのよ」

「だから助けて、って言ったの？」

「そうよ」

「命令を無視して人間を食べちゃえばあ？　緊きん急きゆう事態なんだから、ホワイトノワゼットも見逃のがしてくれるんじゃないかしら？」

「無理ね。命令を無視したら、殺されるわ」

「そうなの？　普通の特定魔法少女クレヨンズはそこまではしないと思うけどお」

「ホワイトノワゼットは普通ではないわ。だから、あなたが助けてくれるのがベストなのよ」

「うーん」

　ギフトクラリフィエは、疑いの目で彼女の全身を見回す。しばらくそうして、首を振ふった。

「やっぱりあなたが魔法少女だっていうのは信じられないわあ。不安だから殺しはしないけどお……関かかわりたくないわ。ごめんねえ」

　万事休す。

「待って」

　しかし彼女はしつこく呼び止める。この魔法少女以外に、自分を助ける魔法少女がいるはずもない。

「もー、しつこいわねえ」

　だが、どうすれば手を貸してくれるのか？　とにかく魔法少女だと信じさせるしかない。しかしどうやって？

「魔法を見せるわ」

　思考よりも先に口から言葉が出た。言ってしまった以上、もう後あと戻もどりはできない。

「魔法少女に変身ができないほど魔力が弱っているから、どこまで効果があるか分からないけど、あなたに私の魔法を見せるわ」

「あなたの魔法って？」

　そんなのはない──と心で言いながら、麗歌は口元をにんまりと上げて言う。

「見れば分かるわ」




　麗れい歌かとギフトクラリフィエは視し聴ちよう覚かく室を出ると、すぐに廊ろう下かにある死体の山に遭そう遇ぐうした。その残ざん酷こくな光景に麗歌は歯ぎしりしそうになるが、それは魔法少女らしくない感情なので抑おさえた。

（けれど、魔法少女をわたしは、絶対に許さない）

　澄すました表情の奥で、強い憎にくしみを抱いだく。

（【ファミリー】のみんなで、どんな手段を使っても、滅ほろぼしてやる）

　麗歌は死体の山に近づいた。殺し方は雑で、一いつ貫かん性せいがなく、即そく死しの生徒もいたし、そうでない生徒もいた。目を覆おおいたいが我が慢まんし、何か魔法めいたことができないかと考えていると、内臓がはみ出している女生徒と目が合った。

（……生きている……！）

　苦しそうに顔を歪ゆがませていた彼女は、麗歌の姿を見ただけで、救われたように顔を緩ゆるませた。その表情で、彼女が自分に心しん酔すいしている生徒の一人だと分かった。だが彼女はすぐに、また痛みに顔をしかめた。

「痛い。痛いです……麗歌さん……」

　麗れい歌かは頭を優やさしく撫なでる。

「どうすればいいですか？　わたしどうすれば救われますか？　解放されますか？」

　救いを求める彼女を見て、麗歌は『魔ま法ほう』を思い付いた。

　麗歌は彼女に拳けん銃じゆうを渡わたした。

「自殺しなさい」

　女生徒は迷いなく、口の中に銃身を突つっ込み、引き金を引いた。彼女は絶命した。銃声は周りの爆ばく発はつ音と悲鳴にかき消された。

　麗歌からすれば、これは大した光景ではない。救いを求めた相手に、安楽死を提示してあげただけだ。麗歌の信者ならばこれぐらいはする。

　しかしギフトクラリフィエにとって、それは異常な光景に映るだろう。拳銃を差し出しただけで、命令通りに人間が自殺したのだ。

「これが私の魔法、【言語操作プレツツエルの指揮】よ。私にとって人間を自殺させることなど、わけもないことだわ。けれど今は魔力が弱っているから、弱っている人間にしか効果がないでしょうね」

「すごい魔法ね！」

　ギフトクラリフィエは見たことのない魔法に興奮気味だった。もう麗歌が魔法少女であると疑いはしないだろう。

「でも、あたしの魔法もなかなかレアよう。【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】って言って、他人の肉体を乗っ取ることができるのよう」

「……その魔法、詳くわしく聞かせてもらえるかしら」

　麗歌はその魔法を活用するために詳しよう細さいを聞いた。麗歌は考える。戦い向きの魔法ではないので、暦れきを殺すことはできない。しかし身を隠かくすには役に立つ。誰を乗っ取るのが最も都合がいいだろうか？

（私自身がホワイトノワゼットになる。そんなことができればいいのでしょうけど、正体を知らない以上難しい。なら？）

　麗歌が思い付いたのは、ガスマスクの女、藤ふじ崎さき乃の乃のだった。

　麗歌は乃乃が魔法少女であることを見抜ぬいていた。そのことを利用する機会を窺うかがっていたが、今までタイミングがなかったので誰だれにも話していなかった。

（乃乃の体を乗っ取る。その方向でいいわ。でも、どうやってギフトクラリフィエに、【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】を使わせるか……？）

「……あなたたちはどうして、ここに侵しん入にゆうしてきたのかしら？」

　麗歌は会話から、その取とっ掛かかりを摑つかもうとする。

「ホワイトノワゼットを殺すためね。聞くまでもないわよね。だってえ、ホワイトノワゼットは魔法少女界の反逆者なんだから」

　内心その新事実に驚おどろきつつも、麗歌は話を進める。

「計画は順調に行ってるの？」

「順調だったらもう終わってるわよう。人間の姿にでもなってるのか、見つけられないでいるのよ、おそらくね。……そうだ、ホワイトノワゼットの培養魔法少女イラストであるあなたは知っているんじゃない？」

「残念ながら警けい戒かい心が強くて、人間の姿は知らないわ。……でも、知る手段はあるわね」

「へえ？」

「ガスマスクを着けた奴やつがいるのだけど、それは私よりホワイトノワゼットに信しん頼らいされている魔ま法ほう少女なのよ。あいつは知っているかもしれないわ」

「なるほど。じゃあガスマスクの女を捜さがそう！」

「けれど、信頼されているだけあって、簡単にホワイトノワゼットの正体を教えてくれるとは思えないわ」

「ああ……それもそうねえ。どうするの？」

「そこで提案があるのだけど、私に【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】を使って、ガスマスクの女を乗っ取らせてくれないかしら？　そうしたらあなたたちに協力するわ」

　うまいこと会話を導くことができた。麗れい歌かは内心安あん堵どする。

「ええ？　そこまでしてくれるのお？」

「私はとにかく、ホワイトノワゼットの魔の手から逃のがれたいのよ。それにはこの体を捨てるのが一番だわ」




　藤ふじ崎さき乃の乃のこと、ポイズンモンブランをこの場で見つけられるか、それは賭かけだったが、麗歌はその賭けに勝った。麗歌は廊ろう下かで捕つかまえ、また舌先三寸でポイズンモンブランを誘ゆう導どうし、ギフトクラリフィエに【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】を使わせた。

　麗歌はポイズンモンブランの人生を反復した。人生のすべてを体験すると聞いていたが、魔法少女になる前の体験はしなかった。人間を殺してきた記き憶おく。魔法少女の異常な思考。自分とは違ちがう価値観。それらが麗歌に遠えん慮りよなく襲おそいかかった。

　麗歌は【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】を使われる前に想像していた。他人の人生によって、自分の人格が壊こわれてしまうのではないかと。自分自身が消え、ポイズンモンブランに塗ぬり潰つぶされてしまうのではないかと。

　しかし、ポイズンモンブランの人生を追体験し、乗っ取り終わったときに思った感想はこれだった。

（大したことがないわね）

　麗歌は実際、ほとんどその人生に影えい響きようも受けなかった。

（魔法少女とはなんてくだらない生き物なの。密度のない時間に、くだらない思考。ただ暴力が得意なだけの動物だわ）

　そんな記き憶おくに、麗れい歌かはなんの感かん慨がいもない。人格に変化をもたらさない。魔ま法ほう少女が改めて、和解する価値のない存在だと再認にん識しきしたぐらいだ。後に鬼おに崎ざき暦れきと安あん楽らく朽くち苗えが、元の人格を他人の人生に塗ぬり潰つぶされたことを知るが、麗歌にはそれが信じられない。麗歌は楽々ポイズンモンブランの魂たましいを嚥えん下げして、飲み干し、支配し、略りやく奪だつし、消化した。

　こんな経験より、魔法少女に変身するために、死にかけている女生徒の魂を食べたときの方が、よっぽどつらかった。魂の味は、その人間を煮に詰つめて溶とかして濃のう縮しゆくしたスープのようで、アンモニアのようにツンと鼻を突つく。

　魔法少女の姿になった麗歌は、暦れきや魔法少女たちに殺されることなく、この状じよう況きようを乗り切った。ギフトクラリフィエを殺して口止めをすることも考えたが、それはしなかった。助けてくれた恩義もあるが、レッドザーネとの接点があることが役に立つかもしれないと判断したからだ。

　そしてその判断が間ま違ちがいではなかったことは、先ほど証明された。







　麗歌はギフトクラリフィエの屋や敷しきを出る。ギフトクラリフィエは麗歌に抵てい抗こうせずに、自分の迫せまり来る死を受け入れた。戦いに自信がなく、勝てないと諦あきらめたのかもしれないが、それにしても素す直なおだった。

　ギフトクラリフィエは、自分の運命に対して直感の鋭するどいところがある。心のどこかで、自分は長くは生き残れないと分かっていたような感じがした。

　屋敷からは、ピアノの音が流れている。

　麗歌は振ふり返らずレッドザーネの城に向かう。けれどその音のせいか、ギフトクラリフィエと最後に交かわした会話を思い出していた。




「悔くいはないの？」

　あまり未練のなさそうなギフトクラリフィエに、思わず麗歌は尋たずねた。

　ギフトクラリフィエは即そく答とうした。

「あるわよう。暦ちゃんにもう一度逢あいたかった」

「暦？　鬼おに崎ざき暦？　空そら殻からファームにいたわよ。もう死んだけれど」

「暦ちゃんが死んだ……？」

　それを聞いたギフトクラリフィエの表情は……悲しそうな感じではなかった。その表情は、麗歌でも読み取れない、複雑に濁にごった微ほほ笑えみだった。おそらく自分でも、どんな感情を抱いだいているか分かっていないのだろう。

　だけどもう一度呟つぶやいた。

「逢いたいな、暦ちゃん」

　そうしてギフトクラリフィエは、麗れい歌かから離はなれた。もう麗歌がいないかのようにリビングへと向かい、ピアノを弾ひき始めた。

　英えい雄ゆうポロネーズ。

　ギフトクラリフィエの暦れきへの感情が、どういうものなのかは分からない。ポイズンモンブランを取り込んだ麗歌は、魔ま法ほう少女の思考を知っている。魔法少女が人間に対して情を抱いだけないことが分かっている。理り屈くつで言えば、おそらくボムホーニッヒが塁るいに好意を抱いたのと同じく、その方が都合がいいから、好意に近い感情が芽生えているだけだろう。

　だが、それは本物の母性と、どこが違ちがうのだろうか？

　だからこう思おう。

（鬼おに崎ざき暦とギフトクラリフィエの間には、常識的ではないけれど、愛情はあった）




　屋や敷しきが視界から見えなくなったそのときだった。静かな赤い空の下で響ひびいていた英雄ポロネーズは、曲の途と中ちゆうでぷっつりと止やんだ。

　二度とそのピアノの音はしなかった。




　麗歌の目的は、たった一つだ。いつだって、そのためだけに生きてきた。そのためなら、すべてを捨てられた。自分の肉体も、感情も、倫りん理り観も、すべて捨ててきた。

　──【ファミリー】を維い持じすることが、麗歌のすべて。

　一つ、確信している真実がある。

（ホワイトノワゼットは、【ファミリー】を壊こわす）

　ホワイトノワゼットが進もうとする道の先に、【ファミリー】はない。レッドザーネに差し出そうとしたのも、そういう理由があったからだ。

　しかしどうやらまだ彼女の力が必要なようだ。レッドザーネを説得することはおそらくもうできない。レッドザーネは倒たおすしかない。ホワイトノワゼットは、ポイズンモンブランのふりをして、時が来たら背中から刺さすことにしよう。

　緊きん急きゆうにすべきことは──
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（──岳たけ哉やを助けること）

　麗歌は走る足に力を入れる。魔法少女のこの体は、かつての病弱な体と違い、恐おそろしいほどに速く走れる。

（こんなところで、【ファミリー】の核かくである岳哉を失うわけにはいかない。……いえ、そういう他ひ人と事ごとのような言い方はやめるわ。私はただ──）

　ただ。

「岳哉を必要としている」

　けれど、不安はあった。

（岳たけ哉やはまだ、私を必要としているのかしら？）

　岳哉は麗れい歌かが死んだと思っている。おそらくずっと問い続けているだろう。

　──自分はどうすべきなのか？　麗歌を忘れるべきなのか？　リリィに気持ちを移して、幸せになっていいのか？

　本心では幸せになりたいはずだ。未来に進むために、麗歌のことを忘れてしまいたいはずだ。

　岳哉はきっと、内心ずっとこう叫さけんでいる。

（……もういいかい？）

　解放してあげたい。そういう気持ちも麗歌にはある。

　だけど、麗歌はここにいる。

　まだ目的を持って生きている。

　それに──

（リリィに、岳哉を譲ゆずる気もないわ）

　だから岳哉には、こう言ってやるのだ。

「まあだだよ」




　　　　　　５




「……もういいかい？」

　岳たけ哉やは呟つぶやく。裸はだかのまま体育座りをしている岳哉には、もちろん返事はない。

　何を期待しているのか？　あの人の声で「もういいよ」と言って欲しいのか？　そんなのが聞こえたとしても、所しよ詮せんそれは自分が作り出した幻げん聴ちようだ。

　ホワイトノワゼットが作り出した魔ま法ほうの部屋と違ちがい、レッドザーネの作り出した正方形の部屋は檻おりの中のように狭せまく、胸を締しめ付けるような圧あつ迫ぱく感があった。赤い壁かべは、手を広げれば両手が、壁と壁に触ふれられる。

　何も音がしない部屋。何も変化のない部屋。そこにいるだけで気を狂くるわす、無限に時間が引き延ばされた部屋。

　このまま壁が迫せまりでもして、押し潰つぶされて消えてしまえば、どんなに楽だろう？

　自由という概がい念ねんがないこの部屋にいると、思い知らされる。

　──レッドザーネには敵かなわない。人間は魔法少女の支配からは逃のがれられない。

　その運命に抗あらがったために、自分はこういう目に遭あった。仲間も、大切な人も、屈くつ辱じよく的に殺された。目の奥に貼はり付いた、廉れん早さと曜よう子この燃えた姿は消えそうもない。こんなに苦しい思いをするくらいなら、あっさり死んだ方が数万倍もマシだった。

（僕は何もしない方がいいんだ。その方がマシな結果になる。僕は必要のない人間だ）

　思考を停止し、レッドザーネの命めいにただただ従おう。そうすればこれ以上、苦しい思いをしなくて済む。もうそれでいい。

　そう思い、頭を垂たれた。

　わずかに──じゃり──という音がした。

　それは、首に掛かけたシルバーリングがこすれる音だ。裸はだかになっても、それは手放していなかった。

『大だい丈じよう夫ぶよ。君を一人にはしないわ。永遠に』

　ここで諦あきらめたら、麗れい歌かの復ふく讐しゆうを果たせない。麗歌をひとりぼっちにしてしまう。

（分かってる。けど、どうすれば魔ま法ほう少女を倒たおせるんだ。無理だったんだ。もう僕は負けたんだ）

　岳哉は自分の心臓部分を見下ろす。そこには光をモチーフにしたような火傷やけどの痕あとがある。

　それは、【ファミリー】の証あかし。




　その火傷は、麗歌が岳哉の母親を撃うち殺し、十歳の岳哉を引き取った三日後に付けられた。

　岳哉は途と方ほうに暮れていた。麗歌の屋や敷しきで暮らし始めたのはいいものの、まだ両親がいなくなったことを心は受け入れられなかったのだ。

　そんな岳たけ哉やを見かねて麗れい歌かは「これからどうしたいの？」と問いかけた。

　岳哉の素す直なおな気持ちはこれだった。

「家族を取り戻もどしたい……」泣きながら言う。「魔ま法ほう少女に殺された家族を、取り戻したい」

「けれど、それは無理よ」

「分かってる。死んだ人は生き返ったりしないよ。……だけど、一人になりたくないんだ。一人になって、生きていけると思わないんだ」

　麗歌は事も無げに言う。

「大だい丈じよう夫ぶ。岳哉には私がいるわ」

　それが本気であることを、岳哉はもう知っている。

「……じゃあ、麗歌は僕と家族になってくれるの？」

　てっきりすぐ肯こう定ていしてくれると思ったが、なぜだか麗歌の表情は浮かない。

「麗歌は家族にはなってくれないの？　僕と一いつ緒しよに生きてくれるって言ったのに？」

「……一緒にいるわ。ただ、家族となると、私にはそれがどういうものか、よく分からないの」

　家族が分からないとは？

　戸と惑まどっている岳哉に、麗歌は苦笑しつつ、説明する。

「……私はいわゆる妾めかけの子でね、母親とずっと二人でこの大きな屋や敷しきに暮らしていたの。母は私が生まれたときから精神を病やんでいて、他人を寄せ付けることがなかった。唯ゆい一いつ屋敷に出入りしていた年老いた家政婦とも、言葉を交かわすことさえなかった。私相手にも、似たようなものだったわ。さすがに会話くらいはしたけれど、それは人形相手に話しているのと大差なかった。母の独ひとり言ごとのようなものよ。母はずっと自分の中に閉じこもっていたの」

　岳哉は息を潜ひそめて、その話を聞いていた。

「私はこの屋敷の埃ほこりまみれの部屋で、ずっと誰だれにも関かかわることなく過ごしてた。だから、世界の終焉ヒユーマンイールドが起こっても、あまり私の生活には関係がなかったわ。世界の事なんて遠くの出来事だったのよ。けれど世界が変われば、私の生活にも影えい響きようが出る。家政婦はいなくなり、母が首を吊つったわ。屋敷にさえいられなくなった私はピストルを持って外に出た。何も考えていなかった。帰ってくる気もなかった。けれど、あなたと出で逢あった」

　麗歌は岳哉の目を覗のぞき込む。

「ねえ、岳哉？　血が繫つながっていても、心を通わせられなかった相手を、家族と言えるかしら？」

「……言えないと、思う」

「なら……家族を知らない私が、あなたの家族にちゃんとなれるかしら？」

　そう、だから麗歌は、家族になってという岳哉の言葉に、頷うなずくことができなかったのだ。

　その寂さびしげな表情に、岳哉は幼いながらも励はげまそうと、胸を叩たたく。

「なれるよ！　僕が家族を教えてあげる！　だからなれる！」

「本当？」

「うん！　それに、僕だけじゃない。今まで麗れい歌かには家族がいなかったかもしれないけど、これから家族を増やすんだ！　百人……いや千人……いやもっともっと家族を増やす。人類みんなを家族にしよう！　……あ、そうだ！　それが僕のしたいことだよ！　人類みんな家族だって言えるぐらい仲良くなるんだ！　そうしたらさ、魔ま法ほう少女にも負けないと思わない？　これってすごくない？」

　今にしても思えば、とんでもない理り屈くつだ。けれど幼い岳たけ哉やは本気で言っていたし、麗歌も目を輝かがやかせた。

「人類みんなが家族になるなんて、夢みたい！」

　それから岳哉と麗歌は、夢のような計画を語り合った。老ろう若にやく男なん女によ、誰だれもが手を繫いで笑え顔がおでいられる未来を想像した。悪い魔法少女をこてんぱんにしている未来を想像した。地球は緑を取り戻もどして、人類は科学と経済を取り戻し、宇宙旅行もできるようになり、戦争は二度と起こらない、夢のような世界を想像した。

「岳哉、それはやらないといけないわ。絶対に叶かなえないといけないわ。でも簡単じゃない。せめて覚かく悟ごだけでも決めましょう。岳哉はこの夢のために、何を捧ささげられるの？」

「何を……？」

　岳哉は考える。両親が死んだとき、死んでも構わないと思っていた。なら、どんな覚悟でもできる。

「僕の心臓を捧げる覚悟があるよ」

　本気だと証明したかった。岳哉は薪まきをくべて燃やしている暖だん炉ろに近づき、火かき棒を手に取って、麗歌に渡わたす。

　首を傾かしげる麗歌に、シャツを脱ぬいだ岳哉は、心臓を指す。

「ここに決意の印を付けて」

　頷うなずくと、麗歌は躊躇ためらわず、火かき棒を胸に押し付けた。岳哉はうなり声を上げ耐たえる。三回、火かき棒を押し付けられてできた火傷やけどは、まるで光をイメージしたようだった。

　作業が終わると、麗歌はワンピースを脱いで、ブラジャーを外した。膨ふくらみかけの胸を見せることを躊躇わず、岳哉の前に直立する。急いで目を逸そらした岳哉に、麗歌は真しん剣けんな顔で言った。

「私にも同じのをお願い」

　岳哉はそんなことをする必要はないと首を振ふった。けれど麗歌は要求する。

「同じ痛みと、同じ決意を持ちたいの。そうでもしないと、私はあなたの家族になれない」

　麗歌の決意は固く、岳哉は結局、火かき棒を麗歌の胸に押し付けることになった。火傷の痛みに耐たえ、苦しそうな喘あえぎ声ごえを上げながらも、麗歌はうれしそうに微ほほ笑えんでいた。

　作業は終わる。岳哉と同じ火傷跡あとを見ながら、麗歌は呟つぶやいた。

「私たちの心臓が、一つになればいいのに」




「岳たけ哉や、家族のことを教えて？」

　──家族は仲良くなければいけない。

「岳哉、もっと家族のことを教えて？」

　──家族は助け合わなくてはいけない。

「岳哉、もっともっと家族のことを教えて？」

　──家族は家族以上に大切なものがあってはいけない。

「岳哉、もっともっともっと家族のことを教えて？」

　──家族は家族のために命を賭かけられる。




「分かったわ、岳哉。私はそれを全部守るわ」




　岳哉は赤く狭せまい部屋で、むせび泣いた。どんなに泣き叫さけんでも、嗚お咽えつは収まりそうもなかった。

　当事者である自分でさえ逆だと思っていた。麗歌に愚ぐ直ちよくに従っていると思っていた。しかしそれは違ちがった。現実は逆だった。

　麗れい歌かが、岳哉の幼い頃ころの言葉にずっと縛しばられ、従っていたのだ。

【ファミリー】の当主を務めていたのも、岳哉の代わりをしていただけだ。【ファミリー】は岳哉が夢見た組織で、岳哉のための組織だった。けれど、未み熟じゆくな岳哉は、人をまとめることも、指示することもできなくて、麗歌に頼たより切ってしまった。

　麗歌は岳哉が本当の家族になることを求めていた。だけど家族を知らなくて、岳哉の言う家族の定義を、愚直なまでに守るしかなかった。

　岳哉が銀の指輪を渡わたしたとき、麗歌はこう言った。

『私はもう、あなたに全部、あげているのよ』

　その通りだ。岳哉は麗歌のすべてをもらっていた。それを自覚せず、罪深くもプロポーズなんてしてしまった。裏切りと言えるほどの忘ぼう却きやく。なのに麗歌は怒おこりも、呆あきれもせず、うれしそうに指輪を受け取ってくれた。

　お互たがい火傷やけどの痕あとを付けたその後に、こんな会話があったのを覚えている。




「麗歌」

「ダメ」

「え？」

「もっと家族らしい呼び方をして欲しいわ。そうね、私は岳哉の一つ上だから、お姉さんと呼びなさい」

「……ええと」

「早く呼びなさい、岳たけ哉や」

「わ、分かったよ、麗歌姉さん」




（それだけはずっと忘れていなかったのに、僕は間ま違ちがってばかりだ）

　岳哉は心臓を、火傷やけどの痕あとを押さえる。

「僕は、麗れい歌か姉さんにもらっていたものを、返さなきゃいけない」

　自分で作った家族の定義を守ることで、岳哉は麗歌に返す。




　──家族は仲良くなければいけない。

　麗歌よりも大切な人を作ってはいけない。

　──家族は助け合わなくてはいけない。

　麗歌の望みを叶かなえなければいけない。

　──家族は家族以上に大切なものがあってはいけない。

　麗歌が自分のすべてだ。

　──家族は家族のために命を賭かけられる。

「僕は麗歌のために死ぬ」




　涙なみだを拭ぬぐい、叫さけぶ。

「僕は魔法少女を殺す！」

　決意したから、もうこんな場所にはいられない。

　岳哉は立ち上がり、天てん井じようの水色の扉とびらを叩たたく。出方なんて分からない。ドアを叩いても無む駄だだ。分かっている。でも、他ほかにどうしろというのか？

「開け！　開け！　開け！　開け！　開け！　開け！　開け！　開け！　開け！　開け！　開け！　開けよおおおおおおおおおおおお!!」

　どんなに苦しくたっていい。どんなに無む謀ぼうだっていい。自分の行動が原因で、世界中のみんなに恨うらまれたっていい。

　麗歌のために死ねれば、それでいい。

「それは僕にしかできない」

　扉を叩く。

「僕にしかできないんだ！」

　その音は、外には聞こえないだろう。それでも岳哉は扉を叩き続ける。拳こぶしから血が流れても関係ない。岳哉の胸は一つの信念で満ちている。

「魔ま法ほう少女を殺したい！」

　叫さけぶ。

　声を嗄からして叫ぶ。

「魔法少女を殺したい!!」




　どんなに叫ぼうが、叩たたこうが、この部屋から抜ぬけ出せるわけはなかった。どんなに強い想おもいを抱いだこうが、そんなことは魔法でできた空間に関係なかった。どんなに祈いのっても願いは叶かなわなかったし、現実を前に蹂じゆう躙りんされてきた。

　けれど──




　狭せまい部屋に光が差し込んだ。

　水色の扉とびらが開いた。







　それは奇き蹟せき──ではない。この世界に奇蹟はない。開くはずのない扉を開いたのは、ボムホーニッヒを捕とらえたレイラだった。ボムホーニッヒは、目め隠かくしと猿さるぐつわを嚙かまされ、手て錠じようと首輪を付けられ、レイラに紐ひもで引っ張られていた。虚うつろな様子のボムホーニッヒには、右腕うでがない。体に埋うめ込まれた爆ばく弾だんの一つを、レイラが持つスイッチによって爆発させられたばかりなのだろう。

「レッドザーネと、ボムホーニッヒの命を盾たてに交こう渉しようしました。手を引くようにという要求はさすがに通りませんでしたが、ボムホーニッヒを解放する代わりに、水み無な月づきさんを解放することだけは許されました。立ち向かってきても構わないそうです」

　玉座にはレッドザーネはいなかった。レイラたちの他ほかには、憔しよう悴すいした様子の斬ざんが立ち尽つくしているだけだった。

　願ってもないラストチャンスだ。しかし岳たけ哉やにはレイラの考えが分からなかった。

「別の要求もできたはずだよ。どうして僕を解放することを選んだの？　僕を解放したところで、役に立たないとは思わなかったの？」

　制服を着ながら、岳哉は尋たずねる。

「熟じゆつ考こうした結果です。私が願っているのは、前生徒会長を死に追いやったレッドザーネへの報復です。それを成し遂とげようとしたとき、最も有効な要求が水み無な月づきさんの解放でした。なぜなら、私と同等の覚かく悟ごを持てるのは、水無月さんだけだと確信しているからです」

「覚悟？　死の覚悟か？　でもそれくらいは、みんなしている」

「自分だけの死の覚悟ならそうでしょう。けれど、仲間たちを死に至らしめても戦う覚悟をしているのは、おそらくあなたぐらいです」

　確かに岳たけ哉やにはもうその覚かく悟ごがある。しかし、どうしてレイラは、岳哉にそこまでの覚悟があることが分かったのか？

「……私には夢がありました」

　突とつ然ぜんレイラは、そんなことを言い始める。

「しかしそれはもう叶かなわない。夢は夢のままで終わりました。そして、あなたもそうだと思うのです」

　岳哉の夢は、麗れい歌かと共に生きていくことだった。

　それと同じだと言うのなら？

「……もしかして、レイラさんの夢は、鬼おに崎ざき暦れきと──」

「はい。彼と生きていく。それが私の夢でした」

　けれど分からない。

「どうしてあの怪かい物ぶつと……？」

「鬼崎暦は……正確には、あの肉体の持ち主だった曽そ我が部べ騎士ナイトは、私の幼おさな馴な染じみでした。私は幼いときからずっと、彼に恋愛感情を抱いだいていました。死んだと思っていた彼を見かけたとき、私がどれだけ歓かん喜きしたか、あなたには想像できないでしょう」

「でも、もう彼の中身は……」

「ではあなたにはできますか？　伊い集じゆう院いん麗れい歌かの肉体が丸々残っている人間を、他人だと割り切れますか？　私には確信を持って言えます。それはできません」

　そうなのかもしれない。少なくとも否定はできない。

「それに会長は、ナイトが私の幼馴染みだと知り、二人きりのときは、彼を演じてくれました」

「あの鬼崎暦がそんなことを……？　考えられないよ」

「あなたはあの人を誤解しています。ええ、それは分かります。あの人は隙すきを見せないようにしていたし、あなたを殺そうともした。まともとも言えないでしょう。けれどわたしから見たあの人は、あなたが思っているような怪物ではありませんでした。わたしから見れば彼は──」

　遠い目をしてレイラは言う。

「バランスの悪い、ただの人間でした」

　その見解が正しいのか、間ま違ちがっているのかは分からない。

　確かなのはレイラが、岳哉と自分の境きよう遇ぐうを重ね合わせていることだ。レイラはレッドザーネを殺すためならば、どんなことだって厭いとわない。同じ境遇の岳哉もそうだと思っている。

　だから岳哉を信しん頼らいするのだ。

　その様を見て、岳哉は確信に近い予感を抱く。抱いてしまう。

（雷らい連れんレイラはここで死ぬ）

「岳哉」

　斬ざんが岳哉の肩かたに触ふれる。

「俺はレッドザーネに改善案を話して、少しは状じよう況きようをマシにする、そんな話をしたな？　だが彩さい光こうたちが焼肉にされて、喰くわれたのを見て分かった。……話し合いなんて無む駄だだ。無意味だ。俺たちはレッドザーネの元では家か畜ちくにさえなれない。どんなに無む謀ぼうでも、レッドザーネを倒たおすしかない」

　岳たけ哉やは神しん妙みように頷うなずく。

「この期ごに及およんでもホワイトノワゼットは現れない。ホワイトノワゼットが変身し戦っても、レッドザーネを倒すことはできないんだろう。ホワイトノワゼットはもう、完全に俺たちに──いや、お前に託たくしている。そして、俺もそうだ。お前がレッドザーネを倒すしかない。そう思っている」

　もうどうして自分が？　とは言わない。

　ホワイトノワゼットや多くの人たちに言われ続けたように、それができるのは自分だけなのだ。

「……斬ざん、リリィを見ていないか？」

　岳哉は、部屋に残されていた、リリィの『烈れつ』を見て尋たずねる。それ以外にはこの部屋には、廉れん早さのキャップしかない。

「見ていない。ここに死体は何もなかったが、殺されたわけではないのか？」

「殺されてはいないはずだよ。レッドザーネに気に入られたみたいだった」

「それなら、お前と同じく、魔ま法ほうでできた空間に捕とらわれているんじゃないか？」

　そうなるとリリィは、レッドザーネを倒さなければ、解放されないことになる。リリィの命もまた、岳哉に懸かかっている。

　岳哉は『烈』を背中に固定し、エンジンをかけてみる。故障はしていなそうだ。本来はホイールがないと扱あつかいきれないが、ダッシュをしたときに加速するぐらいはできるだろう。その際に体に負担が掛かかかって、脚あしが折れても構わない。

「……斬、頼たのみがあるんだ」

　岳哉は最後の策を、斬に伝えた。







「分かった。すべて岳哉の言うとおりにしよう」

　岳哉の策を聞き終えた斬は、その返事とは裏うら腹はらに、顔をしかめていた。

「何か言いたそうだね」

「……【ファミリー】はもういいのか？」

「いい。もう【ファミリー】は役割を終えたんだ。いや、僕が終わらせなければいけなかったんだ」

「麗れい歌かさんがそれを望んでいると？」

「望んではいないだろうね。でも、それが姉さんのためなんだ」

　斬ざんは神しん妙みように頷うなずく。

「お前がそう言うのなら、それが正しいんだろう」

　斬は目め頭がしらを押さえ、溜ため息いきを吐つく。

「俺たち【ファミリー】は、麗れい歌かさんやお前に助けられたし、これからも助けられ続ける。もし、麗歌さんと出会わなければ、俺は誰だれにも心を開かないまま、どこかでのたれ死んでいただろう。【ファミリー】には心から感謝し、永遠の忠誠を誓ちかっている」

「はは。どうしたんだよ斬、らしくないな」

　しかし、岳たけ哉やの軽かる口くちはそこまでだった。

　斬の、塞ふさいだ手の隙すき間まから、涙なみだが流れていたからだ。

「俺が力不足ですまない」

　涙は隠かくしきれず、床ゆかに落ちる。斬は涙を隠すことを諦あきらめ、岳哉を見つめる。

「俺にはどうしても信じられない。特定魔法少女クレヨンズのレッドザーネを倒たおせるとは到とう底てい信じられない。だからといって、お前が死を覚かく悟ごで立ち向かうのを止めることもできない。俺はどっちつかずで、何もできない、情けない男だ」

　もういつものシニカルな斬の姿はなかった。涙を次々と零こぼし、感情を抑おさえきれず、岳哉の肩かたに強くしがみつく。

「俺はいてもいなくてもいい脇わき役やくだ。何の力にもなれない。それが……悔くやしい……！」

　斬は冷静でリアリスト、それが彼の性格だし、個性だと思っていた。熱くなりがちな岳哉とは違ちがうその視点に、助けられることも多々あった。

　けれどこの涙を見て、初めて分かった。たぶん斬は、そんな自分を嫌きらっていたのだ。希望を信じられない自分が無力だと、何度も思い知らされていたのだ。

「斬、【ファミリー】の印を見せてくれないか」

　斬は怪け訝げんそうな顔をしながらも、言われるがままにシャツをはだけて、火傷やけどの痕あとを見せる。自分たちにあるその光をモチーフにした火傷の痕に、岳哉は優やさしく触ふれる。

「魔ま法ほう少女と人間の最大の違いってなんだと思う？」

　斬は岳哉を見つめるだけで、答えられない。

「少女のままの姿で変わらず、歳としを取ることに耐たえられない魔法少女は、変化を望んでいない。停てい滞たいしているんだ。それに対して人間は変化を恐おそれず、魔法少女を倒す未来を摑つかもうとしている。魔法少女は停滞し、人間は前進する。それが最大の違いだと思うんだ」

　斬は岳哉の言葉に、小さく頷うなずく。

「鬼おに崎ざき暦れきが死んでも、秀しゆう平へいが死んでも、麗歌姉さんが死んでも、これから僕が死んでも、人間の物語は続く。どんなことが起きても、人間は先に進める。それが人間の強さだ。……でも僕は、麗歌姉さんのいない物語を受け入れない。僕もまた魔法少女のように、停滞を望んでいる」

「……岳たけ哉や」

「脇わき役やくなんてとんでもない。未来に進めるのは斬ざんの方だ。これからの物語を作るのは、斬だ。僕は、斬がいるから、命を賭かけられる。希望を持てる。斬が生きていることが、大きな力になる」

　岳哉は斬の胸の火傷やけど痕あとから、指を離はなす。しっかりと斬の目を見据すえる。

「だから約束してくれ。斬は何があっても、生き延びてくれ。たとえ一時的には屈くつ辱じよくにまみれることになっても、生にしがみついてくれ。僕らの命を背負って、生きてくれ」

　岳哉は微ほほ笑えむ。

「僕の死体を踏ふみ台だいにして、未来に進んでくれ」

　言って、斬に背を向けた。

　レッドザーネに挑いどまなければならない。

「レイラさん、行こう」

　レイラは無言で頷うなずき、歩き出した岳哉に付いていく。

「岳哉！」

　斬は叫さけんだが、岳哉は止まらない。

「岳哉、俺に信じさせてくれ。レッドザーネを倒して、魔ま法ほう少女を倒たおせる未来があるって信じさせてくれ！　希望を見せてくれ！　そうしたら俺は──」

　斬は泣きじゃくる。もう感情を剝むき出だしにすることでしか、岳哉を応おう援えんできない。

　心の底から信じた言葉を、斬は叫ぶ。

「この世界を取り戻もどす約束をできる！」




　岳哉は死の覚かく悟ごをしていた。斬は岳哉が死ぬと確信していた。

　なぜなら二人とも、大きな誤解をしていたからだ。

　その誤解とは、言うまでもない。

　伊い集じゆう院いん麗れい歌かが死んだということだ。




　　　　　　６




　レッドザーネは城の屋上にいた。さして広い空間ではない。バスケットコートほどの、戦うには狭せまい場所だ。レッドザーネは、肩かたに赤いインコのようなルセットを乗せていた。岳哉とレイラが階段を上りやって来ても、彼女は振ふり返らずに景色を眺ながめていた。

「ここからの景色、きれいでしょ？　わたしの街が全部見渡わたせるんだ」

　レッドザーネはしみじみとした様子で、赤い空の街を見下ろしている。

「メガネの人、ホーニッヒは解放してくれた？」

「解放しました」

　レッドザーネの問いに、レイラは簡潔に答える。

「ね、どうしてわたしが、あのアホの子の命を、条件を譲じよう歩ほしまくりで助けてあげたと思う？『友達』だからかな？」

　岳たけ哉やたちは答えない。しかしレッドザーネは構わず、独ひとり言ごとのように喋しやべる。

「わたしはね、わたし傘さん下かの培養魔法少女イラストは、わたしの一部だと思っているの。実際にわたしの魔ま力りよくを分け与あたえて魔法少女にしたし、わたしが消えたらみんな消えるしね。わたしは、一部でも自分を失いたくないから、アホの子の命も救うの」

　共感できない感覚だ。少なくともそれは、岳哉たちの仲間を思いやる気持ちとは違ちがう。

「ねえ、ほら、ここからの景色を見て」

　岳哉は外へと首を向ける。

　嫌けん悪お感しか湧わき上がらない赤い世界。その気持ちの悪い空の色を抜ぬきにしても、かつての観光地はほとんど復旧していない。せっかく近くにある海も、レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーの外にある。何より岳哉には、人間と魔法少女の住すみ処かが、明確に差別されているのが癪しやくに障さわる。

　しかしレッドザーネの表情は、恍こう惚こつで緩ゆるんでいる。

「いいでしょ！　これ全部、わたしのもの。わたしの世界。全部わたしが作って、わたしでできてる。建物も、魔法少女も、人間も、ここにあるものは全部わたしのもの」

　傲ごう慢まんにもレッドザーネは、何も疑念を挟はさまずにそう言い切った。

　しかし逆に言えば、見える範はん囲いにしかレッドザーネの世界はない。広大な世界に比べて、その範囲はとても狭せまい。レッドザーネの力があれば、この街どころか全世界を征せい服ふくできそうなものなのに、自分の閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーから外には興味がない。

　レッドザーネであっても、閉じこもり、停てい滞たいしている。

　魔法少女の理ことわりからは逃のがれられない。

「わたしはここから見える世界さえあれば、他ほかに何もいらない。わたしの願いって、控ひかえめでささやかでしょ？」

「君が控えめのつもりでも人間たちには大きな害があるんだよ。だからこうやって恨うらまれて襲おそいかかられてしまうんだよ。その自覚を君は持たなきゃいけない」

　赤いインコのルセットは、かなりの早口でレッドザーネに忠告する。

「あ、そうだ。紹しよう介かいするよ。この肩かたにいるのは、インリン。かわいいんだけど、口を塞ふさぎたくなるくらいにうるっさいんだよねー」

「ボクはいつも君のために発言しているんだ。もっとボクの忠告を……むぐ──」

　レッドザーネはインリンの嘴くちばしをつまむ。

「わたしの願いはささやかだけど、でもね、ホワイトノワゼットは、それさえもダメだって言うの。人間を喰くわずにそのまま空腹で死ねだなんて、頭のおかしなことを言うの。そりゃ殺したくもなるよね」

　インリンは羽をばたつかせ、レッドザーネの手から離はなれる。こちらに飛んできて続ける。

「ホワイトノワゼットとはケンカしない方がいいよ。どんな危険が及およぶか分かったものではないやめた方がいいって何度言っても聞きやしないんだから。本当にザーネってば」

「あーもう本当にうるさい！　黙だまって！」

　レッドザーネは苛いら立だって声を張り上げる。ようやく景色を見るのをやめたレッドザーネと、岳たけ哉やの目が合う。

　悪意のない絶対悪は、岳哉たち人間をどんな目に遭あわそうが、無む邪じや気きに微ほほ笑えむ。

「岳哉くん。もう説得はしないよ。岳哉くんを燃やして、ホワイトノワゼットを燃やして、わたしはずっとこのお城で過ごす」

　岳哉も会話をする気はもうなかった。『烈れつ』のエンジンをかけ、バスタード・ソードを構える。レイラも両手にサーベルを構える。

「意味分からないよね。武器は通じないってもう知ってるのに。人間の攻こう撃げき手段すべて、わたしの【お姫様の炎Ｂ塗りたくつた生クリーム】　の前では通じない。実際に見せても分からないなら、もう無む駄だだよね。あーあ、なんか岳哉くんの目に魅み力りよくもなくなった。他ほかの人と同じ死んだような目。濁にごってる。もう興味持てないなあ」

　レッドザーネは指を二人に向け、目を大きく見開く。

「だから死んじゃえ」

　その言葉が、最後の戦せん闘とうの、開始の合図だった。

　目配せをした二人は、同時に駆かけ出した。岳哉は右、レイラは左へと散り、レッドザーネへと迫せまる。

「もうホント無駄！　【お姫様の炎Ａ弾けろマカロン】！」

　指先に炎ほのおが形成され、大きな火の玉が放たれる。

　向かう先はレイラの体。レイラはなんとか一撃目をかわすが、レッドザーネの攻撃は収まらない。大きな火の砲ほう弾だんが次々と放たれレイラに迫る。

　避よけきれない。

　まず右脚あしが消失した。レイラは体を支えられずにその場に転び、倒たおれる。しかし容よう赦しやなく攻撃は続く。炎の弾たまは次に左腕うでを奪うばう。下腹部を奪う。左脚を奪う。右腕を奪う。

　もうレイラは助からない。

　助かりようがない。

（……レイラさん）

　だがこの最悪は、岳哉たちの想定通りの結果だった。二人同時に迫り、どちらか一人だけでもレッドザーネの懐ふところに飛び込む。そんな策とも言えない策が、岳哉たちの事前の打ち合わせで決まったことだった。

　レイラは苦痛に耐たえながらも、微笑んだ。岳哉に目をやり「あとは任せた」と合図を送った。

　最後の言葉を、レイラは口にしている。岳たけ哉やには誰だれかの名前を呼んでいるように思えたが、聞き取れない。誰かを呼ぶその途と中ちゆうで、その顔は火の弾たまによって炎えん上じようして、消えた。

　間ま違ちがいなく絶命した。それでも容よう赦しやなく、次々と火の弾はレイラの体に降り注いでいく。レイラの体で残った部位は、わずかに右手の指先だけだった。

（その命、絶対に無む駄だにはしない！）

　レイラの犠ぎ牲せいのおかげで、レッドザーネに接近できた岳哉は、バスタード・ソードをその頭に振ふり下ろす。

「はあ……だから意味ないって！【お姫様の炎Ｂ塗りたくつた生クリーム】」

　バスタード・ソードは、レッドザーネに触ふれた部分からひん曲がり、レッドザーネにダメージを与あたえない。わずかに期待していた攻こう撃げきも、やはり不発。

　岳哉の体は『烈れつ』によって加速している。その勢いを敢あえて止めない。そのままレッドザーネに激げき突とつし、そのままレッドザーネの体を腕に抱かかえる。これで逃にげられない。岳哉は柵さくを越こえると、レッドザーネ共々落ちた。

「もしかしてこうやって屋上から落とすのが最後の悪わる足あ搔がき？　うわあ、酷ひどい策だね。落ちたところでわたし死なないよ？　ちょっと痛いだけだよ？　でも痛いのは嫌いやだから、岳哉くんを燃やして、両足で着地するかな。【お姫様の炎Ｃシヨートケーキ消失事件】」

　万事休すだ。岳哉は蒸発して、死ぬ。

（死────んでいない？）

「って、あれ？　なんかうまくいかない……あれ？」

　理由は分からない。もしかしたら、ホワイトノワゼットが何かをしたのかもと思うが、確かめようがない。

（とにかく唯ゆい一いつ無む二にのチャンスだ）

「レッドザーネ、お前には魔ま法ほう以外の攻撃は通じない。だから僕は、魔法を使う」

「……魔法を使う？　何言ってんの？」

「魔法は、魔法少女の専売特許じゃないということだ」

「あはっ。とうとうおかしくなって、意味不明なことを言いだしちゃった？」

　けれど、その言葉はデタラメでもなんでもなかった。

　岳哉は唯一、ある魔法を使えた。使えるように仕し掛かけていた。

「お前はいくら人間を、僕の仲間を殺しても、罪の意識すら持てない。復ふく讐しゆうしようにも、思い知らせることができない。だからせめて僕は──」

　魔法を発動させるため、岳哉は自分のシャツのボタンを引きちぎる。

「無む慈じ悲ひに殺す」

　そうして岳哉は死ぬ。







　懐なつかしい冷たく透すき通った空気に、木々の生命力が溢あふれる匂におい。

（…………ここは？）

　岳たけ哉やはコケのカーペットの上に横たわっていた。人間を恐おそれない狐きつねの子供が、岳哉の鼻を髭ひげでくすぐる。

　岳哉は立ち上がる。その体は子供のものになっていて、視点が低い。

　静せい謐ひつが場を包んでいる。聞こえるのは鳥の鳴き声くらいだ。等とう間かん隔かくに並んだ白い木々が、小さな湖の中に立っている。水みな面もは青く輝かがやき、太陽の光を柔やわらかくしている。

（ああ……これは走そう馬ま灯とうのようなものか）

　死の直前に見る風景。懐かしい、もう見ることのない風景。

「もういいかい？」

　あれは空そら殻から市に来る前に死んだ妹の声だ。かくれんぼでもしているのだろうか？

「まあだだよ」

　とりあえず岳哉は、子供の声でそう言ってみる。優やさしい笑い声に岳哉が背後を振ふり返ると、父と母、姉の姿もあった。かくれんぼをしていたはずの妹も混じる。四人は岳哉の姿には気付かず、楽しそうに笑い合っている。

　岳哉はそうしてようやく、自分の願いに気付く。ずっと見ないふりをしていた、その願いに気付く。

（願いが何もかも叶かなうなら、僕はこの風景を取り戻もどしたかった）

　けれどそれが無理であることは分かっていた。だから岳哉は疑似家族を望んだ。【ファミリー】を望んだ。

　伊い集じゆう院いん麗れい歌かを望んだ。

　四人は透とう明めいになっていき、消えていく。「待って」と岳哉が叫さけんでも、その声は届かずに、四人は笑い合ったまま消えてしまう。

　岳哉はずっと、見つかるはずのない家族を追いかけていた。どこにもいないのに、伊集院麗歌の中に捜さがしていた。終わらないかくれんぼを続けていた。

　そういえば、この風景を、ホワイトノワゼットに初めて会ったときも見た。

　まさか。

　まさかだが。

　麗歌との復ふく讐しゆうではなく、ホワイトノワゼットとの未来を選べば、この風景を取り戻せたとでも……？

「あ」




『麗歌さんの敵かたきを取ろうとは思わないで』




「ああ──!!」

　ホワイトノワゼットの言うとおりだ。

　答えを見つけた。

　人間も、魔ま法ほう少女も救える、唯ゆい一いつの解答を。

　魔法少女を殺すことに囚とらわれなければ、思い付いたかもしれない解答を。




　──魔法少女を全員人間に戻せれば、誰もが望む未来がある……！




　実際その道は、魔法少女を滅ぼすことよりも難しいだろう。魔法少女は人間の姿に戻もどることを極度に嫌いやがる。説得したところで魔法少女をやめるとは思えない。

　けれどあったのだ。

　そんな、噓うそみたいにすべてが解決する、ハッピーエンドの可能性もあったのだ。

　だけどその答えを見つけても、もう間に合わない。もう賽さいは投げられてしまった。岳たけ哉やが見ているこの懐なつかしい風景は幻げん覚かくで、現実では落下しているのだから。

（復ふく讐しゆうという停てい滞たいを選んだ僕にはもう、未来はない）

　後こう悔かいはない。斬ざんとリリィ、二人がいれば、いつかこの答えにたどり着く。この未来にたどり着く。岳哉はそう信じられた。

　それに岳哉には到とう底てい無理だった。麗れい歌かを奪うばわれた時点で、もう無理だった。岳哉は麗歌にすべて捧ささげると決めた。頭も腕うでも脚あしも眼球も皮ひ膚ふも血も肉も脳みそも心臓も魂たましいも麗歌に捧げてきた。その麗歌が魔法少女の根絶を願うならば、岳哉はそれに従うしかない。

　岳哉は囚われている。

　──魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。魔法少女を殺す。




　そうして殺意にまみれた岳哉は、現実に戻る。




　赤い空の下、岳哉は逆さまの街を見ている。

　落下している岳哉はシャツを破った。

　そこに貼はり付いているものを見て、ようやくレッドザーネの顔色が変わる。

「あ、ああ……!!」

　そこにある大量のソレに、レッドザーネは初めて恐きよう怖ふの色を見せる。

「な、なんで……なんでそんなことができるの！」

「魔ま法ほう少女を脅おどせば、こういうこともできる」

「おかしいよ！　だってそんなことをすれば、他ほかでもない岳たけ哉やくんがあ！」

「人間の覚かく悟ごを甘く見るな」

「おかしい、おかしい、おかしいおかしいおかしい！」

　叫さけぶレッドザーネに、岳哉は現実を突つき付ける。

「これならお前も殺し得る。そうだろう、レッドザーネ！」

　岳哉の皮ひ膚ふに貼はり付いているのは、大量の青い蝶ちよう。

　皮膚から離はなれた途と端たん、爆ばく発はつする魔法の蝶。

「や、やめ、」

　しかしレッドザーネの言葉など聞くはずもない。シャツによって押さえつけられていた蝶は、自動的に飛び立つ。

　もう、爆ばく弾だんに火はついてしまった。

「違ちがう、違うの、わたしは、人間をBZから護まもるために、魔法少女になったの。正義に燃えていたの。家族や友達を助けたいって、そのためなら怖こわいことも我が慢まんできるって、そう誓ちかって、魔法少女になったの」

　すでに命いのち乞ごいは無意味なのに、レッドザーネはそんな支し離り滅めつ裂れつなことを言い出す。

「それなのにどうして、どうして、どうして、わたしはわたしは──ああ、もういい！　考えたくない！　わたしはずっとお城で……お城で過ごしたい！　それだけなの！　それだけなのに！　お願いだから見逃のがしてよ！　なんでもするから見逃してよお!!」

[image: ]

　死の間ま際ぎわ、彼女はもしかしたら、人間であった頃ころの記き憶おくをわずかだが取り戻もどしたのかもしれない。

　しかし復ふく讐しゆう以外に何もない岳哉にとって、そんなことより、レッドザーネが絶望に目を見開き、顔を歪ゆがませていることの方が重要だった。

「その顔が見たかった」

　これから爆発に巻き込まれて死ぬ岳哉は、それさえもどうでもいい。

　岳哉は嘲ちよう笑しようする。

「見逃したりしない。数千万人をも殺したお前を、誰だれも赦ゆるしはしない。お前の行動はただ人を苦しめるだけの、無意味な行動だった。そのことに絶望して、絶望して、絶望しかない終わりで、死ね！」

　大量の青い蝶は、大きな音を立てて、爆発する。

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　その叫さけび声ごえも、爆ばく発はつ音にかき消された。




　もし、麗れい歌かが生きていることを知っていれば、岳たけ哉やは前を向けただろうか？

　未来に進めただろうか？

　違ちがう結末があっただろうか？

　けれど、もう完かん膚ぷなきまでに手て遅おくれだった。岳哉の体は四方八方に飛び散っていた。奇き蹟せき的に意識はまだある。首だけになって転がる岳哉の目には城じよう壁へきが見えている。

（……もういいかい？）

　頭の中で呟つぶやく。

　頭の中の声だ。誰だれにもその声が聞こえるはずがなかった。

「もう……いいよ」

　それなのに、声は実際に聞こえた。視界に、紫むらさき色が入り込むと、岳哉の顔を覗のぞき込む彼女の顔が見えた。涙なみだを流す彼女は、しかし微ほほ笑えんでいた。

　爆風で飛ばされていた銀のリングを、彼女は指に嵌はめる。その表情で、まったく本来の顔と違う彼女が、誰だか岳たけ哉やには分かった。

（ああ……こんなに報むくわれていいのだろうか？）

　だって岳たけ哉やからすれば、彼女が生きていれば、それだけでハッピーエンドだ。

『大だい丈じよう夫ぶよ。君を一人にはしないわ。永遠に』

（結局、約束を守れなかったのは、僕の方だったね）

　目を閉じる。

（僕が君を一人にしてしまったね）

　長いかくれんぼは終わった。岳哉の視界には再び、あの故郷の風景が浮かんでいた。そこには家族が待っていて、岳哉に手を振ふっていた。

　岳哉は微ほほ笑えみ、最後に頭の中で言う。




　──見いつけた。
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　爆ばく発はつ音がしたと同時に、斬ざんは愛用のショートソードを握にぎり、階段を駆かけ上る。

　斬の役割はたった一つ。レッドザーネにトドメを刺さすことだった。レッドザーネは【ひらひらと舞い散る機雷ポツプコーンは音を立てて弾ける】によって瀕ひん死しにはなるだろうが、生命力が強い魔ま法ほう少女が確実に死ぬとは限らない。

　しかし屋上にはすでに、岳たけ哉やたちはいなかった。弱って床ゆかに伏ふしているインリンがいて、消え入りそうな声で言った。

「二人は落ちたよ。ボクはもう、さよならだ」

　多少の申し訳なさはあったが、斬ざんはインリンをそのままにして、上ってきた階段を駆かけ下りた。万が一にでも、自分が仕留め損そこなったせいで、レッドザーネを復活させてしまうようなことがあれば、命を賭として戦った岳哉に顔向けできない。

　城の正門口から出て庭園にたどり着くと、大量の魔ま法ほう少女が倒たおれていた。あれだけ自分たちを苦しめてきた不死の存在が、蟻ありの巣すに殺虫剤ざいを吹ふきかけたように、儚はかなく倒れている。今までの常識を覆くつがえすその異様な光景に、だけど感かん慨がいを抱いだいている暇ひまはない。

　裏庭に回る。少し捜さがし回るだけで、岳哉らしき肉片が見つかった。どこの部位かも分からないそれに、斬は唇くちびるを嚙かみながら、引き続きレッドザーネを捜す。

　足あし下もとにそれは見つかった。

「……砂の塊かたまり……？」

　魔法少女は死ぬと砂になる。そうすると、これがレッドザーネだったものだろうか？

　砂の中心には、美しい装そう飾しよくがされているナイフが突つき刺ささっていた。

（誰だれかが俺よりも先にやってきてトドメを刺したのか？）

　斬はそのナイフを手に取り、注意深く眺ながめてみる。

（これは、麗れい歌かさんが護身用に持っていたナイフじゃないか……？　でも、どうしてそのナイフがここに？　レッドザーネにトドメを刺したそいつは、どうしてこのナイフを使った？）

　その意味は、今はまだ斬は分からなかった。それに少なくとも今は、どうでもいいことのように思った。

　斬は裏庭を捜そう索さくする。

　岳哉の死体の欠片かけらを見届けながら、あるものを拾う。

　岳哉が首から掛かけていた、シルバーリングのチェーン部分。リングはなくなっていた。周辺を探したが見つからなかった。誰かが持っていったのだろうか？

　チェーンを触さわりながら捜索を続けると、岳哉の頭部を見つけた。斬はかがみ込んで、動かなくなった頭を眺ながめる。頭部は他ほかの肉片に比べて、奇き蹟せき的なほどきれいなまま残っていた。顔もほとんど崩くずれていない。

「……岳哉」

　どうしてか、その表情は、まるで遊び疲つかれた子供のように、無む邪じや気きで充じゆう実じつした笑えみを浮かべていた。

　その表情に、斬は救われた気分になる。

　岳哉が自分たちに希望を託たくしたというのは強がりでもなんでもなく、真実だった。そう信じられたからだ。

「ありがとう、岳たけ哉や。俺は約束を守れる」

　斬ざんは立ち上がり、前を向く。

「俺はもう未来を諦あきらめない」

　赤に覆おおわれていた空が徐じよ々じよに晴れ、本来の空を取り戻もどしていく。

　その空は、できすぎなくらいに、雲一つない青空だった。
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　レッドザーネとの戦いは、魔ま法ほう少女に対して、初めて人間が勝利した戦いだった。

　レッドザーネの傘さん下かだった培養魔法少女イラストは一人残らず消しよう滅めつし、南みなみ未み来らい市に奴ど隷れいや食しよく糧りようとして捕とらわれていた人間、八九三名を救い出すことができた。この戦いで遠えん征せいに出ていた生徒の八割ほどの八九名を失ったが、レッドザーネに捕らわれていた十二歳以上、一八歳以下の人間、一一四名が生徒として加わることになったので、数だけなら戦力はむしろ増えた。数字上は、大勝利と言ってもよかった。

　岳たけ哉やや、多くの仲間や、リリィの父親たち街の住人の多くが死んでも、あくまで数字上は。

　空そら殻から市の住民たちは、インフラが整っている南未来市に拠きよ点てんを移すことになった。特に大きいのはなんといっても、電気が使うことができる点だ。空殻ファームの拠点も、旧千せん里り道どう大学校舎から、レッドザーネの城に移した。結果、劇的に住民たちの環かん境きようは改善した。

　魔法少女に勝ったという事実は、住民たちの自信になり、希望になった。ホワイトノワゼットに街が護まもられている安心感もあって、急速に街は活気を取り戻もどした。文化的生活ができるようにまでなっていった。

　そして、一時的にでも平和になれば、こういう議論が活発になる。

　──いつやって来るか分からない、脅きよう威いを取り除こう。

　──魔法少女を殺そう。







　レッドザーネとの戦いから九ヶ月後。

　レッドザーネが最後まで固こ執しつした城の外がい壁へきは、赤から白に塗ぬり替かえた。若い男の剝はく製せいは、すべて地中に埋うめた。

　レッドザーネの定位置だった玉座には一人の少女が座っていた。それがレッドザーネを侮ぶ辱じよくする行こう為いだと理解し、敢あえて玉座を自分の居場所とした。

　瀬せ戸とリリィ。

　椅い子すに深く座り、足を組んでいる彼女は、まるでこの世のすべてを憎にくんでいるように、シャンデリアをきつく睨にらみ付けている。

「リリィさん、時間です」

　ガスマスクをかぶった魔法少女、ポイズンモンブランがリリィに告げる。

「ふん」

　リリィはつまらなそうに鼻を鳴らすと、立ち上がる。

「煽せん動どうも面めん倒どうね。奴やつらは自分で物を考えようとしないのかしら？」

「リリィさん、その言い方はまずいです」

「そうね。前言を撤てつ回かいするわ」

　リリィは冷たく吐はき捨てる。

「愚ぐ民みん共は思考を持たず、あたしの思い通りに動いてくれないと困るわ。魔ま法ほう少女を殺すために死んでくれないとね」

　ポイズンモンブランは、もう指し摘てきするのをやめる。彼女が何を言ったところで、リリィの凍こおった心は変わらない。

　代わりにこんなことを尋たずねた。

「髪かみの毛、切ったのですね」

　その言葉通り、リリィは長い髪の毛を短いものにしていた。ファッションでそうしたのではないことは、乱暴な切り口から一いち瞥べつして分かる。

「過去の甘ったれていた自分を思い出して、つい衝しよう動どう的にナイフで切ってしまったのよ。こうしてみると、なんでもっと早くこうしなかったのか不思議だわ」

　リリィは床ゆかに転がっていた大きな麻あさ袋ぶくろの前まで歩くと、それをなんの抵てい抗こうもなく蹴けり上げる。

「あ、が──」

　麻袋の中から苦く悶もんの声が聞こえても、リリィは表情一つ変えない。中身がずっしりと詰つまっている麻袋を、担かつぎ上げる。

「待って　リリィ！」

　勢いよく正面から、小さな影かげが飛び込む。

　ホワイトノワゼットのルセット、ウサコロだった。

「馴なれ馴れしく名前で呼ぶな」

　リリィはウサコロを睨にらみ付ける。

「もう誰だれにも、あたしの名前を呼び捨てにはさせない」

　ウサコロは冷たいリリィの声に、震ふるえ上がる。

「怖こわいよう　うう……。でも　聞いて。ノワからのでんごんだよ」

「ホワイトノワゼット？　簡潔に言いなさい」

「うん。あのね。住民たちをこれいじょうあおるのを　やめてくれって。リリィは間ま違ちがっているって」

「あたしが間違っている？」

　リリィはせせら笑う。

「そうよ。間違っているわ。だから何？」

「……え？」

「当然じゃない。だって、世界全部が間違っているんだから」

　リリィはそうして、ウサコロに背を向けた。

「ウサコロ、いいことを教えてあげる」

　歩き出し、言う。

「神様の死体は、どっかの底なし沼の奥にでも沈しずんでいるのよ」




　城のテラスからは、中庭の全容が見渡わたせる。そこには住民ほぼ全員が集まっていた。リリィの演説は必ずここで行われていた。

　リリィが顔を出したその瞬しゆん間かん、中庭で待機していた住民たちが、割れんばかりの歓かん声せいを上げた。リリィはその声にも動じることなく、つまらなそうな顔をしたまま手を上げる。

　つい先日、瀬せ戸とリリィは住民投票によって、ある肩かた書がきを与あたえられた。

　──女王。

　住民たちはリリィを中心に『空そら殻から国』を建国し、王制が採用された。そして初代の王が、瀬せ戸とリリィとなったのだ。

　きっかけとなる出来事は、先日行われた『愛あい生おい市襲しゆう撃げき作戦』だ。

　特定魔法少女クレヨンズブルーセミフレッドが、閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを展開するその街に、少数精せい鋭えいで攻せめ込み、多くの成果を上げたのだ。多くの魔ま法ほう少女を殺し、多くの住民たちを救い出した。襲撃案を出したのも、生徒たちを指揮したのもリリィだった。

『烈れつ』を使いこなすようになったリリィと、ポイズンモンブランのコンビは、もはや並みの魔法少女の力を超こえていた。二人はなんと、二十三もの魔法少女を殺した。

　その武ぶ勲くんによって、リリィは『二人目』の英えい雄ゆうとなった。元々、魔法少女への強きよう硬こうな姿勢で、住民のほとんどの支持を取り付けていたリリィだ。女王の地位を与あたえられたのは、ごく自然な流れだった。

（もう【ファミリー】なんていらない。あたしはもう、伊い集じゆう院いん麗れい歌かを超こえた）

　自分の地位なんてどうでもよかった。しかし、麗歌よりも多くの人間を従えるようになった事実だけは、リリィにとって特別だった。

　隣となりにいる魔法少女の正体も、リリィに従っている思おも惑わくも知らない今は、優ゆう越えつ感に浸ひたれた。

　リリィはポイズンモンブランに麻あさ袋ぶくろを渡わたす。ポイズンモンブランはその麻袋を開け、中身を国民に見えるように示す。

「ん、ん……！」

　中には体中をがんじがらめにされた魔法少女がいた。通常の魔法少女よりか弱くて小さい彼女は涙なみだを流していた。が、そんなことを国民の誰だれ一人気にとめない。

　リリィは愛用のレイピアを力強く掲かかげる。『烈』を使いこなす上で、刺し突とつするものの方がいいと判断し、使うようになった武器だ。

　女性らしく、しかし力強いその刀身は、国民たちの多くを魅み了りようする。

「我らには英雄がいる。命を賭として戦えば、特定魔法少女クレヨンズさえも倒たおせると、自ら示したお人だ」

　中庭にある、伝説的な英えい雄ゆうをかたどった銅像に一礼し、リリィは続ける。

「我らの英雄、水み無な月づき岳たけ哉やは、生前にこう言った」

　か弱い魔ま法ほう少女の心臓に、レイピアの刃は先さきを突つき付ける。

　魔法少女の小さな悲鳴は、歓かん声せいに簡単にかき消される。




「魔法少女を根絶する」




　首を振ふって抵てい抗こうしていた魔法少女は、しかしむなしくも心臓を突き刺さされ、砂へと変わる。

　その行こう為いを残ざん虐ぎやくだと批ひ難なんする人間はいない。魔法少女の死体は、一度は魔法少女に屈くつ服ぷくしていた住民たちにとって、自信と誇ほこりを取り戻もどすにはうってつけのアイテムだった。岳哉の銅像の他ほかに、レッドザーネ傘さん下かの培養魔法少女イラストたちの砂の山が中庭に飾かざられているのも、それが勝利の証あかしだからだ。

　女王の粋いきな計らいに、国民は興奮し、盛り上がりは最高潮になる。

「我らはただ、英雄の命めいに従うのみ」

　レイピアを天に掲かかげる。

「突き進むぞ。関西に寄生するブルーセミフレッドを倒たおし、我らがその地を制圧するのだ。魔法少女の手から取り返すのだ。汚お物ぶつ共をこの地上に残してはいけない」

　甘美なその言葉に、反発する国民はいなかった。

　また戦争が始まる。

　魔法少女を殺し尽つくすか、自分たちが全ぜん滅めつするまで終わらない戦い。

　リリィは自分の望み通りに動く、愚おろかな国民たちを前に思う。

（これでいいのよね、岳哉？　あたしちゃんと、あなたの意志を継ついでいるわよね？）

　リリィはレイピアを収め、ポケットに入ったシルバーリングを握にぎりしめる。ずうずうしくも指に嵌はめていたポイズンモンブランから奪うばった指輪だ。ずっとずっと、欲しかった指輪だ。麗れい歌かにあげたものだとは重々承知している。けれど、もう麗歌はいないのだから、自分が持っているぐらい構わないだろう。

　さすがに指に嵌めることはまだできない。けれど、いつかこの指輪を、抵てい抗こうなく着けられる日が来るだろうか？

　岳哉の願いを叶かなえれば、着けてもいいと思えるだろうか？　魔法少女の死体を積み上げて、その上によじ登れば、岳哉の元にたどり着くだろうか？　そこで逢あえたら、この指輪を目の前で嵌めてもいいだろうか？

（あたしは全部、岳哉に捧ささげる。人格も、感情も、命も、全部。だから──）

　リリィは天を仰あおぐ。

（あなたをください）




　　　　　　２




　南みなみ未み来らい市には監かん獄ごくがある。レッドザーネ支配下においては、一つの牢ろう屋やに人間のつがいを何組か入れ、繁はん殖しよく活動を強制的にさせていたらしい。

　そこに岸きし波なみ斬ざんは入れられていた。

　やることもなく、斬は腕うで立たて伏ふせをしていた。リリィが演説をしているのだろう。ここにまで国民の熱ねつ狂きようの声がかすかに聞こえている。

（女王と囚しゆう人じんか。一時は同じ立場だったのに、ずいぶんと差が付いたものだ）

「ん……？」

　斬は警けい戒かいし、筋トレをやめて立ち上がる。

　国民の歓かん声せいにかぶさるように、控ひかえめな誰だれかの足音が聞こえてきたからだ。

　誰もが城の前に集まっているときに、わざわざ監獄にやってくる人間は、それこそ自分に用事のある人間しかいない。しかもわざわざ国民が一カ所に集まっているときにやってくるのだ。表向きにしたくない用事だろう。

（リリィ信しん奉ぽう者の過激派が俺を殺しにでも来たか？　それとも俺の賛同者か？）

　先の『愛あい生おい市襲しゆう撃げき作戦』。国の方針を決定する会議において、唯ゆい一いつ強きよう硬こう策さくに反対したのが斬だった。慎しん重ちよう派も口を出せない空気の中で、斬の反対は悪目立ちした。リリィ自身は、斬を容よう認にんしたが、リリィの信奉者はそうはいかなかった。反発は収まらず、混乱を抑おさえ込むために、斬は監獄入りするしかなかった。

【ファミリー】や生徒会の中には、斬の賛同者もいる。しかし国民は、慎しん重ちような意見を好まない。いつだって大衆は、分かりやすく、過激な人間を求める。

　しかも今回、リリィは成果を上げてしまった。もはや国民がより過激になる流れを止めることはできない。

（数回うまくいったぐらいで、魔法少女を舐なめすぎだ。周しゆう到とうに攻せめられたら、魔法少女に太た刀ち打うちできない事実は変わっていないっていうのに。この自惚うぬぼれは、痛いしっぺ返しを招くことになる。そのときは全ぜん滅めつすることだってあり得る）

　そうなれば、岳たけ哉やとの『この世界を取り戻もどす』約束は果たせない。

　しかしとりあえずは目の前の危機だ。斬は身構える。

　来訪者は足を止めた。

　思わず目を開いた。その相手は、斬が予想した誰とも違ちがっていたからだ。

「ホワイトノワゼット……！」

　レッドザーネとの戦い以降、姿を見せなくなっていた、この街の真の意味での支配者。斬が変身後の姿を見たのは一度だけしかなくうろ覚えだが、そのときよりもさらに弱々しく、儚はかなげで、しかし神こう々ごうしく見える。

　ホワイトノワゼットは無言のまま牢ろう屋やの鍵かぎを外し、中に入る。

「リリィの方針に反発しているということは、ウサコロから聞いている。だが、俺を牢屋から出したところで、根本的な解決にならないぞ。リリィが作った流れは止められない」

「けれど、誰だれかがあなたをここから出さないと、事態はさらに悪くなる。その誰かがわたしであるのは、重要なこと」

　斬ざんはホワイトノワゼットの言葉を聞き、気付く。

「……とうとう表おもて舞ぶ台たいに立つつもりか？」

「そうなる、と思うの」

　それは大きい。ホワイトノワゼットを無視することは絶対にできない。リリィたち生徒がどんなに力を付けても、魔法少女を殺せるのは、ホワイトノワゼットの【全能への集約マシユマロを膨らます】があるからだ。

「岳たけ哉やの次は、俺を選んだのか？　……いや、違ちがうか。リリィを止める、その一時的な処置のためにか」

「違うよ」

　ホワイトノワゼットは、懇こん願がんするように斬を見つめる。

「あなたは変わった。今は、あなたが、最も答えに近いと思うの」

「答え、だって？」

　その言葉に斬は拳こぶしを握にぎりしめる。声は怒いかりで震ふるえている。

「あんたはいつもそうだ。そうやって大切なことを話さない。岳哉を殺したのは、あんたのはっきりしない態度じゃないのか？」

　ホワイトノワゼットは、唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「あんたの立場からすれば、魔ま法ほう少女を根絶する方法は、空そら殻からファームで生徒を育てる以外にもあったはずだ。もっと効率的で、確実なやり方があったはずだ。それなのに、このやり方を選んで、今もやめない。あくまで人間を主役に据すえることをやめない。なぜだ？」

　怒りを抑おさえ切れず、斬はホワイトノワゼットの肩かたを摑つかみ、格こう子しに押し付ける。

「答えと言ったな。そう、あんたは知っていたんだよ。魔法少女を殺し尽つくす以外の解決策を。それなのに俺たち人間に言わない。いつも上の世界から、俺たちをかき回し、岳哉たちをけしかけ殺しても、尚なお傍ぼう観かんしている。なんだ？　俺たちを自分の思い通りに動かすことが快感な、レッドザーネ以上に悪あく趣しゆ味みな魔法少女なのか？　岳哉の次のターゲットは俺か？」

「……痛い」

「だったら答えろ！『答え』ってのはなんだ！」

「教えても、意味がないの」

「は？」

「自分で気付かなければ、『答え』は実行できないの。本質は『答え』にたどり着く過程にあるの。『答え』を言ってしまったら、永遠にたどり着けない」

　しばらくホワイトノワゼットの肩かたを強く摑つかみ、その顔を睨にらみ付けていた。

　ホワイトノワゼットも、潤うるんだ瞳ひとみを絶対に逸そらさない。

　斬ざんは、小さく溜ため息いきを吐つくと、ホワイトノワゼットを解放した。

「分かった。俺はその『答え』にたどり着く」

「信じてくれるの……？」

「信じるも何も、俺にはあんたを疑うことなんて、端はなっからできない」

　それぐらいの純真無む垢く。怒いかりをぶつけたのは、恥はずかしながら八つ当たりに近い。ままならない状じよう況きようを、誰だれかのせいにしてぶつけたかっただけだ。

「本当は俺だって、リリィのようになりたかった。岳たけ哉やや麗れい歌かさんの死体を大事に抱かかえ込んで、感情のままに復ふく讐しゆうをしたかった。でも、それは他ほかでもない岳哉がした過あやまちだ。俺は同じ過ちを繰くり返すわけにはいかない。どんなに苦しくとも、するわけにはいかない」

　ホワイトノワゼットは、斬の目をじっと覗のぞき込む。

[image: ]

「俺は、この世界を取り戻もどす。仮にそれを俺が果たせなくとも、その意志を誰かに継つがせ、その誰だれかはまた誰かへと意志を継つぎ、いつか世界を摑つかみ取る。それが岳たけ哉やとの約束だ」

　鉄てつ格ごう子しの扉とびらを開ける。廊ろう下かに出る。

「俺は岳哉の死体を抱かかえ込まず、踏ふみ台だいにして、未来に進む」




　斬ざんは自分を閉じこめていた監かん獄ごくから出た。

　だが、あまり解放された気分にはならない。

　なぜなら見上げても空は、白いメルヘンな偽にせ物ものめいたものだからだ。街が活気を取り戻もどしても、国を作り女王が生まれても、まだ一つの教室に閉じ込められていた頃ころと、なんら変わっていない。

　それは、ホワイトノワゼットが、孤こ独どくに戦っている証明でもある。

「……ところでホワイトノワゼット」

　斬は鼻を搔かき、言う。

「あんたはクラスメイトだった。クラスメイトは俺にとっても、リリィにとっても、家族とも言えるような仲間だった。それはずっと変わらない。あんたが何者だろうが、変わらない。だから──」

　誰にも明かしてないし、誰も気付いていないだろう。

　でも斬は気付いた。あの人特有の優やさしさを、斬は間近でよく見ていたからだ。

　だからいたずらに微ほほ笑えみ、言う。

「そろそろ変身前のあんたを、死んだことにするのはやめたらどうだ？」







　ホワイトノワゼットは目を見開いた。

　あまりの不意打ちだった。彼女はもう見つけてもらえることはないと覚かく悟ごしていた。それが都合がいいからと、今後告白するつもりもなかった。それなのに、まさか見抜ぬかれていたなんて……。

　戸と惑まどう。けれどそれよりも何よりも──

「うう……」

　うれしかった。仲間と言ってもらえてうれしかった。

　ホワイトノワゼットは、恐おそる恐る斬の手に、自分の手を伸のばす。本来は握にぎり返してくれるような相手じゃない。

　しかし斬は、今回だけだと言わんばかりに、素っ気なく手を握り返した。

　生まれて初めての仲間は、きっと世界を変えてくれる。

　それが誇ほこらしくて、ホワイトノワゼットは泣きながら、ついつい胸を張る。





End or To be continued












　　　あとがき




「僕らは魔ま法ほう少女の中２ -in a magic girl's garden-」をお送りしました。御み影かげ瑛えい路じです。

　ホワイトノワゼットの正体は分かりましたでしょうか？　ちょっと難しいですが、最後まで読めば分かるように作っています。ヒントはあくまで岳たけ哉やのクラスメイトにいるという点です。ですので、クラス名めい簿ぼをよく見れば分かるかも……。




　物語は当初の予定通りの結末を迎むかえました。とはいっても、好評ならば先を続けられるだけのアイデアはあります。あ、大人の世界では『好評＝売れている』ということなので、みんな気に入ったらお友達に勧すすめてね。勧めるのは僕の他ほかの著書でもいいよ。

　元ネタになった音楽活動の方は、一巻のあとがきに載のせていた二曲の他に、「いともたやすく行われるえげつない行こう為いの最中さなかに英えい雄ゆうポロネーズは鳴り続ける。」、「楽しい虐ぎやく殺さつパーティ」という曲をニコニコ動画にアップしています。ご覧らんの通り、小説の章タイトルにもなったりしています。是ぜ非ひ検けん索さくして聴きいてみてね。




　謝辞です。

　担当編集の三み木きさん、今回もお世話になっています。本当に自由にやらせてもらってすみません。

　イラストレーターのえいひさん、一巻に引き続いて素す敵てきなイラストありがとうございます。レッドザーネが本当にすごくかわいくて、物語上でいじめたくなりました（最低）。

　今回、動画イラストの件もあり、メールのやり取りをすることが多かったので、僕が失礼をやらかし、トラブルになったらどうしようと、実は戦々恐きよう々きようだったことをここで告白しておきます。

　作曲担当の藤ふじ宮みや圭けいさん、相変わらず忙いそがしい中、ありがとうございます。またスタジオで遊びましょう！




　さて、現在は「空ろの箱と零ゼロのマリア」の最終巻を書いています。読んだことのない読者の方は、是ぜ非ひとも物語が終わる直前のこの機会に初めから読んでみてね！

　それではお読みいただき、本当にありがとうございました！





御影瑛路
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御み影かげ瑛えい路じ

埼玉県出身。神奈川在住。実はこの欄に何文字まで載せられるか忘れている。左のイラスト、音楽ユニット「レプリカレター」のマスコットキャラを描いてくださったのは、うえむらちかさん。

[image: ]




イラスト／えいひ

神奈川県在住のイラストレーター。ゲームが好きですが、時間が取れず買っては積んでいます。最近、ゲームを積むこと自体が好きなのではないか…？　と不安になってきました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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